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総説

鶏 と 卵 品 質の動向

市川舜

北海道文理科短期大学， (兼)酪農学園大学，江別市 069

(1994. 2. 19 受理)

キーワード:養鶏，レイヤー，卵白質，ハウユニット (HU)

はじ めに

我国の養鶏は， 日本の畜産産業の中でも重要な生

産部門で，その生産と流通過程は合理化され，且つ

急速に近代化されてきた.特に養鶏に見られる生産

手段のシステム化きれた合理化は，安価で‘豊富な鶏

卵供給をもたらし，更に経済成長にともなう鶏卵需

要の急増に対応して急速に発展してきた.

しかし近年国民当たりの卵消費量が頭打ちに近づ

いてきたため， 1971年ごろから鶏卵の需要の伸びが

緩慢になり始め， 1974年に採卵鶏が 1億羽を越えて

以来，供給過剰による鶏卵の生産調整の影響から，

1975年以降，採卵鶏の飼養羽数の大きな変化はしば

らく見られなかったが， しかしその後の統計月報か

ら，やはり生産向上のために増羽が進み，今日てすま，

1993年， 1億 8千 870万羽と推定される.この傾向

は 1989年頃から 2，3年続いた卵価が堅調に推移し

た事から餌付羽数などの増加が要因となって，鶏卵

生産量はさらに過剰となり， 1992年から卵価は急落

し，この状態は今日まで続いて更にこの様相は，長

期化が予想されている.

1 .養鶏界の実態

1 )採卵鶏飼養農家数は，さかのぼって見ると 1950

年 (S25)から本格的に道内においても鶏卵生産量調

査が始まり 1954年北海道の畜産(農林省統計調査事

務所偏)によって公表されて，鶏の部門で始めて今

日の大羽数養鶏と言う言葉が用いられたものと思う.

なお当時の大羽数飼育は 50羽以上を表し，これ以下

表 1.鶏の地域別飼養羽数
単位・ 1，000羽

年次・地域
採卵鶏

ブロイラー
(種鶏を除く)

* 1954 (S 29) 

1991 178.452 142，729 

1992 187.411 138，629 

1993 188.704 135.371 

93/92 (%) 100.7 97.6 

北海道 8.342 1，537 3，060 

東北 24，613 3.257 25.483 

北陸 10.411 6，716 1，301 

関東・東山 40，768 2.659 8，837 

東海 27.618 4.111 6.980 

近畿 12，434 2，843 8，763 

中国 18.688 2.981 8.968 

四国 10.747 2.139 10，751 

九州 33.541 4，952 60.550 

沖縄 1.542 678 

*農林省統計調査事務所編('54)統計からみた北海道の畜産

を小羽数としていたが，前者の割合はわずかに約数

10%程度にすぎなかった.

また，この時期の鶏種は白レグ採卵鶏の全盛期時

代で 98%，後は僅かにロード，横斑ロックが飼育さ

れていたが，やがてヘテローシス効果を目標とした

一代雑種の時代に入り，当時，河原と市)11 (1960)， 

佐伯ら (1962)，田名部ら (1964)，市川 (1965) な

Trends in Chickens and their Egg Quality: Shun ICHIKA WA (Hokkaido College of Arts and science， 
Rakunou Gakuen University) 

北畜会報， 36: 1-10 - 1 - 1994 



市川舜

ど多くの報告が紹介され，同時に養鶏家ではよく普

及した.1965年代で320万戸，この時期は 100羽か

ら300-500羽養鶏時代で，道内にも単飼いケージの

ビニール固い簡易鶏舎が普及し始めた頃である.そ

の後諸外国から実用種.所謂 Commercialchick，或

いは Layerが本格的に日本の養鶏場をにぎわす時代

に入った.国内でも農林省白河種畜牧場の秋山ら

(1972)によって同種の選抜法が確立され，その後，

北海道の滝川畜産試験場では，田村ら (1985)によ

って実用種「滝川ゼット P・ハイクロス」などが紹介

表2.採卵鶏の飼養戸数・羽数の推移

飼養羽数 飼養農家戸数 一戸当た

年 (成鶏めす) り成鶏め

千羽 前年比 千戸前年比 すの羽数

1990年 136.961 98.5 87 91.6 1.583 

1991年 138，717 101.3 10 91.3 13，792 

1992年 144.455 104.1 9 92.0 15.854 

1993年 147.178 101.9 8 92.4 17，500 

されるなど今日に至っている 農林水産省統計'情報部(1993)農林水産省統計月報

しかし 1985年頃には 12万戸と急速に減少し， 1昨 年 9月秋，アメステルダムで開催された国際家禽会

年 (1992)では農林水産統計月報公表の成鶏めす 300 議の折，フランスの養鶏場見学した農場主の説明が

羽以下は除かれて， 300羽以上の農家数は 9300戸程 強〈印象に残っている.フランスでは家畜・家禽の

度となってしまった.同様に北海道内の家畜飼養体 生産は，現在，飼養している鶏舎，牛舎などの畜舎

数(戸数)とその羽数は， 1988年の 2025戸数，羽数 の床面積の拡張は規則で認められない.従って増頭

7326千羽， 1989年で 1382戸数， 7119千羽，とやや 羽数を考えるときは鶏舎内部の合理化が残された方

減少したが， '90年， '91年が約 918-959戸数，羽数 法であり，おのずと増羽数には限界がある.西欧に

では平均 8532千羽，更に 1992年には 991戸数に対 おけるこのような卵生産の調整は，フランスだけと

し9722千羽となり，道内も同様に飼養戸数の減少と は考えられず，各国で何らかの対策が実施されてい

増羽の傾向で，全国の推移と変わらない. ると思われるが，生産調整の合理的な方法の一策と

思われる.

2 )また西欧の卵生産は，世界農業白書 (FAO)に

よると 1985年の 589400万トンを頂点にして以後， 3)現況は，畜産統計一家畜飼養の概要によると専

わずかづつ減少し， 1991年には 565800万トンで約 業採卵養鶏経営の主流は， 1985年頃からその大規模

24000万トンが減少量となっている.この減少は， 1992 層の多数羽飼育が， 5万羽から 10万羽，更に 30万か

表3.平成5年12月以降の餌付けを 90%とした場合の成鶏羽数と鶏卵生産量の予測

1-2月 3-4月 5-6月 7-8月 9-10月 11-12月 言十 平均 前年比

平成五 推計雌羽数 156.816 155，681 152，O88 151，218 153，379 154，564 1 1847，495 153，958 
お0σF43 》 6ヶ月 x2)

産卵日量 44.41 46.34 47.23 46.01 45.89 45.79 45.94 

年 鶏卵生産量 205，239 220，076 219，224 215，665 214，726 215，843 2，581.515 100.3 
6ヶ月 x2)

成平 推計雌羽数 154，432 152，830 148，875 147，112 148，O72 147，599 11797，870 149，823 
3σσH コ3 6ヶ月 x2)

ー」 産卵日量 44.76 46.80 47.65 46.37 46.25 46.16 46.31 

年)鶏卵生産量 203，697 218，179 216，341 211，462 208，907 207，758 2，532.688 98.1 
6ヶ月 x2)

平成七 推計雄羽数 146，156 143，205 137，701 134，S93 134，415 133，107 1i658，360 138.197 
1σσF3吋3 3 6ヶ月 x2)

産卵日量 45.11 47.17 48.02 46.73 46.72 46.52 46.67 

年 鶏卵生産量 194，321 206，058 201，662 195，007 191，127 188，839 2，354，032 92.9 
6ヶ月 x2)

平成5年1-6月の鶏卵生産量は農林統計の速報値，鶏友(674号)12，1993年より引用，その数値から集約して示した.

- 2 -
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図 1. 1984年度における各動物性食品のたんぱく質 19あたりの価格(田名部.1988) 
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ら50万羽を越すものも珍しくない規模拡大は進み所

謂，企業的養鶏の時代に入り， 1万羽以上の戸数の合

計は約 1億 2000万羽，全養鶏経営の 85%を占める

に至っている.規模拡大による影響は激しくなる一

方で近年の卵価の長期低迷などから生産者は生産効

率の高さを求め鶏卵の付加価値のある特異な卵(ビ

タミンなどの飼料添加，自然卵など)鶏舎構造のシ

ステム化による飼養管理の合理化など一層の節減が

急務となり，より生産的な企業体制か望まれる時代

に入って来たものと思われる.一方，現在の日本に

おける飼養羽数を 10%減羽しようという生産調整の

提言も再びよく見受けられるが現状の養鶏体制から

考え合わせると実現は極めて難しい問題と思われる.

一方，企業的養鶏の抱える問題は，鶏糞の処理，

有機質肥料としての利用は言うまでもないが，現場

では環境問題(環境保全)を含めて処理方法(施設)

として具体的な対策が必要となってきた.

また欧米諸国，最近では日本においても家畜・家

禽，或いは一般の動物を含めての福祉の問題が無視

できない時代になってきているものと思われる.

4 )日本養鶏業界は上述のような実態から(社)日本

養鶏協会では，「採卵鶏素び、な計画生産指導事業」中

央検討会において，当面の採卵鶏の出荷・導入の方

針を設定している. (表 3)その内容は卵価低迷が長

期化する中で，養鶏産業のすみやかな安定化のため

- 3 -



市川舜

前年比で90%抑制することを確認している.しかし

1994年の鶏卵生産対象になる成鶏雌群の大半はすで

に餌付が終わっていることから今年度の効果はわず

かな減少にとどまり， 1995年になってようやく 250

万トンが240万トンとなってわずかに下回る鶏卵生

産量になるといわれる.いずれにしても産卵計画は，

養鶏産業のすみやかな安定のため，生産者を始め関

係者の統ーした意識，総力で改善に向け実現すべき

事と思う.

しかし，これらの実情があるとしても食品として

の鶏卵の価値は言うまでもなく高度なタンパク源と

して我々の生活に深〈且つ親しみやすいものとして

今日に至っている.卵の利用は， 日常の我々の生活

には絶対に欠かすことの出来ないたんぱく質源であ

る.同時に鶏卵の良質なタンパク質は，最も安価で、

あることは周知のことであるが，田名部 (1988)は

動物性良質タンパク質の食品の価格と食品標準成分

表からたんぱく質 19当たりの価格を計算している.

その結果は図 1に示すように卵は最も安価で、2円80

銭，続いて鶏肉，豚肉，牛肉で約 6倍の順，また魚

類では，いわしが安価で、，ひらめ，えぴ，まぐろな

どは高価で、，卵の約 10倍に相当する.

他方，食品としてのみならず種卵(受精卵)に供

給されるのは勿論，広義の生物学，医学などの基礎

研究の材料として，或いは免疫体などの生産にも不

可欠なもので僻卵過程における卵の利用もみのがせ

ない.

以上のようなわが国の養鶏界における鶏と卵の現

状は極めて厳しい状態であるが， しかし，ここで広

義の卵の生産に係わる者は，何が重要な課題なのか，

色々な見解はあると思うが，やはり卵そのものの内

容とその変異性，即ち卵諸形質のそれぞれの向上が，

第一義の目標となり，且つ，これは同時に卵を利用

する消費者側にとって，卵殻質を含めた卵品質の内

容がよりすぐれ，且つ付加価値のある卵，合わせて

新鮮な卵が，最終的に要求されるものと思う.

5 )鶏卵の構造，組成は，遺伝的要因が関与する鶏

種，系統，また生理的な観点からみれば雌鶏の年齢

などによるもの， また環境的要因からは飼料・飼育，

管理などの条件によって影響を受け，きらに産卵後

の卵は，その取り扱いかた，各種の貯蔵条件などの

環境によっても変化する事はすでに多くの報告によ

って明らかであるが， 2， 3の結果については後述す

る.なお 1958年以前の卵白質に係わる諸問題につい

ても卵品質に及ぼす各種要因について SHERWOOD

(1958)がまとめている.

これらの事を考え合わせ，今回は卵の品質を判断

する際に広くその尺度として用いられる卵白質(HU)

とその変異性を中心に，特に鶏種，系種の特徴と卵

内容との関連を見ながらその概要について述べる.

11.殻付卵の品質

1 )卵の品質検査は，まず外観検査による方法で現

在では透光(視)による検査の段階で卵の大きさ(以

下，卵重)，卵殻の亀裂，まだらな形成などまた殻面

の状態が異常な光沢，敏，汚染などの卵型の異常な

ものと卵殻内の食用として不適当なもの破卵，異常

卵，異物混入などうたがいのある卵は除かれ，そこ

で必要なものは割卵される.これに関連して図 2は

アメリカにおける殻付卵品質の標準をまとめたチャ

INTERIOR QUALlTY OF EGGS 
侭民国首国司dedrt血品占I信託邸時......，tty.II"曲師咽.....1

37J3J1-

子〉;〈:?JC(

C"_H一日戸山一日均一一}向』山-日."-山一一，，-，，_.ー随一一_....r...-目山崎一{・""""'_....-山一
凶_..c-.........."-'I.尚一←......_c.-_"___，，....__...........'-c..-・一一崎一~

図3.卵内容の品質(卵白評点用)
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表4.初産後月別平均卵重の推移 (g)

鶏種 1 2 3 4 5 6 

WL-D 44.3 47.0 49.1 50.8 51. 7 52.0 

WL-E 44.6 49.1 51.3 53.3 55.2 56.1 

BPR 43.9 47.3 50.3 52.5 52.5 56.6 

NH 45.0 47.5 49.8 51.4 51.4 54.4 

RIR 48.5 52.5 54.3 56.7 56.7 58.2 

ート (1957年刷)で，卵品質を透視でみた白色，褐

色卵の卵形異常，気室の深さ，卵黄の位置などを示

している.

一般にわが国ではその後，洗卵して卵重別にノマつノ

ク詰め (10個)或いは箱詰め (10l}.g)されるが，そ

の時の卵重による規格は，およそ S(46-52g)， MS 

(52-58 g)， M (58-64 g)， L (64-69 g)そして特

殊卵の扱いとして LL(70-75 g) とSS(40-46 g) 

とに区分きれている.

一般に卵重は，品種，系種間によって異なり，ま

た山田ら (1966)，中村と渡辺(1959)，また市川 (1972)

は同一系統の集団でも僻化時の季節によって初産卵

までの日齢の早晩がみられ，その結果早いものは晩

熟のよりも卵が小さくなる傾向があるとしている.

また，産卵後の加齢による増卵速度も異なるが，こ

れらの要因を除いた純粋種の初産からの平均卵重量

の増卵の推移を佐伯ら (1967)の例で表 4に示した.

殻付卵の品質と鮮度は，極端な劣悪条件を除けば，

一般に卵殻の外部から微生物などの進入によって，

卵内部の腐敗が進むことは少なく，卵殻の構成が正

常であれば特に新鮮卵の場合には直接鮮度に影響は

ない.従って卵内容の腐敗の前に構造とその組織の

変化が始まることから鮮度維持，即ち放卵後(産卵)

の卵のさまざまな環境条件が鮮度に大きく影響する.

2 )卵白の構成は，外水様卵白，濃厚卵白と内水様

卵白とカラザとからなるかる層に区分され品種間で

卵白中の構成比と一般組成は白色レグホーン卵の構

成比は濃厚卵白 57.3%と最も多くついで外水様卵

白，内水様卵白の順となっている.また一般組成は，

品種聞の他に，環境，卵重或いは産卵率によって変

化し，タンパク質でみると濃厚卵白 11.4%が多い.

また，この構成する割合は，卵重，加齢によって変

7 8 9 10 11 12 13カ月
年平均
卵重

52.2 52.6 53.1 53.5 54.2 53.0 53.6 51.2 

56.6 56.3 56.6 56.9 56.9 56.7 56.5 54.3 

56.8 57.1 57.6 57.7 57.4 57.4 57.9 54.7 

55.1 55.1 55.1 55.1 54.7 54.7 53.6 53.1 

58.0 58.2 58.2 58.1 58.8 58.8 58.7 56.7 

佐伯裕弐 (1967)

化する.卵白と卵黄の重量はほぼ 15月齢頃まで増大

するが， ANDERSON et al (1978)，また市川ら (1969)

は卵重に対する百分率で表すと，卵白率は減少し，

逆に卵黄の百分率は増える.一方食卵，加工原料と

なる鶏卵の用途を考えると卵構成にも目的にかなっ

た種鶏が必要となる.このような観点から，光本・

三好(1989)は，卵構成を変化される目的で 12世代，

卵黄・卵白比に対する高低2方向の選抜から，現在

はその 2系統を閉鎖群として維持し，これらの結果

から卵構成における改良の可能性を明らかにしてい

る.

なお，ここでは鶏卵の一般組成における卵白など

諸形質における科学成分などについては佐藤泰編者

の「食卵の科学と利用」また最近出版された佐藤泰

ら共著の「卵の調整と健康の科学」によって，卵の

成分と物性また，卵タンパク質などについて紹介が

あるので省略する.

111.卵内容の鮮度と卵白質

卵の鮮度を形態から判断するため，平板上に割卵

した卵内容物を上からとその横断面をとらえたカラ

ー図(鶏卵の卵内容品質のチャート)を標準として

比較する評点法である.当初はコーネルチャートか

ら検討され図 3に示す公定図として BRANTら(1951)

によって紹介されてやがて USDA(United States 

D~partment of Aqriculture) の図表としてアメリ

カで用いられている.しかし，一般的にはわが国で

用いられることは少ない. しかし，卵白各層と卵黄

における形態的分布とその変化の理解と評点するに

は鮮明な図表(図 3)である.

鶏卵の品質を測定するために広く用いられている

ハウユニット (HaughUnit，以下， HUとする)は，

HAUGH (1937)によって提唱され，簡略した次式で

- 5 -
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求められる.

HU 二 100log(H -1. 7Wo・37十7.6)

H:濃厚卵白高(mm)， W:卵重量(g)

一般に新鮮卵では HUは80-90の範囲で劣化すれ

ば HUは低下する.表示法としてはよく用いられる

が，高きと重量を測定し市販の卵質計算尺で容易に

求められる.なおこの HUと前述の USDA割卵評点

との聞には直線的な関係のある事が BRANTら(1951)

100 

lk九
~ 50 
国

WL 0-0 

RIR )(-)( 

N Itr-A. 

SH 個ーー'

。
100 

180日

250 

。
o 7 14 24 35 45 (日間)

貯蔵期間

によって立証されている.

IV.鶏種と日齢ならびに貯蔵中の卵白質

1 )遺伝的要因からみると卵白質は，品種，系種聞

に差異のある事は，すでに KINGet al， (1961)， FRY 

et al， (1965)， MA  Y et al， (1957)， PROUDFOOT et al， 

(1962)， NOELS and TINDEEL， (1967) らによって言志

められている.また DOYONet al (1986) も電子卵

r¥ 

270日

o 7 14 24 35 45 (日間)

貯蔵期間

図4.鶏種と初産卵後の日齢と貯蔵中の HUの変化 森津・市川 (1982)

WL:白色レグホーン， RIR:ロードアイランドレッド， N.SH:実用種
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20 

5j5j 

数

10 

40 50 

貯蔵 3週後

〆h 
60 70 

HU 

新鮮卵

80 90 

40 

20 

6 10 14 18 22 
HU低下量

図5.35週齢時における白レグと交雑種の新鮮卵と 3週貯蔵卵のHUの分布 貯蔵3週後のHU低下量の分布

白高メーターを用い， 5系統， 1年聞の HUが3系統

79-80， 2系統は 77.2程度となる事など，すでに多

くの報告がある.更に雌鶏の加齢，貯蔵などの要因

から森津・市川 (1982)は，純粋種 2品種と実用種

2銘柄の 4鶏種と各日齢の貯蔵中の HU低下の差異

を比較し(表 4)，その結果，鶏種聞の新鮮卵には差

は見られなかったが，貯蔵卵では 7日から 45日の各

期間に差(<.01)があり，また， 4品種の加齢によ

るHUは新鮮卵から 45日まで同様に(<.01)認め

られた.しかし鶏種と日齢との相互作用に差がない

ので多重分数分析表を試み，白レグとロードが実用

種の N とSHよりも高い HUを維持した.また 4鶏

種の貯蔵中の HU低下割合は，対数変換した値と貯

蔵日数との回帰係数でみると，加齢によって低下割

合が大きし白レグを除き 180齢時何れも SH>N>

白レグ>RIRの順で，実用種2銘柄が低下した.

また， HURNIK and]. F. HURNIKは (1978)， 白レ

グと交雑種 35週齢時の新鮮卵ならびに 3週貯蔵の

HUの分布を示し， (図 5)交雑種群が，わずかに白

レグ卵に比べ低下量の大きい事を報告している.

KmWELL et al. (1964)はアイオワ外ドT)ランダム

サンプルテストにおいて 16系統の実用採卵系(レイ

ヤー)の 210，240， 300と400日齢時の HUを新鮮

卵と貯蔵卵 7日と 21日間とに分けた結果，新鮮卵と

貯蔵卵では有意の差はなかった. しかし，養鶏場聞

における各鶏種のレイヤーに貯蔵 21日間で有意の差

を認め，その要因としてレイヤーの遺伝的な差異を

示唆している.

HURNTK B. S and ]. F. HURl、ITK(1978) 

また三好・光本 (1993)は，市販の採卵用鶏種，

解化後 7-10ヶ月の白色卵 8系種と褐色卵 5系種に

わけ鶏から 50-100卵を生産者から求め 22形質の測

定， HUについてみれば系種間にかなり高い有意の差

があり高い平均値を認めている.また各形質につい

ても各系種の卵に様々な変異性があり，それは系種

の特徴を示すものとし，且つこれらの性質は今後，

用途に応じた系種の設定や目標に応じた種鶏の造成，

また目的による系種の細分化の必要性を述べている.

以上のような経過をから，実用種は純粋種と比較

して，貯蔵中における HU低下の著しい事が示され，

これらの要因は複雑で、あるが， しかし実用種レイヤ

一作出の過程で，卵品質の改善の際に産卵率の低下

すると言う点を合わせると，難題な点と思われる.

2 )環境と卵白質

卵白質の低下に影響を及ぽす非遺伝的要因につい

ては，すで、に多くの報告があるが CUNNIGHANet al. 

(1960)は季節と年齢による微細な変化を述べ，更に

卵白成分の精性にも変動のあることを示唆している.

一般に新鮮卵の卵白質は，初年度を通して僅かづっ

低下，また貯蔵条件の期間或いは温度によって著し

く変化する.また市販の年平均の HUは 70-60以下

で特に夏期間の低下が著しい.

濃厚卵白の鮮度維持効果の点から田名部ら (1988)

はHUを経時変化の指標として卵を各種条件下で保

持し鮮度低下を比較している.なお貯蔵条件は， a.冬

の室内 (12-3日， 4.5-15
0

C)， b.冷蔵庫 (4-6
0

C)， 
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表5.晶種・系種における採卵鶏の銘柄

などの新鮮卵の HU

区分 品種・系種 HU 

WL 91.4 

交雑 92.4 

1 WL-A 91.1 

WL-B 95.4 

W-c 92.4 

WL 83.7 

RIR 83.2 
2 

N 81.4 

SH 83.0 

Kl 83.7 

K2 87.7 
3 

WA 93.2a 

WB 84.9cde 

wc 83.1ef 

WD 83.8cdef 

4 
WE 90.7ab 

WF 79.6gh 

WG 93.0a 

WH 86.5cd 

B 1 79.8gh 

BJ 78.4h 

5 BK 89.7b 

BL 83.7def 

BM 86.8巴

*HL 81.8fg 

6 
*LL 85.3cde 

* HLとLLは卵黄・卵白比の高，低系統・異符号・

系種聞に有意差 (P<O.05)
1)市川ら 2)同森津・市川，資料 3) Kidwell 

の報告 (1959年， 1961年の各16農場分の平均)

と4，5，6)三好・光本の報告から引用し，集約して

示した.

C.米穀用低温倉庫 (4日， 140C)， d.恒温室 (250C)，

e.春の室内 (4日， 27-340

C)と， f.夏の室内 (8日，

27-34
0

C)とし，期間は 0，1， 2， 3と4ヶ月とに区

分した場合aとbの場合 4ヶ月数でHUは55以上

(食品として可)となり，逆に eとfにおいては 1ヶ

月でHU10以下，その中間に c，dがあり，最も直

線的 3ヶ月数で低下したのは f区であった.これらの

経過から卵白質(タンパク質)の鮮度維持のため低

温貯蔵の必要性を述べている.

また市川ら (1982)は札幌市，江別市の都市近郊

の5点(大型 4庖，小型 1庖)を無作為に選ぴM と

L卵に分けて， 1年間毎月下旬に求め合計2400卵に

ついて HUを中心に卵品質について記録した.結果

1月から 3月は気温の低温などから比較的で良好で、各

庖舗とも良好で72-75(M卵)， L卵では 10月から

4月まで69-78となった.しかし，夏期の 6月-8月

の聞は M卵の HUが59-61，また L卵では 50-59

となり低下は著しい.またこれらを購入してから 6日

間室温で保存した結果， M卵で6月から 9月，また

L卵では 5月から 9月までHU55以下に低下し，庖

舗聞に明らかな差(<.01)がみられ， L卵の 7月に

は平均 HU32極端な低下を示した.このような実態

は，季節，鶏の日齢などの要因は避けられない事が

あるとしても，市販卵の鮮度表示，庖舗などの構造

に2，3の諸外国の実状と比較し，その取扱い方にわ

が国との聞にかなりの違いを認めた.

まとめ

わが国の養鶏界は，採卵鶏(レイヤー)の飼育戸

数は激減しているが， しかし卵生産は消費と輸入，

また生産調整を苦慮しながらも増羽数，増卵の傾向

にある.従って，中小規模の生産者は，現状の卵価

の低迷，労力，後継者，飼育環境，また鶏糞処理な

どの問題をかかえて離脱している.しかし，一方で、

は現状を乗り切るため，今後，最も生産効率の高い

羽数を決定し，且つ立地条件などの環境要因を整理

して 10万から 30万羽程度の羽数を目安とした規模，

更に共同経営で規模拡大を進め，一層のシステム化

された養鶏場の努力が必要急務と思われる.

一方，安価で豊かなタンパク源の卵は，常に消費

者側の希望に添えるものを先取りして，より卵品質

がすぐれ，同時にその内容が維持され，且つ卵の構

成，付加価値のある鶏と卵の作出を目標とする事が，

係わる者の願いである.また卵品質に関連して，わ

が国の市販卵にみられる鮮度表示，庖舗の陳列棚な

どの構成と環境，生のタンパク源として卵の取扱い

方は 2，3の先進国と比較して工夫が必要と思われる.

- 8 -
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肉用牛の育種改良と飼養技術向上に関する

一連の研究と普及

川崎勉・田村千秋・荘司 勇・佐藤幸信・藤川 朗・本郷泰久

西邑隆徳1)・斉藤利朗2)・新名正勝3)・裏 悦次4)

新得畜産試験場 肉牛研究グループ，新得町 081

(1)現北大農学部， 2)現滝川畜試， 3)現北見農試， 4)現天北農試)

はじめに 1 .外国肉専用種の大型化と産肉能力の向上

北海道の肉用牛飼養は，昭和 40(1965)年代にな アンガス及ぴへレフォードの育種改良に関する研

って，それまでの小規模の黒毛和種から，乳用種の 究は， 1970年頃から従来のコンパクトタイプから大

肉用化や外国肉専用種の導入が加わり本格化した. 型化に向けて進められ，牛群の遺伝的改良による産

これに合わせて，新得畜産試験場の肉牛研究グルー 肉能力の高い種畜を道内に供給してきた.

プは，全道における肉用牛の生産技術の向上と経営 (1) アンガス及ぴへレフォードの新しい発育標準値

安定化を図るための研究に取り組んできた.とくに， これら外国肉用種の大型化と産肉能力の向上に関

北海道に適した外国肉専用種の育種改良及び自給飼 する一連の研究成績を基に，家畜改良センター十勝

料に依存した低コストで良質牛肉を生産するための 牧場における発育成績も含めて調査・分析し，アン

飼養技術をテーマとして研究を進めてきた.ここで ガス及ぴへレフォードの新しい発育標準値として，

は，過去約 10年間に実施した試験について，育種改 1990年に発表した.

良と赤肉生産に視点をおいた研究成果を中心に報告 アンカ、、ス，へレフォードそれぞれ約 1000頭のデー

する. タを分析した結果， 1982年に発表した標準値に比べ
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て，アンガス雌牛の体高は 24か月齢で約 5cm，へレ

フォードでも約 7cm高くなっていた.雄牛について

も両品種とも約 5cm高くなっており，体重など他の

部位でも大型化の傾向が認められた(図 1， 2). 

また，最も当てはまりの良かった Richardsのモデ

ル式から発育標準値の平均，上限，下限及ぴ発育標

準曲線を作成した.これに道内各階層で飼養されて

いるアンカ、、ス雌牛約 100頭のデータをプロットし，

例えば体高について適応度をみると，図 3に示した

とおりいずれも設定範囲内にあり，新しい発育標準

値の適応度は高いことが示された.

(2) アン方、ス及ぴへレフォードの簡易体重推定式

一方，飼料給与量の設計や選抜淘汰の決定に際し

て，体重は最も重要な情報であるが，現場では実測

できないのが実態である.そこで，前述の体尺値デ

ータを基に，胸囲と体重の測定値を用い，相対成長
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図3.アンガス雌牛の体高標準曲線と道内牛群の成績
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図4.簡易体重推定式(アンガス)

モデルにより回帰分析を行い，簡易体重推定式を作

成した(図 4).これによって，乳牛や黒毛和種で行

われているように，巻尺を用いて胸囲を測定すれば，

換算表から体重を推定できるようになった.

2.放牧を最大限に活用した牛肉生産方式

肉用牛の育成肥育技術の研究は 1965年頃から本格

的に開始され，外国肉専用種を始め乳用雄子牛，黒

毛和種について，放牧を最大限活用した飼養技術の

開発に取り組んで、きた.このうち 1970年前半までは

放牧と乾草や牧草サイレージを用いた試験が行われ

たのに対し，その後放牧ととつもろこしサイレージ

や農場副産物を利用した牛肉生産方式についての試

験へ移行した.

外国肉専用種は，早熟性で脂肪の蓄積が早く，組

飼料の利用性が高く，肉質では脂肪交雑が入りにく

いが，赤身肉の割合が多いなどの産肉特性がある.

こうした特性を活用した粗飼料主体の肥育方法が検

討された.

(1) 放牧と乾草主体による外国肉専用種の肥育

外国肉専用種では，まず放牧と舎飼期乾草給与に

ついて検討され，春生まれの牛の場合は離乳時の発

育によって 3つの肥育方式を提示した.A型は，発

育の良い離乳子牛で翌春の放牧をしないで早く仕上

げる方式である.この場合，運動量も少なく脂肪の

蓄積が早いので，前半は組飼料を多給し，仕上げ体

重は 19か月齢， 530 kg程度か望ましいとした.B型

は，普通程度の離乳子牛で，翌春の 2シーズン目の

放牧が終了した後約 4か月間肥育する方式で，仕上

げ体重は 24か月齢， 570 kg程度を目標とする.C型

は，発育不良の離乳子牛を長期間粗飼料主体で育成

した後約 2か月間の短期肥育を行う方式である.す
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図5.放牧と舎飼期乾草給与による育成肥育

(へレフォード，春生まれ:1985) 
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なわち 3シーズン放牧による

育成肥育方式で，仕上げ目標

体重は 32か月齢， 630kg程度

とする.

(2) 放牧と舎飼期とうもろこ

しサイレージ給与による育

成肥育

2シーズン放牧ととうもろこ

しサイレージによるアン方、ス

の育成肥育方式を図 6に示し

た.放牧育成後の舎飼肥育期

にとうもろこしサイレージと

乾草を自由採食させ，配合飼

料を体重の 0.8%給与するこ

とで1kgの日増体量が得ら

れ， 24か月齢， 580 kgで出荷

する方式である.しかし，こ

れに対して最近の試験成績で

は同図に示したように，舎飼

肥育期にとうもろこしサイレ

ージを自由給与および乾草を

1 kg給与して，濃厚飼料を体

重比1.5%とすることによっ

て， 日増体量は1.47kgに達

し，同じ 24か月齢で690kg出

荷が可能になった.これは先

に述べた外国種の大型化およ

び放牧技術の改善の効果が大

きな理由と考えらた.

放牧と舎飼期とうもろこし

サイレージ主体の乳用雄子牛

の育成肥育試験では，子牛の

生まれた季節別に 4季に分け

て飼養モデルを提示した.こ

のうち春生まれの方式を図 7

に示した.これらの方式では

肥育期はとうもろこしサイレ

ージと乾草を自由採食とし，

配合飼料を体重の 0.5-1.0%

給与することで，1.0-1.2kg 

の日増体量が期待できること，

肥育期間は開始時の体重によ

って春，冬生まれの牛は 6か

月間，夏生まれの牛は 2か月

3. 5 
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図6.放牧と舎飼期とうもろニしサイレージ給与による育成肥育

(アンカ、、ス，春生まれ:1984， 1993) 

円 1 i j4 
飼料 晴育 1回目 1回目 肥育期

期 舎飼育成期 放牧育成期

Conc. 1 ---2kg/日 体重比1.0児
Corn S 自由採食 (0.3ha) 自由採食
Hay 自由採食 自由採食

体重(DG) 110 (0.8) 320 (0.7) 450 (1.1) 650kg 

図7.放牧と舎飼期とうもろニしサイレージ給与による育成肥育

(乳用雄子牛，春生まれ:1984) 
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図8.放牧と舎飼期とうもろニしサイレージ給与による肥育

(黒毛和種，春生まれ:1983) 
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表 1.放牧と舎飼期とうもろこしサイレージ主体の肥育方式における通算飼料給与量

肥育終了時 通算飼料給与量(原物 t) 
モデル区分

月齢 体重(kg) Conc Corn S. Hay 

外国種(へレ・ C型) 32 630 0.7 2.5 

外国種(アンカ、、ス) 24 580 0.7 6.6 0.2 

外国種(アンカ、、ス) 24 690 

乳雄子牛(平均) 27 665 1.1 7.2 0.9 

黒毛和種 26 620 1.6 6.5 0.2 

無畜舎(アン方、ス) 25 660 1.5 4.6 0.2 

表2.放牧と舎飼期とうもろこしサイレージ主体の肥育方式における技肉特性

モデル区分
技肉重量

(kg) 

外国種(へレ・ C型) 345 

外国種(アンガス) 330 

外国種(アンガス) 400 

乳雄子牛(平均) 350 

黒毛和種 375 

無畜舎(アンガス) 370 

間，秋生まれの牛は 3か月聞が適当であることを明

らかにした.

黒毛和種去勢牛に対する放牧ととうもろこしサイ

レージによる育成肥育試験では，舎飼育成期の濃厚

飼料給与レベルを 0.2%とし，全放牧に出し，収牧

後とうもろこしサイレージを飽食給与し濃厚飼料を

体重の1.2%給与した結果，肥育前期は1.2kg，肥

育後期は 0.8kg，全体で0.9kgの日増体量を示し，

26か月齢で620kg仕上げが可能で、あった(図 8). 

(3) 冬期無畜舎による外国肉専用種の育成肥育

外国種の 2シーズン放牧方式では冬期間は舎飼を

前提にしたが，この場合牛舎等の施設投資が必要に

なる.そこで、冬期無畜舎による育成肥育について検

討した.その結果，アンカゃス，へレフォードとも冬

期野外育成期に濃厚飼料を体重比 0.4%給与し，野

外肥育期には1.4%として， とうもろこしサイレー

ジを飽食させることによって，肥育期の日増体量は

1.1 kgが得られ， 25か月齢， 660 kg出荷が可能で、あ

った(図 9)• 

技肉歩留 正肉歩留 格付等級

(%) (%) 

55 77 B2 

57 77 B2 

57 74 B2-3 

53 B2-3 

60 77 A2-3 

56 77 B2 

(4) 通算飼料給与量

以上赤身肉生産を前提として， 2シーズン放牧と舎

飼期とうもろこしサイレージ主体の肥育方式につい

て述べたが，これらにおける飼料給与量をみてみる

と，仕上げ目標体重が25か月齢前後で 600-650kg 

程度の場合，とうもろこしサイレージを 4.6-7.2t程

度給与することで，濃厚飼料は 0.7-1.6tまで節減

できること，また乾草も 1t以下で済むことが示され

た(表 1). 

(5) 枝肉特性

枝肉特性では，枝肉重量が350kg前後，枝肉歩留

が約 55%(黒毛和種では 60%)，枝肉から骨と余剰

脂肪を除いた正肉の歩留りは 77%となった.なお，

690 kgまで肥育したアンカ、スでは余剰脂肪が若干多

くなり歩留は 74%であった.これらは現在の枝肉等

級に当てはめると B-2が中心となる.また放牧育成

の後とうもろこしサイレージを多給しても背脂肪の

黄色化は認められなかった(表 2). 

(6) 可食肉量(精肉量)の推定

さらに，これら肥育牛 80頭の成績を用いて，枝肉
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重 回

表3.変数選択型増加法によって得られた精肉量の推定式

リ帝 式 R R2 

0.81 0.66 

0.84 0.70 

0.85 0.73 

0.86 0.74 

①Y = 0.53X1 +32.04 

②Y = 0.54Xl-8.05X2o+35.81 

③Yニ 0.70Xl-14.41 X2o-1.11 X3+ 136 .16 

④Y = 0.68Xl-12. 99X2o-1.87X3+ 1.33X4 + 116.2 

Xj :冷技肉量， X20 :皮下肥肪厚， X3 :躯幹長， X4 : ロース長

形状から可食肉量すなわち精肉量の推定

を試みた.その結果，躯幹長およびロー

ス長を加えても決定係数の向上はあまり

大きくならなかった.したがって，最も

簡便な推定式として，冷枝肉量と皮下脂

肪厚を用いたものが利用価値があると考

えられた.この式を用いることによって

精肉量の 70%を説明することができた(表

3) . 

3.粗飼料主体の通年舎飼

による牛肉生産方式

前段では放牧を加味した育成肥育方式

について報告したが，これに対して，肥

育期間の短縮， とうもろこしサイレージ

の適正給与量あるいは副産物の活用など

の観点から，通年舎飼による牛肉生産方

式の検討が行われた.

(1) とうもろこしサイレージ通年給与に

よる肥育

黒毛和種の若齢肥育において，肥育の

前期，中期，後期に組飼料としてとうも

ろこしサイレージを 15kg-10 kg-5 kg 

と制限し，濃厚飼料を体重の 0.5%-

1.3%とすることで，肥育後期の日増体量

の低下が少なく， 24か月齢で体重 600kg 

の仕上げが可能で、あった(図 10). 

とうもろこしサイレージの通年給与に

よる乳用雄子牛の肥育では，サイレージ

の効果的な給与方法と肉質について検討

した.すなわち， とうもろこしサイレー

ジ14kg/日の定量では，無給与の濃厚飼

料多給方式に比べて，増体成績の点でや

や劣ったものの，日増体量は約 1.2kgで，

月齢 14 19 24 

体重(DG) 250 (0.81) 370 (0.77) 490 (0.76) 610kg 

図10. とうもろこしサイレージ通年給与による肥育

(黒毛和種:1988) 
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10出

1. 3% 
5kg 
10児
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育成期 | 肥育期

試験区

Conc. ~ 
Hay ) 制限給与

九一、 3qo (1.25) 

iij;u・J制限 ICorn S. 14kg/日

Conc. 1 
Hay ) 制限給与

30.0 (1. 17) 

図11.とうもろこしサイレージ通年給与による肥育

(乳用雄子牛:1989) 
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制限給与
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体重(DG)135 (1. 0) 285 (1. 35) 690kg 

図12.育成期からのとうもろニしサイレージ

通年給与による肥育(乳用雄子牛・ 1989)
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18か月齢の終了時体重は 670kgが可能で、あ

った(図 11). 

月齢 (♂) 7-8 
(♀) 6 
一一一一一「

晴育育成期 肥育期

19-20 
17-19 

一方，同じく乳用雄子牛について 4か月

齢からとうもろこしサイレージを体重比 5%

給与して 9か月齢まで育成後， 19か月齢ま

で， TDN比で濃厚飼料:とうもろこしサイ

レージ:乾草ニ50: 45 : 5の混合飼料で肥

育した結果，肥育期における日増体も1.35

kgと良好で、あった(図 12).

4か月齢離乳 Conc. 60%""'1 DM比、混合飼料
Corn s. 30 I TDN 75% 
Hay 10 j CP 13% 

体重(DG)(♂) 250 
〈♀) 210 

(1. 06) 
(1. 08) 

640kg 
600 

さて，牛肉自由化を契機に，これまでの

赤肉生産から，肉質の向上をめざした飼養

図13. とうもろこしサイレージ通年給与による肥育

(肉質改善例，外国肉専用種:1993) 

法に関心が移ってきた.そこで肉質改善例の試験成

績を最後に紹介したい.iF1雌牛を利用した牛肉生産

システムの試a験」において，F1雌牛の 2産目に受精

卵の 2卵移植を行い，生産されたアンガス子牛を用

いた肥育成績である.7か月齢から濃厚飼料ととうも

ろこしサイレージ，乾草を DM比で 6:3:1の混合

飼料として自由給与し， 19か月齢を目途に去勢牛で

640 kg，雌で 600kg出荷が可能で、あった.混合飼料

の TDNは 75%，CPは 13%とした(図 13).

(2) 通算の飼料消費量

以上， とうもろこしサイレージ通年給与の肥育方

式では，先の放牧を加味した方式に比べて，肥育終

了時の月齢が約 6か月短縮された.通算の飼料給与

量は，とうもろこしサイレージを 3-4tに制限した

替わりに濃厚飼料は 2t前後に増加した.乳用種につ

いてみると，濃厚飼料多給型に比較して， とうもろ

こしサイレージを 4t給与することで濃厚飼料を1.3

t節減できた.また，肉質改善型のアンカ、、ス去勢牛で

表4.とうもろこしサイレージ通年給与の肥育方式における通年飼料給与量

肥育終了時 通算飼料給与量(原物: t) 
モデル区分

月齢 体重(kg) Conc Corn S. Hay 

黒毛和種 24 610 1.9 4.1 0.5 

乳雄(濃厚飼料多給) 18 700 3.1 0.4 

(とうもろこし) 18 670 1.8 4.0 0.3 

(育成期から) 19 690 2.0 6.4 0.4 

アンガス(♂) 19 640 2.6 2.9 0.4 

(♀) 17 600 2.2 3.2 0.3 

表 5. とうもろこしサイレージ通年給与の肥育方式における技肉特性

モデル区分
技肉重量 技肉歩留 正肉歩留 余剰脂肪 格付等級

(kg) (%) (%) (%) 

黒毛和種 370 61 77 9 A2 

乳雄(濃厚飼料多給) 370 56 B2 

(とうもろこし) 370 55 B2 

(育成期から) 375 60 74 9 B2 

アンガス(♂) 380 59 71 11 B3-2 

(♀) 340 56 69 13 B3 
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は濃厚飼料を 2.6tおよぴとうもろこしサイレージを

2.9 t消費した(表 4). 

(3) 枝肉特性

次に枝肉特性をみると，乳用雄子牛ではとうもろ

こしサイレージ給与は濃厚飼料多給に比べて増体成

績の点でやや劣ったものの，枝肉成績，肉質にほと

んど差がなく，食味性の点でも問題はなかった.ま

た， とうもろこしサイレージを給与し濃厚飼料を節

減することによって，肥育期の疾病発生あるいは内

臓廃棄を少なくする可能性のあることが示唆され，

枝肉や正肉および筋肉の生産効率の点からも優れて

いた.一方，肉質改善型のアンガスでは，枝肉中の

余剰脂肪割合が若干増えたのにともない，正肉歩留

りが低下した. しかし，肉質等級では 13Jの割合が

去勢牛で 67%，雌牛で 100%と高い結果を示した.

したがって，先に述べた飼料構成で給与した場合，

アン方、スにおいても去勢牛で650kg前後，雌牛は 600

kg以上を目途に 19か月齢で出荷すると肉質等級 3の

割合が70%以上の良質な枝肉が生産できると思われ

た(表 5). 

おわりに

以上最近 10年間の試験成果について概略を報告し

た.本グループはこれまでの研究を基礎にしながら，

育種改良，産肉生理，肉質など広範にわたる研究を

実施しており， とくに牛肉自由化に対応するため，

黒毛和種の育種改良と種雄牛の作出，黒毛和種及ぴ

交雑牛による肉質改善の技術開発に現在力を注いで

いる.

北海道畜産学会賞を受賞するにあたり，ご推薦頂

いた天北農業試験場長大崎亥佐雄氏，滝川畜産試験

場長国井輝男氏，新得畜産試験場長岸美司氏，北海

道畜産会曽根章夫氏，また実質的な試験遂行とご指

導を頂いた根釧農業試験場長清水良彦氏をはじめ，

試験の実施にご協力頂いた新得畜産試験場及び肉牛

育種科職員各位に深甚なる謝意を表します.
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パイナップル粕・醤油粕混合飼料の飼料価値

野中和久・名久井忠・篠田 満*

北海道農業試験場，河西郡芽室町 082

*東北農業試験場，盛岡市下厨川赤平 020-01

(1994. 1. 7 受理)

キーワード:パイナップル粕，醤油粕，サイレージ

要 約

工場副産物として道内で流通しているパイナップ

ル粕を有効に利用するため，蛋白源が豊富な醤油粕

と混合調製したサイレージの飼料価値の査定ならび

に実用規模における貯蔵上の問題点の検討を行った.

その結果，①パイナップル粕と醤油粕を混合するこ

とによって，高消化性の蛋白質と高消化性の繊維質

を多量に含むバランスのとれた飼料が調製できるこ

と，②パイナップル粕 70%・醤油粕 30%の混合飼料

は，飼料配送バッグで 1カ月間の屋外保存が可能で、

あることが示された.

緒 百三「= 

ノfイナップル(以後，パインとする)は現在，年

間約 13万t輸入されており，その殆どが生食の他，

ジュースや缶詰として加工され消費されている.加

工段階では葉，芯および皮が廃棄部分として焼却処

分されているが，一部はパイン粕として加工場近郊

で飼料用に流通している.しかしながらノfイン粕

は水分を非常に多く含むため，ハンドリングや長期

貯蔵が難しく，長距離輸送に向かないことから大量

消費には結ぴっきにくい性質がある.そこで，パイ

ン粕を有効に利用するため，蛋白質が豊富な醤油粕

と混合調製したサイレージの飼料価値を明らかにす

るとともに，その混合サイレージを夏期に 1カ月問

屋外貯蔵し，実用規模における貯蔵上の問題点を調

査することで，パイン粕の大量消費の可能性を検討

した.

実験 方 法

試験 1:パイン粕・醤油粕混合サイレージの飼料

価値

処理区はパイン粕 100%の対照区と，パイン粕を

原物重で 70%醤油粕(水分含量 26%，乾物中 CP含

量 27%)を30%の割合で混合調製した試験区の 2区

である.これらをそれぞれドラム缶サイロで2カ月

間貯蔵した後，めん羊による消化試験に供した.消

化試験は，混合サイレージを可消化養分総量(TDN)

65.7%のオーチヤードグラス 1番乾草とともに， 1区

3頭のめん羊に乾物で体重の約1.5%量を給与し，予

備期 7日間，本期 7日間の全糞採取法で、行った.飼

料の給与割合は乾物で供試飼料が 39%，オーチヤー

ドグラス乾草が 61%の割合である.水とミネラル剤

は自由摂取させた.また，試験最終日の飼料給与後

1時間目に経口カテーテルでルーメン液を採取した.

なお，ルーメン液については特に，オーチヤードグ

ラス乾草を単一給与しためん羊からも同様に採取し，

比較の対照とした.

飼料，糞の分析用サンプルは 70
0

Cで48時間乾燥し

た後， 0.5ミリの粉砕機で粉砕し，分析に供した.飼

料および糞の一般成分分析は常法(森本;1971 A) 

で，酸性デタージェント繊維(ADF)，中性デタージ

ェント繊維 (NDF)は阿部の方法 (1988)でそれぞ

N utritive Value of Pineapple Process Residue/Soysouce cake Mixed Silage: N ONAKA Kazuhisa， 

Tadashi NAKUI and Mitsuru SHINODA * (Hokkaido National Agricultural Experiment Station， Shinsei， 
Memuro， Kasai， 082，本TohokuN ational Agricultural Experiment Station， Akahira， Shimokuriyag-
awa， Morioka， 020-01) 

北畜会報， 36: 18-20 - 18- 1994 
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れ定量した.サイレージおよびルーメン液中の揮発

性塩基態窒素 (VBN)濃度はコンウェイの微量拡散

法(森本;1971 B)で，揮発性脂肪酸 (VFA)濃度

はカースクロマトグラフィーでそれぞれ測定した.

試験 2:パイン粕・醤油粕混合サイレージの屋外

貯蔵試験

パイン粕 70%醤油粕 30%の混合サイレージを用

い， 1991年 7月24日から 1カ月間， 500kg入りの飼

料配送バッグで屋外貯蔵を行った.貯蔵中の外気温

は最高 23.50

C，最低 15.4
0

C，平均 19.1
0

Cであり，平

均気温は平年に比較して約 2
0

C低かった.貯蔵後 1，

10， 20， 30日目に分析用サンプルを採取し品質を調

査した.飼料分析方法は試験 1と同様である.

結果および考察

試験 1:パイン粕・醤油粕混合サイレージの飼料

価値

供試飼料の飼料特性を表 1に示した.

飼料成分組成;対照区は非繊維性炭水化物

(NFC)を23%含むエネルギーの豊富な飼料であっ

表 1.パイン粕・醤油粕混合サイレージの飼料特性

対照区 試験区

飼料成分組成

水 分 (%FM) 90.4 72.4 

粗蛋白質 (%DM) 7.0 23.5 

A D F (%DM) 31.2 28.9 

N D F (%DM) 60.8 42.4 

N F C (%DM) 23.3 8.6 

発酵品質

pH 3.70 3.81 

VBN/TN (%) 2.50 3.14 

酪 酸 (%FM) 0.01 0.01 

評 占* 95 98 

消化率・栄養価

乾 物(%) 72.8 68.4 

組蛋白質(%) 41.0 70.3 

A D F (%) 77.8 62.8 

N D F (%) 75.0 57.2 

T D N (%) 71.5 68.5 

*評点は柾木らの方法 (1992)による

たが，粗蛋白質 (CP)含量が 7%と低しさらには

水分を 90%以上含むことからハンドリングが難しい

という欠点があった.そこで，水分調節と蛋白源の

補給を目的に醤油粕を混合調製した結果， CP含量が

23%， DNF含量が42%で蛋白と繊維のバランスが

整い，水分を 72%まで減少させることができた.な

お，試験区の食塩含量は乾物中に 5.8%であった.

発酵品質;試験区は若干の醤油粕臭があった.pH

は両区とも大差なく，全窒素中に占める VBNの割合

(VBN/TN)も低い値を示した.VFA含量は，対照

区で酢酸が0.36%と試験区に比較して高かったほか

は，近似した値であった.

栄養価と消化率;対照区は TDNが72%であり，

CP消化率が 41%と低かったが，繊維消化率は ADF

が 78%，NDFが 75%と早刈り牧草並みの高い消化

性を示した.一方，試験区は TDNが 69%，ADF， 

NDF消化率がそれぞれ 63，57%と対照区に比較し

て若干低下したものの，組蛋白質消化率は 70%と顕

著に上昇した.

飼料給与後のルーメン液性状 ;pHは対照区が

6.49，試験区が 6.60で両区とも正常値の範囲であっ

た.VBN含量は，対照区やオーチヤードグラス乾草

を単一給与しためん羊では 10mg/dl以下の値で、あっ

たものの，試験区では醤油粕を混ぜたため 13mg/dl 

と高い値を示した.総VFA濃度は乾草単一給与に比

較して両区とも低い値を示した.総酸中に占める各

酸の割合は，対照区の酢酸，プロピオン酸は乾草単

一給与と同等で、あったが，試験区は酢酸が少なく，

プロピオン酸が23%と多く，濃厚飼料給与後のルー

メン液と同様の傾向を示した.酪酸は両区とも乾草

単一給与に比較して低い値を示した.

以上のことからパイン粕と醤油粕を混合調製す

ることによって，高消化性の蛋白質と高消化性の繊

維を多量に含む，バランスのとれた濃厚飼料的な飼

料が調製できることが示唆された.

試験 2:パイン粕・醤油粕混合サイレージの屋外

貯蔵試験

混合サイレージを屋外に 1カ月間貯蔵した場合，

外観的には表面に若干カビの発生が認められたもの

の，内部は貯蔵開始時と比較して変化なく，良好な

状態で保存された.

表 2に飼料成分・発酵品質の貯蔵後の経時変化を

示した.水分含量は 30日間でほとんど変化なく， CP
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パイン粕・醤油粕混合飼料

表2.パイン粕・醤油粕混合サイレージ貯蔵中の飼料成分，発酵品質の経時変化

1 日目

飼料成分組成

水 分 (%FM) 76.7 

組蛋白質 (%DM) 17.2 

A D F (%DM) 31.1 

N D F (%DM) 45.9 

発酵品質

pH 4.10 

VBN/TN (%) 8.9 

酢 酸 (%FM) 0.26 

プロピオン酸 (%FM) ND* 

酪 酸 (%FM) 0.03 

市 ND;検出きれず

および繊維成分含量も変化は見られなかった.発酵

品質では， pHは30日間 3.87-4.25の範囲に， VBN/ 

TNは8.9-9.6%の範囲にあり，いずれも極端な変

化はみられなかった.VFA含量では，酢酸は 0.2%

から 0.42%へ漸増したが，酪酸は増加せず，プロピ

オン酸は検出されなかった.

以上のことから，試験 2における品質劣化は認め

られず，パイン粕 70%醤油粕 30%の混合サイレー

ジは飼料配送ノてッグで 1カ月間の屋外保存が可能で

あることが示された.すなわち，本試験で供試した

混合サイレージは，加工場で混合調製した後の輸送

期間を差し引いても，農家の庭先での品質劣化の危

険性は少なし首都圏から北海道へ長時間を掛けて

の輸送が可能と思われる.

謝辞

本試験を遂行するに当たり，材料を提供していた

だいたキッコーマン株式会社に謝意を表する.

10日目 20日目 30日目

76.1 75.8 74.6 
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31.2 30.9 29.9 

44.9 44.8 43.7 

4.25 3.87 4.15 

9.2 9.6 9.5 

0.24 0.32 0.42 

ND ND 0.03 

0.01 ND 0.02 
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夏季放牧期における泌乳期別粗飼料給与方式での草地利用成績
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キーワード:泌乳牛，放牧，草地利用，乳期，放牧強度

要 約

泌乳期別に給与粗飼料構成を設定して放牧した搾

乳牛群の草地利用成績を，給与粗飼料構成を各乳期

とも一律として放牧した群の成績と比較した.その

結果，泌乳期別に給与粗飼料構成を設定したことに

よる明確な影響は認められなかった.両群とも放牧

強度が高かった年度では，草高，現存草量の季節変

動が小さく，放牧地草乾物摂取量は高かった.泌乳

期別に給与粗飼料構成を設定し，放牧強度が5.5頭/

haと最も高かった年度では， 1ha当たりの放牧地か

らの FCM生産量は特に高<，1日1頭当たりでも他

年度に比べ高かった.本試験のような時間制限放牧

下では，放牧強度が5頭/haを越えても放牧地 1ha 

当たりの牛乳生産を高められる可能性があることが

示唆された.

緒 = 

著者らは，これまで自給粗飼料主体での泌乳牛飼

養方式確立に関する研究を行ってきており，夏季に

ついては放牧による草地の有効利用について検討し

ている.粗飼料主体で泌乳牛を飼養する場合，乳生

産量の多い泌乳初期にエネルギー含量の高い飼料を

給与するといった，泌乳期別に飼料給与構成を設定

することが有効であると考えられる (WANGSNESS and 

MULLER ; 1981).そこで，乳生産量の多い泌乳初期

に中後期よりも放牧地草を多く割り当て，放牧し，

この成績を給与粗飼料構成を各乳期とも一律とした

群と比較したが， 1頭当たりの乳生産については明確

な改善がみられなかった(時田ら;1991 a). 自給粗

飼料主体での牛乳生産を考える場合，個体乳量の向

上だけでなく，いかに土地を有効に利用するかとい

うことも重要で、あり，単位土地面積当たりの牛乳生

産量が重要な判断の尺度となる(花田;1993，大久

保;1990).そこで，本報では夏季放牧期における泌

乳期別に給与粗飼料構成を設定した群を，既報の給

与粗飼料構成を各乳期とも一律とした群の草地利用

成績(時田ら;1991 b) と比較した.

材料および方法

供試牛は北海道大学農場の搾乳牛群であり， '90 

-'92年度においては，搾乳牛群を泌乳初期群(分娩

後 80日まで)，中後期群(分娩後 81-305日まで)

の 2群に分け，泌乳初期群には放牧地草を多く割り

当て，給与粗飼料構成を?必乳期別に設定して放牧し

た (S群).また，今回比較に用いたのは， '87-'89 

年度において給与粗飼料構成を乳期に関わらず一律

として行った試験のうち，放牧地草を多給した群(C

群)であった.供試草地はオーチヤードグラス主体

マメ科混播草地であった. S群の放牧地割当面積は

5.0 haで，放牧頭数は 20-29頭であった.また， C

群の放牧地割当面積は 3.3haで，放牧頭数は 10-14

頭であった.1日1頭当たりの放牧地草期待乾物摂取

量は S群では，泌乳初期群が 8-10kg，中後期群が

6-8 kgとしたのに対し， C群は乳期に関わらず 7-10

kgであった.放牧地草期待利用率は， S群， C群で

それぞれ 30-60，40-60%とした.放牧方式は両群

とも輪換放牧とした.放牧時間は S群が 1日2回，

Pasture Utilization of Dairy Cows under High Roughage Feeding System Based on Lactation Stage 

in Grazing Period: Kenji FURUKAWA， Itoko NONAKA， Teruaki TOKITA， Hiroki NAKATUJI， Masahiko 

OKUBO and Yasushi ASAHIDA. (Faculty of Agriculture， Hokkaido University， Sapporo-shi 060) 

北畜会報， 36: 21-24 司
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あるいは 3回で計 5.0-7.5時間とした.また， C群

は1日2回で、計 5.0-5.5時間であった.キ丑飼料は放

牧地草の他に，グラスサイレージ，乾草を用いた.

飼料給与基準は両群とも，日本飼養標準(1987年版)

に基づき，粗飼料からの TDN給与基準を維持+13

kg乳生産必要量とし，不足分を濃厚飼料で補った.

併給粗飼料の給与量については，乾草は 1日l頭当

たり原物で 3kg定量給与し，グラスサイレージは体

重別に 4段階設定し，原物で 2-25kg給与した.濃

厚飼料は，産次，乳期を考慮し，乳量の 10-30%給

与した.体重，乳量およびサイレージの水分含量を

補正するために 10日毎に飼料給与量の計算を行った.

放牧地草摂取量は刈取り差法により推定し，グラス

サイレージ，乾草の摂取量は月 2回測定した.総TDN

摂取量は搾乳牛群の中から選んだ牛を用いて実施し

た消化試験の結果から算出し，放牧地からの TDN摂

取量は放牧地草乾物摂取量，および成分組成と消化

試験で求めた消化率から算出した.放牧地からの FCM

生産量は， TDN摂取量比により算出した.

結果および考察

C群， S群の各年度毎の草地利用成績を表 1に，

草高，現存草量の推移を図 1に示した. C群， S群

において，.草高はそれぞれ， 19.4-28.5， 17.2-35.6 

cm，現存草量はそれぞれ，1.3-2.1，0.8-1.8tDM/ 

haの範囲であり，草高，現存草量とも群間に大きな

差はなかった.各群内では '89年度， '92年度におい

て，草高，現存草量は他年度に比べ低い傾向にあっ

た.放牧強度はC群， S群でそれぞれ， 3.3-3.6， 

4.5-5.5頭/haの範囲であり， S群の方が高い傾向

にあった.各群内において， C群では '89年度が3.6

頭/ha，S群では '92年度が 5.5頭/haと高しこ

の両年度は， 5月上旬から 7月下旬にかけての草高，

現存草量の著しい増加はみられず，放牧期間を通し

て安定的に推移していた.

C群， S群の放牧地草乾物摂取量は， 1日1頭当た

りではそれぞれ， 6.7 -7. 7， 6.9 -8. 8 kgの範囲であ

り，群聞に明確な差はなかった.しかし， 1 ha当た

りではそれぞれ， 3.4-4.7，4.3-7.8tの範囲であり，

放牧強度が高かった S群の方が高い傾向にあった.

また，両群において放牧強度が高かった '89年度， '92 

年度は，草高，現存草量の季節変動が小さく(図 1)， 

1日1頭当たりの放牧地草乾物摂取量ではそれぞれ，

7~ 7， 8.8 kgで，他年度に比べ高い値を示し，きらに

1 ha当たりでみても '89年度， '92年度は高い傾向に

あり，特に '92年度は 7.8tで高い値を示した.

C群， S群の放牧地からの FCM生産量は， 1日1

頭当たりではそれぞれ， 8.0-8.1，6.9-9.4kg， 1 ha 

Table 1. Pasture utilization 

C S 

'87 '88 '89 '90 '91 '92 

Sward height， cm 28.5 27.7 19.4 35.6 23.2 17.2 

Herbage mass， tDM/ha 1.6 2.1 1.3 1.8 1.3 0.8 

Stocking rate， cow/ha 3.3 3.3 3.6 4.5 5.1 5.5 

Pasturage intake 

kgDM/d/cow 6.7 6.9 7.7 7.0 6.9 8.8 

tDM/ha 3.4 3.7 4.7 4.3 4.9 7.8 

kgDM/ha/hr 4.4 4.2 5.1 5.5 6.3 8.3 

FCM yield from pasture 

kg/d/cow 8.0 8.1 8.0 7.1 6.9 9.4 

t/ha 4.0 4.3 4.8 4.3 4.8 8.4 

kg/ha/hr 5.1 4.9 5.2 5.5 6.2 8.9 

C and S: groups offered ration in which the proportion of roughage remained constant or varied according to 
stage of lactation， respectively. 
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Fig. 1. Changes in sward height and herbage mass. 

Group C: '87 ; (x一一 X)，'88; (.6.一ーム)， '89 ; (~-- ~) . Group S : '90 ; (口一一口)，
'91 ; (※※)， '92 ; (0 --0) . Group C and S : See footnote in Table 1. 

当たりではそれぞれ， 4. 0 -4 . 8， 4. 3 -8 . 4 tの範囲で

あった.C群， s群の草地利用成績を比較した結果，

泌乳期別に給与粗飼料構成を設定したことによる影

響については明確で、なかったが，放牧強度が高かっ

た'89年度， '92年度が 1ha当たりの放牧地からの

FCM生産量は高い傾向にあり，給与組飼料構成を泌

乳期別に設定し，放牧強度が最も高かった '92年度が

8.4 tと，特に高い値を示した.一方， C群と S群に

は放牧時間に違いがあり，本試験のような時間制限

放牧下では，放牧時間の違いを考慮する必要がある

(中辻ら， 1991). そこで， 1 ha当たりの放牧地草乾

物摂取量，放牧地からの FCM生産量について，放牧

時間の違いを補正して比較した.1ha 1時間当たりの

放牧地草乾物摂取量，放牧地からの FCM生産量と

も，粗飼料構成を泌乳期別に設定したことの明確な

影響は認められなかったが， C群， s群において '89

年度， '92年度が高い傾向にあり，特に '92年度はそ

れぞれ， 8.3， 8.9 kgと高い値を示した.放牧強度と

牛乳生産の関係について，放牧強度が高くなると，

ワム

1 ha当たりの牛乳生産は高くなるが 1頭当たりの牛

乳生産は低下することは過去の報告で示されている

(GORDON ; 1973， HOLMES; 1987). また， ]OURNET 

and DEMARQUILLY (1979)は，放牧強度が4頭/ha

を超えると， 1頭当たりの牛乳生産は大きく低下し，

1 ha当たりの牛乳生産の増加量も徐々に低下すると

述べている.本試験では， '92年度は 1日l頭当たり

の放牧地からの FCM生産量が 9.4kgで，放牧強度

が最も高かったにも関わらず，他年度に比べ高かっ

た本試験の場合，時間制限放牧で併給飼料給与量

が比較的多いという条件下ではあるが，放牧強度が

5頭/haを超えても， 1日1頭当たりの牛乳生産を低

下させることなく，放牧地 1ha当たりの牛乳生産を

高められる可能性があることが示唆きれた.

泌乳期別に給与粗飼料構成を設定したことによる

影響については明確で、なかったが，放牧強度が高か

ったことにより，草高，現存草量の季節変動が平準

化され，放牧地からの牛乳生産を高めることができ

た.今後は，放牧強度をさらに高めた場合の草地利



古川研治・野中最子・時田光明・中辻浩喜-大久保正彦・朝日田康司

用成績について検討する必要があると考える.
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混合人工乳による幼齢子牛の発育とその摂取時間
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(1994. 1. 14 受理)

キーワード:混合人工乳，幼齢子牛，自由摂取量，増体量，摂取時間

要 約

本報は，混合人工乳の自由給与が幼齢子牛(生後

7-97日)の増体量，自由摂取量，消化率および摂取

時間に及ぼす影響について検討した.混合人工乳の

乾物摂取日量は週齢に伴って直線的に増加したが，

週齢とその体重比は凸型の曲線関係となり，ピーク

は9-11週齢の約 3.1%であった.98日齢体重が約

143 kg， 21-98日齢の増体日量が約1.31kgと推定

された.混合人工乳の摂取時間/乾物kgは週齢に伴

って減少し，乾物摂取日量とは凹型の曲線関係にあ

った.以上のことから，混合人工乳の自由給与によ

る幼齢子牛の育成が可能と考えられた.

緒 -CI  

子牛の育成において，人工乳給与が幼齢子牛の第

一胃内容積ならび、に級毛の正常な発達を促進する(大

森;1972).また，乾草は子牛の栄養供給源になると

同時に，正常な食欲や第一胃内機能の保持に欠かす

ことができない(浜田ら;1966). しかし，乾草の摂

取量は人工乳制限給与時でも草種および品質に影響

され，これに個体間変動が加わって極めてばらつき

が大きくなる.さらに，人工乳摂取量と乾草摂取量

の聞に負の相関が認められている (WHIT AKER et al. 

1957) .したがって，人工乳の自由給与時には離乳前

後の子牛が人工乳を過剰に摂取して発育障害あるい

は消化障害を起すことが考えられる.

そこで，高品質乾草を配合した混合人工乳の自由

給与が幼齢子牛(生後 7-97日)の増体量， 自由摂取

量，消化率および摂取時間に及ぽす影響を検討した.

方 法

試験 1 ホルスタイン種雄子牛 4頭(平均体重

約 46kg)を用いて， 1週齢から 7週間の発育試験を

行った.液状飼料は，発酵初乳溶液(発酵初乳:温

湯ニ2: 1)を1週齢から 5週齢まで日量 6kgを給与

した.発酵初乳は，試験開始前に必要量を冷凍貯蔵

し，解凍後に市販ヨーグルト約 5%を接種した.混

合人工乳は高品質のマメ科乾草(アルフアルファキ

ューブ)8.5%を配合したもので， 1週齢から 7週齢

まで自由摂取させた.

消化試験は，離乳前 2週齢(発酵初乳単用)，離乳

前 4週齢(発酵初乳+混合人工乳)および離乳後 7週

齢(混合人工乳単用)の 3回行った. 1回の試験が 7

日間で，消化率は第 4日~第 6日の飼料成分含量お

よび飼料摂取量，第 5日~第 7日の糞成分含量およ

び排糞量から算出した.

併せて，発酵初乳溶液と混合人工乳の摂取時間な

らぴに反拐時間を，各週齢毎に暗視カメラで朝給飼

前から 24時間撮影録画し，分単位で計測を行った.

試験II: ホルスタイン種雄子牛 4頭(平均体重

約 69kg)を用いて，離乳後 6週齢から 8週間の発育

試験を行った.混合人工乳は，試験 Iと配合割合が

同じで， 6週齢から 13週齢まで自由摂取させた.混

合人工乳と乾草の摂取時間および反錦時間は，隔週

毎に暗視カメラで撮影録画した.

結果および考察

混合人工乳の摂取日量ならびに子牛の発育:

試験 Iでは混合人工乳の乾物摂取日量が週齢に伴

Dry Matter Intake， Weight Gain and Eating Time in Y oung Calves fed Total Mixed Ration: Susumu 
NISHINO and Shigeru MORITA (Rakuno Gakuen University， Ebetsu-shi 069) 

北畜会報， 36: 25-28 - 25- 1994 



茂

齢には約 3.0%となり， NDF摂取日量の体重比も離

乳後より急激に増加して， 7週齢で約 0.50%になっ

た.試験IIで、は混合人工乳が週齢に伴って増加し，

進・森田

って増加し，離乳後 6週齢から非常に多くなった.

離乳週齢 (5週齢)には平均1.1kg (原物)に達した.

この場合，体重比は離乳週齢の約 2.6%が離乳後 7週
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混合人工乳による発育と摂取時間

体重比も約 8週齢からプラトーになったが，試験 I となった.試験IIの8-13週齢(混合人工乳単用)

よりはいずれも少なかった.NDF摂取日量も週齢と が約1.54kgで，試験 Iの離乳後と差がほとんどなか

ともに増加したが，体重比は 8週齢以降に大きな変 った.図 2の発育曲線(試験1， II)から 98日齢体

化がなかった. 重が約 143kg， 21-98日齢の増体日量が約1.31kg 

試験 Iおよび試験IIにおける乾物摂取日量は，週 と推定された.

齢に伴い直線的に増加して，週齢と体重比は凸型の 混合人工乳の消化率: 試験 Iの実測消化率は，

曲線関係になり，ピークは 9-11週齢の約 3.1%で 乾物，組蛋白質およびエネルギーが離乳前 2週齢(発

あった(図 1). 酵初乳単用)と離乳前 4週齢(発酵初乳+混合人工

増体日量は，試験 Iの離乳前 1-2週齢(発酵初乳 乳)で差は少なかったが，離乳後 7週齢のそれは離

単用)が約 0.13kg，離乳前 3-5週齢(発酵初乳+ 乳前 4週齢よりは約 12%ほど低かった.NDFおよ

混合人工乳)が約 0.86kg，離乳後 6-7週齢(混合 びデンプンの実測消化率も離乳後 7週齢の方が離乳

人工乳単用)は約1.46kgで，全期平均が約 0.82kg 前 4週齢のそれより低く， ADFは逆に高かった(表

表 1.発酵初乳の性状および飼料成分含量(試験 1，II) 

飼料: 発 酵初乳

区分: 2週齢 4週齢

全固形分率，% 16.1 16.2 

滴定酸度 1.0 1.0 

pH 4.3 4.7 
温度， oc 7.0 5.4 

乾物，% 14.9 16.0 

組蛋白質，乾物中% 34.3 35.1 

組脂肪，乾物中% 27.6 27.5 

中性デタージェント繊維，乾物中%

酸性デタージェント繊維，乾物中%

デンフ。ン，乾物中%

エネルギー， kcal/乾物 g 5.5 5.6 

全固形分率各週齢開始時の採取試料. 成分含量:消化試験本期の混合試料.

表2.実測消化率(試験1)

混合人工乳

II 

85.8 85.5 

20.0 20.3 

4.9 

16.7 15.0 

10.5 9.3 

22.9 

4.5 4.4 

週齢: 2 7 4 

乾物摂取日量， kg 

発酵初乳

混合人工乳

計

実測消化率，%

乾物

粗蛋白質

組脂肪

中性デタージェント繊維

酸性デタージェント繊維

テy ンフン

エネルギー

0.59 

0.59 

90.3 

89.9 

96.6 

90.5 

乾物摂取日量:本期 3日間の平均値.

つ山

0.64 

0.71 

1.35 

89.0 

88.0 

92.1 

56.8 

51.8 

98.5 

88.6 

2.48 

2.48 

79.1 

76.6 

75.0 

44.8 

54.0 

93.8 

77.4 
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以上のことから，混合人工乳(乾草割合8.5%)の

自由給与による幼齢子牛の育成(約 3カ月間)が可

能と判断された.

浜田龍夫・亀岡喧ー・大森昭一朗・森本宏，人工乳

の消化試験よりみた子牛に対する乾草給与の意義

について.畜試研報， 12: 9-13. 1966. 

大森昭一朗，幼若反努動物における消化機能の発達

と代謝の変化.日畜会報， 43 (5) : 231-238. 1972. 

WHITAKER， R. T.， W. J. MILLER， J. L. CARMON and 

H. L. DALTON， Influence of level and source of 

crude fiber in calf starters on weight and feed 

consumption. J. Dairy Sci.， 40: 887-891. 1957. 

。。つ山

献文

1，表 2).離乳前 4週齢における混合人工乳の推定

消化率(間接法)は，乾物が約 87.9%，粗蛋白質が

約 85.1%，エネルギーが約 86.4%で，離乳後 7週齢

の実測消化率に比べていずれも約 10%ほど高かった.

混合人工乳の摂取時間: 試験 Iの1日当り摂取

時間は，発酵初乳が週齢に伴い短くなったが，混合

人工乳は乾物摂取量の増加で長くなった. しかし，

l日当り反調時間は 3週齢(混合人工乳給与開始)以

降に大きな変化がなかった.試験IIでは混合人工乳

の乾物摂取日量が週齢に伴って増加したが， 1日当り

摂取時間は逆に短くなった.1日当り反努時間はほと

んど変わらなかった.試験 Iおよび試験IIにおける

混合人工乳の摂取時間/乾物kgは週齢に伴って減

少し(図 3)，乾物摂取日量とは凹型の曲線関係にあ

った(図 4). 



牛肉ホモジネートの保存中におけるペプチド

および遊離アミノ酸量について

長尾真理・三上正幸・関川三男・三浦弘之

帯広畜産大学，生物資源化学科，帯広市 080

(1994. 1. 18 受理)

キーワード:牛肉，熟成，ペプチド，遊離アミノ酸

要 約

牛肉の胸骨下顎筋，腹鋸筋，胸最長筋，腰最長筋，

大腰筋，大腿二頭筋，半膜様筋の 7部位を， と殺後

2日目に，クエン酸ーリン酸緩衝液でホモジナイズし，

l::t lO

Cでと殺後 21日目まで保存し，ペプチド量およ

び遊離アミノ酸量の変化について検討した.ペプチ

ド量および遊離アミノ酸量は，筋肉部位により差が

あり，本実験に用いた 7部位のうちでは，大腿二頭

筋，腰最長筋のペプチドおよび遊離アミノ酸量が多

く，また増加量も大きいことから，これらの筋肉中

のプロテアーゼ活性は高いものと推察される.これ

に対して，胸骨下顎筋のペプチド量およびその増加

量は， 7部位中最も少なかった.

緒 -= 

一般に畜肉とは， と殺後一定の熟成期間を経るこ

とで軟らかくなり，食感が向上し，牛肉の場合，低

温で 10-14日間は必要とされている.また，この熟

成期間中のペプチド量および遊離アミノ酸量の増加

は，食肉の呈味性向上に寄与していることも知られ

ている.この様な熟成に伴うペプチド量や遊離アミ

ノ酸量の変化に関する研究は，数多くなされている

か、 (GARDNER and STEWART， 1966; FIELD and 

CHANG， 1969 ; FIELD et al.， 1971 ;藤巻・沖谷，

1975) ，部位の異なる筋肉聞の比較についてはその報

告は少ない.そこで本実験では，牛肉の代表的な 7部

位を，ホモジネートとしたものを熟成肉のモデルと

し，経目的にペプチドおよび遊離アミノ酸量がどの

ように変化するかについて，比較検討を行なった.

材料および方法

1 .供試牛および筋肉部位

供試牛としてホルスタイン種去勢牛 16ヶ月齢生体

重約 650kgを5頭用いた.使用筋肉部位には，と殺

後 2日目の胸骨下顎筋，腹鋸筋，胸最長筋，腰最長

筋，大腰筋，大腿二頭筋，半膜様筋の 7部位を用い

た

2.試料の調製

と殺後2日目の各筋肉より，赤肉を採取し，筋間

脂肪を除いた後，細切し，この 30gに3倍量の緩衝

液 (0.1M NaCl， 0.05% NaN3を含む 30mMクエ

ン酸ーリン酸緩衝液， pH 5.5)90 mlを加え，ホモジ

ナイザ一 MODELBM-3 NISSEI bio叩 ixserによ

り，氷水中で約 2分間均質化した.これを 1士l
O

Cで，

と殺後 2，7， 14， 21日間保存し，各日数ごとに遠心

分離して(l1，OOOXg，20分間， lOC)上澄液を東洋

ろ紙 No.5Cでろ過した.このろ液に等量の 4%TCA

溶液を加え，撹持し，3TCで 30分間保温し，再度東

洋ろ紙 No.5Cでろ過して，得られたろ液を 2%TCA

可溶性画分とし，ペプチドと遊離アミノ酸の測定に

供試した.

3.ペプチド量の測定

ペプチドの定量は， Lowry法(LOWRYet al.， 1951) 

により測定し，標準物質には，牛血清アルブミンを

用いた.

Studies on Peptide and Free Amino Acid Contents of Beef Homogenate during Storage: Mari NAGAO， 
Masayuki MIKAMI， Mituo SEKIKAWA and Hiroyuki MIURA， Laboratory of Meat Science， Obihiro 

University of Agriculture and Veterinary Medicine， Obihiro-shi 080 

北畜会報， 36: 29-32 Q
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図 1.保存中におけるペプチド量の変化， (数値は 5頭の平均値， T:標準誤差)
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図2.保存中における遊離アミノ酸総量の変化 (数値は 5頭の平均値， T:標準誤差)

4.遊離アミノ酸量の測定

日本分光鮒製のアミノ酸分析システム (New8000 

シリーズ)で分析した.カラムは A，ApakLi+型(6X

100 mm)を用い， OPA法により測定した.

結果および考察

1 .ペプチド量の変化

と殺後2，7， 14， 21日目のペプチド量の変化を図

1に示した.大腿二頭筋では， と殺後2日目から生

n
u
 



牛肉のペプチド・遊離アミノ酸量
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図4. と殺後21日目の遊離アミノ酸量 (数値は 5頭の平均値， T:標準誤差)

肉100g当たり 143.3mgと高い値を示し， 21日目に は，と殺後2，7， 14， 21日目の全てにおいて，他の

は， 443.6 mgとなった.腰最長筋では，と殺後2日 部位よりも低い値で推移し，と殺後21日目でも， 264.1

目に 110.7mgと7部位中では中位の値であったが， mgと腰最長筋の約半分の値を示した.これまでの研

保存日数の経過に伴い急増し， と殺後21日目には '究から，食肉中のペプチド成分を含めた非蛋白態窒

464.8 mgと最も高い値を示した.一方，胸骨下顎筋 素量は，一般に熟成が進行するに伴い増加すると言
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われている (SUZUKIet al.， 1967 ;藤巻・沖谷， 1975; 

NISHIMURA et al.， 1988).本実験では，各部位とも，

保存日数の経過と共に，ペプチド量は増加する傾向

が認められ，特に腰最長筋，大腿二頭筋における増

加が著しかった.この増加したペプチドは筋肉組織

に内在するプロテアーゼの作用により生成される.

KOOHMARAIE et al. (1988)はと殺後 45分でCa2+

依存性のタンパク質分解酵素活性は胸最長筋が最も

高<，次いで大腿二頭筋，大腰筋の順であったと報

告している.本実験の部位間におけるペプチド増加

量の差もこれらプロテアーゼ活性の違いに起因して

いるものと考えられる.

2.遊離アミノ酸量の変化

遊離アミノ酸量の変化を図 2に示した.胸骨下顎

筋では，と殺後 2日目:から生肉 100g当たり 156.8mg 

と7部位中最も高い値を示し， 21日目においても高

く， 210.7 mgとなった.一方，と殺後2日目で 83.3

mgと最も低い値を示した腰最長筋は，保存日数の経

過に伴い急増し， 21日目には 196.8mgと，他の部位

とほぼ同様の高い値を示した.牛肉の熟成に伴う遊

離アミノ酸量の変化については，すでに多くの報告

がある (GARDNERand STEWART， 1966; FIELD and 

CHANG， 1969; FIELD et al.， 1971; NISHIMURA et al.， 

1988) .いずれの報告においても，熟成により多くの

遊離アミノ酸の増加を認めている.本実験において

も，各部位において，遊離アミノ酸は保存日数の経

過に伴い増加傾向を示した.特に，大腿二頭筋と腰

最長筋における増加量が多く，ペプチド量の増加傾

向とほぼ一致していた.また，遊離アミノ酸はアミ

ノペプチダーゼの作用により生成きれ，各部位聞に

おける各遊離アミノ酸の増加量の差は，このアミノ

ペプチダーゼ活性の違いによるものであろう.

と殺後2日目および21日目における各遊離アミノ

酸の変化を図 3，4に示した.全体的に Alaが高い値

を示し，次いでGlu，Leuの順で低くなった.Gluは

胸骨下顎筋において特異的に高<，生肉 100g当たり

44.1 mgと他の部位のほぽ2倍の値を示し， 21日目

においても高い値を維持した.しかし Glu量は，他

の部位では保存日数の経過に伴い増加したのに対し，

胸骨下顎筋ではあまり増加せず， 2日目とほぼ同じ値

であった.この様に胸骨下顎筋において Gluが高い

値を示した原因については明らかではない.Gluが牛

肉のうま味に強く影響していることを考えると，胸

骨下顎筋は熟成早期の段階でうま味を伴うことにな

る.しかし， Gluのみでは食肉のうま味は発現せず，

Ala， Glyをはじめとする他の遊離アミノ酸による相

乗作用が重要で、あり，さらに呈味性ペプチドの役割

も大きい.他の遊離アミノ酸は，保存日数の経過に

伴い増加傾向を示した.これらペプチドおよび遊離

アミノ酸量に差があるのは内因性プロテアーゼ活性

に起因しているものと思われる.筋肉の部位によっ

て，内因性プロテアーゼ活性に差が生じる原因につ

いては明らかではないが，筋肉の運動性や運動量，

筋肉型などの要因が考えられる.
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子豚の代用乳による人工晴育が血清免疫

グロプリン濃度に及ぼす影響

楢崎昇・前田徹・岩津季之

酪農学園大学，江別市 069

(1994. 1. 18 受理)

キーワード:初生子豚，代用乳，人工晴育，免疫グロプリン

要約

人工晴育初生子豚に，豚血液由来の免疫グロプリ

ンを添加した市販代用乳を給与し，子豚血、清への免

疫グロプリン吸収移行量，発育ならびに一般健康状

態に及ぽす影響を自然晴育子豚と比較検討した.供

試豚は 3腹の雑種子豚 27頭で，各腹ごとに出生後直

ちに無作為に 2分し， 自然日甫育の対照区と，初乳を

与えず，豚血柴粉末が添加された代用乳で人工晴育

する試験区に配置して飼育した.

試験区の血清蛋白量は，生後 12時間で2.84g/dl 

と対照区のおよそ 2分の lと低いが，その後徐々に

増加して 4週齢で両区は近似した.3週齢までと 8週

齢で区間に有意差がみられた (P<0.05，P<O.Ol). 

γ-glb分画比は，対照区が生後 12時間で43.0%であ

るのに対し，試験区は 2週齢まで分画きれなかった.

試験区は 2週齢後に緩やかな増加を示したが， 7週

齢までは対照区より有意に低かった (P<0.05，P< 

0.01).両区とも下痢の発生率が高く， 1頭当りの下

痢日数は試験区 9.1日，対照区 2.6日であった.9週

齢における育成率は試験区 57.1%，対照区 92.3%

であった.

緒 -=-
c::o 

は，母子免疫が十分に行われないことがしばしば起

こる.

最近の子豚用市販代用乳には免疫抗体供給源とし

て，豚血液や牛乳由来の免疫クホロプリンなどが添加

されるようになり，子豚の疾病予防や発育増進が期

待できるとされている.

そこで，本実験では人工晴育初生子豚に対して，

豚血液由来の免疫クゃロプリンが添加されている市販

代用乳を用い，製造業社の推奨する給与法によって

人工晴育し，子豚血清への免疫グロプリンの吸収移

行量を自然哨育子豚と比較検討した.

材料と方法

供試子豚は，ランドレース種雌豚3頭に，デュロ

ック種雄豚を交配して生産された雑種 LD27頭を用

いた.各腹ごとに出生後直ちに無作為に 2分し，自

然晴育による対照区と，初乳を全く与えず，免疫グ

ロプリン供給源としての豚血柴粉末が添加された市

販の子豚用代用乳で人工晴育する試験区に配置した.

試験区の代用乳給与量は，製造業社の推奨量とし，

6倍量の温湯で溶解して晴乳した.p甫乳回数は， 0日

齢は 2時間間隔で 12回， 1日齢は 3時間間隔で8回，

2日齢以降は 2-4時間間隔で6回とした.12日齢か

らは徐々に晴乳回数を減らして人工乳の摂取を促し，

初生子豚の初乳摂取は免疫獲得のために重要な役 16日齢で離乳した.両区とも 1週齢から同ーの人工

割を果たしている.しかし，分娩時の事故による母 乳を給与した.対照区は慣行の 21日齢で離乳した.

豚の死亡や授乳拒否，無乳症，乳房炎あるいは過剰 試験期間は出生時から 9週齢までとした.

産子，生時体重が小さく吸乳力の乏しい虚弱子等で 血液試料は，生後 12時間， 24時間， 3日齢および

Effect of artificially nursing with milk replacer on the serum immuno-globulin concentration in 

newborn piglets: Noboru NARASAKI， Toru MAEDA and Toshiyuki IWASAWA (Rakuno Gakuen 

University， Ebetsu 069) 

北畜会報， 36: 33-36 - 33- 1994 
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表 1.下痢発生状況

区分
発生率
(%) 

最長

日数
供試頭数 下痢頭数

下痢継続 1頭当り 下痢発生 最短

延日数 下痢日数 時期日齢 日数

対照区

試験 区

13 

14 

11 

14 

84.6 

100 

4 

14 

2.6 

9.1 

0-22 

0-19 

1 

3 

6 

14 

9週齢まで各週齢ごとに前大静脈より採血し， 3000 

rpmで 10分間遠心分離して血清を採取し， -30
o

Cで

凍結保存した.

血清蛋白量は蛋白屈折計を用いて測定した.血清

蛋白はセルロースアセテート電気泳動法によって分

画し，分画比はデンシトメーターで測定した.各分

画濃度は血清蛋白量と分画比から算出した.血清IgG

濃度は，抗豚IgG羊血清を用い，一元放射免疫拡散

法 (MANCINI;1965)によって測定した.

体重測定は血液試料採取と同時期に行った.一般

健康状態のほか，糞性状を水様便 5，泥状便 4，軟便

3，正常便 2および硬便 1のように 5段階に分類して

それぞれ観察記録した.

結 果

1 .血液性状

血清蛋白量の推移は図 1に示した.試験区は生後

12時間で2.84g/dlと，対照区 6.11g/dlのおよそ 2

分の lの低い値を示した.その後対照区が徐々に減

少するのに対し，試験区は徐々にほぼ直線的に増加

して 4週齢で5.06g/dlとなり，対照区と等しくなっ

た.その後も対照区と近似した値で緩やかな増加を

(g/dl) 
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図 1.血清蛋白量の推移

示した.生後 12，24時間， 3日齢， 1， 2， 3および

8週齢において区間に有意差が認められた (P<0.05，

P<O.Ol). 

γーグロプリン (γ-glb)分画比の推移は図 2に示

した.対照区は生後 12時間で43.0%の最高値を示

し， 24時間では 42.2%と僅かな減少が認められたカミ

その後は 2週齢の 8.29%までほぼ直線的に急速に減

少した.2週齢以降は緩やかに減少し， 7週齢で3.05%

と最低値を示した.その後増加傾向を示し， 9週齢で

4.78%となった.試験区は生後 12時聞から 2週齢ま

で分画されず， 3週齢で初めて 0.59%と確認された.

その後緩やかな増加を示し， 8週齢で対照区と近似し，

9週齢では 4.12%であった.生後 12時聞から 7週齢

において区間に有意差が認められた (P<0.05，P< 

0.01) . 

血清IgG濃度の推移は図 3に示した.対照区は，

生後 12時間の 36.3mg/mlから減少を続け， 1週齢

でほぼ2分の 1となり， 5週齢で4.30mg/mlの最低

値を示した.しかし 5週齢から 9週齢までは増加傾

向を示し， 9週齢では 8.06mg/mlであった.試験区

は生後 12時聞から 1週齢まで0.21mg/ml以下の極

めて低い値で推移した.その後 2週齢から緩やかに

(%) 

。L_ 下三~

図2.血清 rーグロプリン分画比の推移
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人工哨育子豚の血清免疫グロプリン濃度
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図3.血清 IgG濃度の推移

増加し， 9週齢では最高値の 8.12mg/mlを示し，対

照区とほぼ同じ値になった.生後 12時間から 4週齢

までと 6週齢において区間に有意差が認められた(P<

0.01). 

2.発育成績

体重の推移は図 4に示した.生時体重は，試験区

が1.44kg，対照区が1.34kgであった.生時から 3

日齢まで両区は近似して発育したが， 1週齢から 9週

齢まで試験区が対照区を下回って推移した.9週齢の

体重は試験区が25.4kg，対照区が31.0kgであった.

試験区は 5 および~6 週齢を除く各週齢で有意に体重

がイ民かった (P<0.05， P<O.Ol). 

3.一般健康状態

下痢の発生状況は表 1に示した.糞形状 5段階分

類のうち，水様便および泥状便を合わせて下痢とし

て示した.下痢の発生頭数割合は試験区 100%，対照

区84.6%と，両区ともに高い発生率であった.1頭

当りの下痢日数は試験区 9.1日，対照区 2.6日と試

験区が長かった.試験区に 0日齢から 4日齢にかけ

て6頭の死亡がみられた.これらは症状から下痢に

よる衰弱死および大腸菌症による敗血症死と推察さ

れた.対照区では 1頭が 1日齢で母豚により圧迫死

した. 9週齢における育成率は試験区 57.1%，対照

区92.3%であった.

考察

血清蛋白量は，対照区の生後 12時間が6.11g/dl 

であるのに対し，試験区は 2.84g/dlと低く，古郡ら

(kg) 

30 区

区

照

験

対

試
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生時 24h 3d 1 2 3 4 5 6 7 8 9W 
図4.体重の推移

(1973)の人工育成試験の値2.9g/dlとほぼ同じであ

った.また宮脇ら (1981)の報告で，無初乳区の血

清蛋白量が自然晴育区の 2分の 1であったことも本

実験と同じであった.このょっに，試験区の血清蛋

白量は初乳を与えずに晴育した場合と同様に， 4週齢

まで低蛋白血症が持続した.

初生豚に初乳を与えず，合成乳などで人工晴育し

た場合，血清蛋白像の発達が極めて悪<，ことに γ-

glbを生時から 3-4週齢まで全く欠くとの報告があ

るが(古郡ら;1973，小林ら;1977)，本実験でも同

様の結果が認められた.すなわち，試験区の血清蛋

白量は生後 12時間から極めて低<，その後徐々に増

加したものの，対照区の水準に達したのは 4週齢以

降であり， γ-glbは2週齢まで分画されなかった.豚

では妊娠中に胎子への免疫グロプリンの移行は行わ

れず，出生後，吸乳開始直後から血中の抗体価が急

速に上昇して，吸乳開始 12時間後には最高値に達す

る(古郡ら;1979).本実験における対照区の γ-glb

は，生後 12時間で43.0%と古郡らの報告値(本庄;

1983)に近似し，子豚の血清中に十分量の γ-glbが

移行したと考えられる. 自然日甫乳豚の場合，初乳吸

乳開始から約 36時間以内はパイノサイトーシスによ

って，初乳中の蛋白質が分子量の大きさにかかわら

ず腸管壁から血中に直接吸収される(古郡;1983). 

このことから，代用乳中の免疫グロプリンも血中へ

の吸収が可能で、ある.しかし，本実験においては，

試験区の γ-glbは2週齢まで分画きれなかった. 2 

週齢後における γ-glbおよびIgGの出現は自己産生

によるものと推察される.

NARASAKIら(1990A)は，人工晴乳初生豚に対し，
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豚血清 γーグロプリンを経口投与したところ，生後 12

時間で自然哨乳豚には及ばないものの，血清中に γ-

glbおよびIgGが出現し，確実に免疫抗体が獲得され

ていることを認めた.これに反して，本実験では，

代用乳に添加したときれる免疫グロプリンの血清中

への吸収移行は認められなかった.この原因として，

代用乳に対する免疫グロプリン添加量は製造業社に

よって明示されていないが，パイノサイトーシスが

作用する短時間内に吸収されるのに十分な添加量で

はなかったと推察される.さらに，楢崎 (1990B) 

は，人工晴乳初生子豚に投与した豚血清由来の免疫

ク、、ロプリン吸収率は 17%で，自然晴乳初生豚におけ

る初乳からの免疫グロプリン吸収率(古郡;1980， 

清水;1983) のおよそ 3分の lと低いことを認めて

いる.供試代用乳の成分組成は母乳に近似しており，

噌好性も良好で、あるが，供試豚は，初生期に集中し

て下痢の発生がみられ，下痢持続日数も長く，育成

率は 57.1%で，対照区の 92.3%に比べて劣った.

しかし生存した供試豚の初期発育は劣るものの，人

工乳摂取量の増加に伴って良好な発育を示した.初

生期にみられる下痢の予防のためには，代用乳に添

加する免疫グロプリンの原材料や添加量等について，

更に検討する必要があろうと思われる.
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要 事句

自然日甫乳および初乳を全く給与せずに人工晴乳し

た子豚を用い，血清遊離アミノ酸の動態を比較検討

した.その結果，アミノ酸総量，必須，非必須およ

び非蛋白構成の各アミノ酸総量は，出生後 12，24時

間で人工哨乳区が自然晴乳区より有意に低かったが，

72時間になると人工哨乳区が自然晴乳区の値に近づ

き，それ以降は両区近似した値で推移した.しかし，

個々のアミノ酸についてみると，人工晴乳区は， 72

時間以降も Arg，ProおよびGlnなどが長期にわた

り低く推移し，一方，自然晴乳区は Tauや Hy-Pro

が時間の経過と共に著しく増加するなど，区によっ

て特異的な変化がみられた.

緒昌

初生子豚における血清蛋白質の動態については数

多くの報告がみられる(古郡ら;1973，木村ら;1989， 

斎藤;1978).この時期の蛋白質代謝は，摂取蛋白質

の量や質，初期成長や更には免疫獲得などと深く関

連するが，血清遊離アミノ酸の動態についての報告

は殆ど見当たらない.血清中の遊離アミノ酸は摂取

蛋白質の影響を受けるだけでなく，様々な代謝経路

と密接なつながりがある.従って，血清遊離アミノ

酸を指標とした子豚の栄養生理の把握は重要な意義

を有するものと考えられる.

そこで，本実験では自然晴乳と人工哨乳の子豚に

ついて血清遊離アミノ酸の動態を比較検討した.

実験方法

供試豚は， 2腹 24頭の一代雑種 LDを生後直ちに

二分して， 自然哨乳区と人工H甫乳区に配置して飼育

し，それらから無作為に抽出した各区 6頭，合計 12

頭を用いた.自然晴乳区は 3週齢で離乳した.人工

晴乳区は次のように晴育した.出生 1日目は，免疫

抗体供給源として豚血清 γ-glb粉末1.2gと育児用

粉乳 6.3gに温湯を加えて 25mlとし， 2時間間隔で

12回晴乳した.2日目は， γ-glb粉末1.8gと育児用

粉乳 10.2gに温湯を加えて 40mlとし， 3時間間隔

で8回哨乳した.3日目は，育児用粉乳 7.5gと市販

の子豚用代用乳 7.5gに温湯を加えて 50mlとし， 4 

時間間隔で6回晴乳した. 4日目は，子豚代用乳 20

gに温湯を加えて 80mlとし， 6時間間隔で4回晴乳

した. 5日目は，子豚用代用乳 18gに温湯を加えて

75 mlとし， 4時間間隔で4回目甫乳した.6日目以降

は代用乳を粉状のまま自由採食させ， 10日齢で完全

離乳した.供試豚は，本実験と並行して初乳無給与

の人工晴育子豚に対して豚血清由来の γ-glbを経口

投与し，免疫抗体獲得に及ぼす効果の検討に用いら

れた(楢崎;1990). このことから，供試した市販の

代用乳には γ-glbが添加されていたので，その影響

を避けるためパイノサイトーシスが作用する生後 2日

間は市販の代用乳を用いず，.γ-glb粉末と育児用粉乳

で，代用乳を調製した.代用乳の調製割合および給

与量は丹羽ら (1951)の初乳固形分率および吸乳量

を参考に決定した.血液サンプルは出生後 12，24， 

Comparison between naturally nursing and artificially nursing on the changes of serum free amino 

acids in piglets: Toshiyuki IWASAWA， Noboru NARASAKI and Tadashi HANASAWA (Rakuno Gakuen 
University Ebetsu 069) 

北畜会報， 36: 37-40 - 37- 1994 
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(昨l/dl)
人工 帆 区 図TAA図 TEAA日 TNEAA旧TNPAA

自然帆区日TAA図TEAA~TNEAA 目 TNPAA

700 

500 

300 

100 

0 
12時間後 24時間後 72時間後 1週齢

図 1.血清中における各アミノ酸総量の経時的変化

3週齢

72時間および 1，2，' 3， 5， 9週齢に前大静脈から採

取し，分離血清を前処理して，高速液体クロマトグ

ラフィーにより血清遊離アミノ酸を定量分析した(島

津製作所;1990). 

結果

子豚血清のアミノ酸総量(TAA)，必須アミノ酸総

量 (TEAA)，非必須アミノ酸総量 (TNEAA)およ

び非蛋白構成アミノ酸総量 (TNPAA)の経時的変

化は図 1のとおりである.アミノ酸濃度はすべてμmol/

dlで示した.

出生後 12時間では，人工哨乳区:自然哨乳区の順

に， TAA 321.09 : 905.39， TEAA 117.37 : 270.01， 

TNEAA 174.44 : 569.90， TNPAA 29.29 : 65.49 

で，人工晴乳区の各アミノ酸総量はいずれも自然晴

乳区よりも有意に低い値を示した (P<0.001).24時

間では人工晴乳区は 12時間の値と殆ど変わらなかっ

た.自然哨乳区は 12時間に比べて減少したが， TEAA

を除いて人工晴乳区との聞に有意差がみられた (P<

0.01， P<0.05). 72時間になると人工晴乳区の各ア

ミノ酸総量は 24時間の値から大きく増加し，自然哨

乳区の値に近づき，有意差はみられなくなった.そ

の後，両区は， TAA 700-600， TEAA 180-150， 

TNEAA 450 -350の範囲で近似して推移し， 9週齢

に至るまで有意差がみられなかった. TNPAAはl

週齢と 2週齢で区間に有意差がみられた (P<O.Ol，

P<0.05). 

2週齢 5週齢 9週齢

血清中の必須アミノ酸 (EAA)の経時的変化は図

2のとおりである.

12時間において， Ileを除く EAAは人工晴乳区が

有意に低い値で (P<O.001， P<O.Ol， P<0.05)， 

なかでも Lysは自然晴乳区の 1/3弱の 21.1，Argは

約 1/4の6.20と低く，更に Metは検出できず，両区

に大きな聞きがみられた.24時間では自然晴乳区の

EAAは減少傾向を示したが，両区の差はあまり狭ま

らず， Leu， Lys， Arg， HisおよびMetに有意差が

みられた (P<O.Ol，P<0.05). 72時間になると，

自然晴乳区の Val，Leu， Lys， Arg， His， Met， Phe 

は24時間の値から更に減少して人工晴乳区の値に近

づいたため，区間に有意差はみられなくなった.し

かしながら，人工哨乳区の Argは3週齢まで

5.66-9.83と自然哨乳区の 1/4-3/5と低<，更に 5

週齢に至るまで自然晴乳区を下回り， 1， 2週齢でも

有意差がみられた (P<O.Ol，P<0..05).一方，人工

H甫乳区の Metは24時間まで微量で検出できなかった

が， 72時間以降は著しく増加し， 1週齢から 3週齢

にかけて， 13.35-16.84の範囲で推移したのに対し，

自然晴乳区は 3.65-8.33と低く推移し， 2，3週齢で

有意差がみられた (P<0.05，P<O. 01). 

各非必須アミノ酸は 24時間まで大部分が人工暗乳

区で、有意に低いが(P<0.001，P< 0.01， P<O. 05)， 

72時間以降では両区近似した値で推移した.しかし，

Glnは， 12時間で自然哨乳区の 1/8の4.84，24時間

でも 1/7の6.97に過ぎず，両区の値が近づいたのは
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図2.血清中における必須アミノ酸の経時的変化

l週齢以降であった.また， Proは1週齢に至るまで

人工晴乳区は 20.57-44.01の範囲で推移し，自然晴

乳区の 1/8-2/5に過ぎず， 72時間， 1週齢でも有意

差がみられた (P<O.OOl，P< 0.05). 非蛋白構成ア

ミノ酸の TauとHy-Proは， 24時間まで両区近似し

て推移し， 72時間になるといずれの区も著しく増加

した.しかし， 72時間以降も，自然晴乳区は増加し

続けたのに対し，人工晴乳区は減少した.このため，

Tauは3週齢， Hy-Proは5週齢まで自然晴乳区が

上回り，いずれも 1，2週齢で有意差がみられた (P<

0.001， P < 0.01).人工晴乳区の CitとOrnは， 12時

間で自然晴乳区に比べて有意に低く (P<O.OOl)，Cit 

は 1/4，Ornは1/3の値であった.その後も 2週齢ま

で人工哨乳区が下回り， Citは24時間および2週齢

(P<0.05)で， Ornは24時間および1週齢(Pく0.01)

でそれぞれ有意差がみられた.その間，人工晴乳区

のCitとOrnは徐々に増加する傾向を示し， 3週齢で

自然晴乳区の値に近づいた.

血清蛋白量は人工晴乳区が3週齢まで3.42-3.95

g/dlと低い範囲で推移した.特に 12時間および24時

間では，それぞれ自然晴乳区の 5/8と有意に低い値

であった (P<O.OOl).72時間になると自然晴乳区は

減少し，一方，人工晴乳区は増加し，その後3週齢

まで 72時間とほぼ同様の値で推移した.この間， 3 

週齢まで各時期とも区間に有意差がみられた (P<

0.001).4週齢以降になると両区の値は近似して推移

し，有意差はみられなくなった.

考 察

自然哨乳区は血清遊離アミノ酸総量，必須，非必

須および非蛋白構成の各アミノ酸総量が出生後 12時

間で最も高<， 72時間まで急速に低下し，その後ほ

ぽ安定した推移を示した.それに比べて人工晴乳区

の血清蛋白量およびアミノ酸総量は 12時間で著しく

低<，更に 24時間でも殆ど変化がなく， 72時間にな

って増加がみられた.人工哨乳区は出生後2日間は

市販の子豚用代用乳を用いず，育児用粉乳と免疫抗

体供給源として豚血清 γ-glb粉末を温湯に溶かして

給与した.一方， 自然H甫乳区は同腹子豚の半分を人

工晴乳区のために1・り除いたので，乳頭の競合もな

く初乳を十分取りjL_. l'ことができた.豚初乳には蛋

白質が 16-20%含まれ，時間の経過とともに著しく

- 39-



岩i畢季之・楢崎昇・花津修

減少して 3日目には 5-6%となり，その後ほぽ安定

するといわれており，また免疫の賦与のみならず，

新生子豚の栄養に不可欠なアミノ酸やペプタイドな

どを多く含んでいるといわれている(古郡;1980)， 

このことから，摂取乳汁の量並びに蛋白質の質的な

違いが血清遊離アミノ酸濃度に反映したと推察され

る.個々のアミノ酸レベルで、比較すると人工晴乳区

においては Argや Proが 12時間以降，長期にわた

って低い値で推移した.この時期の子豚は尿素合成

と体の蛋白質合成の両方を維持するのに十分な速度

でArgを合成することができず (EASTERet al. ; 

1974) ，また尿素回路の中間体である Ornや Citも2

週齢まで低い値で推移したことから，尿素合成能力

が低いことによる Argの合成量の低下か，もしくは

飼料性の Arg摂取量が低かったためと思われる.ま

た， Proは豚乳蛋白質中に多く含まれているといわれ

ており (ELLIOTet al. ; 1971)，ここでも代用乳の摂

取不足が反映しているのかもしれない.それに対し

て自然晴乳区は尿素回路の中間代謝物である Ornや

Cit，更には分娩以降，時間の経過とともに豚乳中の

濃度が増加するといわれる Tauや(倉津ら;1986)， 

コラーゲンに特異的に含まれている Hy-Proなどが，

24時間以降 2週齢まで著しく増加することが観察き

れ，血清蛋白量の推移も併せて考えると，代謝が充

進して順調に発育したと推察される.

以上のことから，出生後 72時間までの体蛋白合成

が盛んな初生期からその後の晴乳期間における子豚

の栄養生理状態を把握するうえで，血清遊離アミノ

酸の動態は有効な指標となることが示唆され，豚乳

および代用乳の成分組成や，これら乳汁の摂取量の

相違による血清遊離アミノ酸濃度への影響など，今

後更に検討が必要で、あると思われる.
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刈取り時期，草種の異なる乾草を給与しためん羊における

反努胃および十二指腸内容物の粒度分布

上田宏一郎・一戸俊義*・田村 忠、牢串・大久保正彦・朝日田康司

北海道大学農学部，札幌市 060

*現所属:島根大学農学部，松江市 690

**現所属:北海道立新得畜産試験場，新得町 081

(1994. 1. 20 受理)

キーワード:粒度分布，反錦胃，十二指腸，乾草，めん羊

要 約

第一胃および十二指腸カニューレ装着のめん羊に，

早刈り (EOG)および遅刈りのオーチヤードグラス

乾草 (LOG)，アルフアルファ乾草 (ALF)を1日1

回給与し，反拐胃および十二指腸内容物の粒度分布

の推移を調べた.反拐胃内容物の SP(1180-300μm) 

に対する FP(300-47μm)の比 (FP/SP)は， EOG， 

LOGでは飼料給与後時間に伴い増加 (EOG:1.1→ 

1. 5 ; LOG : 0.9→1.4)したが， ALFでは終始 SP

の方が多く， FP/SPは減少した (0.9→ 0.7).十二

指腸内容物では， MP (5600-1180μm)はわずか1.0-

3.0%であり，粒度が小さいほど分布割合が高く，

FP/SPはEOG，LOG，ALFそれぞれ 3. 5， 1. 8， 1. 7 

であった.反調胃内での SPとFPの動態の乾草聞の

違いが，消化率に影響する一因となることが示唆さ

れた.

緒 Eヨ

粗飼料を摂取した反第家畜の反錦胃内には，様々

な粒度の飼料片が混在している.これらの飼料片の

うち，反努胃を通過できない粒度の飼料片は，主に

反努時の岨鴫により粒度の微細化を受ける.このよ

うにして粒度が小さくなり criticalsize以下となっ

た飼料片は反努胃を通過可能となる (POPPI;1980). 

このような反努胃内での飼料片の形状変化，移動と

いった物理的な動態は，発酵と相互に複雑に関連し

て，摂取量や消化の程度とくに繊維質の消化に大き

く影響するものと考えられる.

以上のような観点から，多くの研究者によって粗

飼料を給与した反努家畜における反努胃内容物およ

び他の消化管内容物の飼料片粒度分布について報告

されてきている.それらの中で，牧草の刈取り時期

による違い，あるいは草種による違いを検討した例

(GRENET; 1989， MOSELEY and JONES; 1984)はあ

るが，そこでみられた粒度分布の違いが摂取量や消

化の程度にどのような機序で影響しているかまでは

必ずしも明確になっておらず，消化管内容物の粒度

分布に関するデータの蓄積が必要である.

本報告では，刈取り時期の異なるオーチヤードグ

ラス乾草 2種類およびアルフアルファ乾草を給与し

ためん羊における反努胃内容物と十二指腸内容物の

粒度分布を調べ，これらの乾草間における反努胃内

飼料片の粒度微細化，通過の様相の違いについて検

討した.

材料および方法

刈取り時期の異なる l番刈りオーチヤードグラス

Distribution of particulate fraction in the ruminal and duodenal digesta of sheep fed hays of different 

species and cutting stages.: Koichiro UEDA， Toshiyoshi ICHINOHE*， Tadashi TAMURA**， Masahiko 

OKUBO and Yasushi ASAHIDA (Faculty of Agriculture， Hokkaido University， Sapporo-shi 060. 

*Faculty of Agriculture， Shimane University， Matue-shi 690， *ホShintokuLivestock Research Station， 

ARS Hokkaido， Shintoku-cho 081) 
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乾草 2種類(早刈り EOG:出穂期，遅刈り LOG:結

実期)およびアルフアルファ 1番刈り乾草 (ALF:

開花期)を供試飼料とした.各乾草を 3期に分け第

一胃および十二指腸カニューレ装着去勢成めん羊3頭

(体重:60-70 kg)に1日l回，毎朝 8時に給与した.

供試めん羊は代謝艦にて終日照明下で管理し，水お

よびミネラルソルトの摂取は自由とした.また，各

乾草の給与量は 1日1回給与下で l回の mealで摂

取できる量とした.それぞれの乾草の平均給与量は

乾物でEOG，LOG， ALFの順に， 1430， 950， 960 

g/日であった.各期は予備期を含めて約 90日(予備

期:20日間，本期:70日間)からなり，本期では全

糞採取による消化率測定，反努胃内容物採取および

十二指腸内容物採取を行なった.

反努胃内容物については飼料給与後 2-3(飼料摂取

終了直後)， 5， 8， 12， 17， 24時間目に反第胃カニュ

ーレから内容物を全量採取し，秤量，撹持した後，

代表サンプルを採取した.各時間における反拐胃内

容物採取は同一日には行なわず，採取日間隔を最低

5日間以上設けた.十二指腸内容物は 2日関連続で，

1日目は給与後 4時間おきに， 2日目は 6時間おきに

採取した.全消化管での消化率測定のための全糞採

取は 7日間行なった.

乾草，糞について，一般成分を A.O.A.Cにより，

また中性デタージェント繊維(NDF)，酸性デタージ

ェント繊維(ADF)および酸性デタージエントリク、、ニ

ン(ADL) をGOERINGand VAN SOEST (1970)の方

法により分析した.反拐胃内容物および十二指腸内

容物の粒度分布を湿式筒別法により測定した. 5600 

μm筒上に残留した飼料片を LP，2360と1180μm筒

上に残留した飼料片を MP，600と300μm筒上に残

留した飼料片を SP，150と47μm飾上に残留した飼

料片を FPとし，節別に用いた内容物乾物に対するこ

れらの乾物重量の割合を粒度分布とした.

結果および考察

各乾草の化学成分および養分消化率を表 1に示し

た. DM消化率は EOGで最も高く， LOG， ALFは

同等で、低いものであった.NDF消化率は EOGで最

も高<， LOG， ALFの順に低い値を示した.

図 1に各乾草についての反拐胃内容物の粒度分布

の飼料給与後推移を示した.EOG， LOGでは LP，

MPは減少， SPはほぽ一定で推移， FPが増加する

傾向が共通して認められた.一方， ALFでは LPは

減少， MPは一定で推移， SP，FPは増加する傾向が

認められた.本試験と同様に MOSELEYand J ONES 
(1984)はシロクローパとペレニアルライグラスをめ

ん羊に 1日1回給与し，その反努胃内容物の粒度分

布の飼料給与後推移を調べている.その結果，両乾

草ともに 4000μm簡に残留する飼料片の粒度分布は

減少し， 150μm簡に残留する飼料片の粒度分布は増

加する顕著な傾向がみられるが，他の分画ではほと

Table 1. Chemical composition and digestion coefficients of hays* 

EOG LOG ALF 

Composition %DM 

OM 91.8 92.7 89.5 

CP 12.6 7.8 18.9 

NDF 62.8 66.6 39.8 

ADF 34.7 39~9 32.8 

ADL 3.3 4.2 6.6 

Digestibili ty % 

DM 71.4土3.4** 63.4士2.9 65. 7:t2. 6 

OM 73.9土2.9 64.1士2.7 68. 3:t2. 4 

CP 68. 3:t4.1 62.6土3.3 79.1士1.6

NDF 77.1:t2.4 59.7土3.3 49.3:t3.7 

ADF 75.0土2.5 55. 7:t3. 9 53. 9:t3. 6 

* Ear1y cut orchardgrass hay(EOG)， Late cut orchardgrass hay(LOG) and Alfalfa hay(ALF) 
料 Meanvalues for three sheep with standard deviation. 
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んど変化じなかったと報告している. しかし，この

報告においては，粒度分画の方法が本報告と異なり，

本報告でみられたような粒度分布の飼料給与後推移

におけるイネ科牧草とマメ科牧草との違いは指摘さ

れていない.本試験でのオーチヤードグラスの刈取

り時期の差は分布割合に影響しており， EOGでは

LOGにくらべて LPの割合が常に多く，逆に SP，FP

の割合が常に少なかった.このような傾向はイアタ

リアンライグラスの早刈りと遅刈り乾草間でも認め

られている (GRENET;1989). しかし，同報告では

アルフアルファ乾草については刈取り時期によるこ

のような差はほとんどないとされており，イネ科牧

草の成熟期の進行に特有の影響なのかもしれない.
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Figure 1. Changes with time after feeding in 
particle size distribution in ruminal digesta 
corrected from sheep receving early cut orchard-
grass hay (EOG)， late cut orchardgrass hay 
(LOG) and alfalfa hay (ALF). Mean values 
with standard deviation. Large particles: LP， 
(・←-・); Medium particles: MP， (0-0) ; 
Small particles: SP， (・一一圃); Fine particles: 
FP(口一一口)

SPに対する FPの分布割合の比を算出すると， EOG

ではl.1からl.5へ， LOGでは 0.9からl.4へとオ

ーチヤードグラスでは飼料給与後時間の経過にとも

ない増加したのに対し， ALFでは 0.9から 0.7まで

減少した.このことから， EOG， LOGでは ALFに

比べると FPまで反努胃内で微細化される飼料片が多

く， ALF では SP まででf放細イ~カf とどまるものカf多

いと推察される.

十二指腸内容物の粒度分布は反拐胃内容物で認め

られたような顕著な飼料給与後の変化は認められな

かった. SEKINE et al. (1990) は本試験と同じく第

四胃以降の消化管の内容物の粒度分布は飼料給与後

時間の影響を受けないとしている.表 2に各時聞の

値を平均した十二指腸内容物の粒度分布を示した.

どの乾草でも MPの割合はわずかl.0-3.0%であり，

POPPI et al. (1980)の反第胃を通過できる飼料片の

critical sizeは牧草種に関らず 1180μm簡にあると

する説に一致するものであった.また，粒度が小さ

いほど分布割合は高かったが，各乾草間では SPに対

する FPの比が異なり， EOG， LOG， ALFでそれぞ

Table 2. Particle size distribution of duodenal digesta corrected from sheep receiving each hay* 

EOG LOG ALF 

Fraction村 % 

LP o . O:t 0 . 00 * * * o.o:to.oo o. O:tO. 00 

MP l.1士0.58 l.3:tO.67 l. O:tO. 44 

SP 7.2土0.60 17. 9:tl. 99 14.3士2.30

FP 25 .1:tO. 83 3l.0士2.38 23. 7:tl. 78 

* See footnote in Table 1. 
村 Fordeatails， see footnote in Figure 1. 
本** Mean values for three sheep with standard deviation. 

- 43-



上田宏一郎・一戸俊義・田村 忠・大久保正彦・朝日田康司

れ 3. 5， 1. 8， 1. 7であった.このことから， LOG， 

ALFでは EOGにくらべ相対的に FPまで微細化さ

れてから反努胃を流出するものは少なく， SPとして

流出する飼料片が多かったことが示唆される.一方，

十二指腸内容物の SPに対する FPの分布割合の比は

反拐胃内容物のものとは同等で、はなく，反錦胃を通

過した飼料片は反努胃内容物の粒度分布を直接的に

は反映していなかった.この原因のーっとして， SP 

とFP聞の通過速度の差異，またこれらの両分画聞の

通過速度の差が乾草間で異なったことが考慮される.

以上の結果から，オーチヤードグラス乾草の刈取

り時期が遅いものでは，早刈りのものと比べ相対的

にSPとして流出する飼料片が多い，すなわち FPま

で微細化される間に発酵を受ける割合が少なかった

ことが消化率が低かった一因であると示唆された.

また，このような機序は反努胃内でSPまでで飼料片

の11&細イ~カfとどまるものカf多かった ALF にも当ては

まると考えられ，同様の消化率低下の一因となった

ものと思われる.

今後，これらの飼料聞の様相の違いをモデル，マ

ーカーを活用し定量的に把握する研究が求められる.
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ウシの記憶に関する予備的試験
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要 約

ウシにおける条件づけられた行動反応の記憶の保

持ならぴに空間に対する記憶の保持について以下の

実験を行った.生後約 6カ月齢のホルスタイン種育

成雌牛 12頭を 4頭ずつ白色群，緑色群および赤色群

に分け，餌報酬を用いて 75dBの 1kHz純音と 10w.

の白色，緑色および赤色光のいずれかから成る複合

刺激の提示に対して，鼻先でパーを押すか触れるよ

うにオペラント条件づけした.条件づけ完了後， 10， 

30， 60， 90日後に再ぴ訓練と同じ条件下で行動反応

の再生率を測定した.またウシの実験場所への自発

的移動から空間的記憶の保持についても検討した.

10， 30， 60， 90日後の再生率は，訓練最終段階の正

反応率を 100とすると，白色群:82.8，110.3，104.3， 

88.4 ;緑色群:110.3， 95.0，欠測値， 111.2;赤色

群:117.6， 101.6， 80.0， 16.1であり，赤色群の 90

日目にのみ有意に低下した (X2=20.94，df=l， p< 

0.01) .またウシは 90日後でも自発的に実a験場所へ

と移動した.したがってウシは 90日間にわたる記憶

の保持が可能であるが，刺激の種類によっては忘却

までの期間に差が見られる可能性も示唆された.

緒 CI 

ウシの学習能力と記憶について知ることは，ウシ

の自発的行動を利用した新たな行動制御技術を開発

する上で有益である.

Kov ALeIK and KOVALerK (1986)は2者択ーのジ

グザク迷路を用いて，ウシの飼槽の位置に関する学

習能力と記憶について調べ， 15カ月齢の若雌牛の方

が 2産次の経産牛よりも習得の早さにおいては優れ

ているが， 6週後における記憶の保持については，逆

に若雌牛の正解率 46%に対して経産牛 77%であっ

たと報告している.またオペラント条件づけ手法を

用いることで，ウシにも細やかな図形識別能力

(BALDWIN; 1981)のあることが明らかにされている.

さらには迷路を用いた試験によって，複雑な迷路を

認知できる空間学習能力を有することも示されてい

る (KILGOUR;1981). 

本試験では，ウシが訓練を通じて習得した行動反

応と実験場所に関する空間的記憶を， 90日間にわた

りどの程度保持しているのかを検討した.

材料および方法

供試牛は生後約 6カ月齢のホルスタイン種育成雌

牛計 12頭であった.試験期間中の給餌は，グラスサ

イレージ約 4kgを8: 30と15: 30噴に給与し，乾草

ならび、に水は自由摂取とした.配合飼料 1.2kgを試

験時に報酬として用い， 15: 30にも同量を給与した.

試験場所周辺の施設の配置は図 1に示す通りであ

り， P甫育用ぺンに自作のオペラント条件づけ装置

(REYNOLDS; 1989) を設置した.試験牛は試験開始

まで繋留し，試験終了後はパドックに運動に出した.

試験は牛舎周辺が比較的静かになる 12時前後に実施

した.

供試牛は訓練に用いる光刺激の色に応じて白色群，

Preliminary Memory Testing in Cattle: Katsuji UETAKE， Yoshio KUDO* and Takashi OKAMOTO 
(Hokkaido N ational Agricultural Experiment Station， *Former Hokkaido N ational Agricultural 
Experiment Station， Sapporo 062) 

北畜会報， 36: 45-48 - 45 1994 
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A plan of the experimental cowshed with the walking lines of calves. It was usual for calves to 
go out to a paddock for exercise on no test days， but on the memory testing day they were required 
to walk to the experimental pen. 

Fig.1. 

1. Travel of calves to the experimental pen 

Voluntary walk 

Experimental 
pen 

Forced travel 
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2. Trial procedure 

Diagrammatic representation of the experimental procedure. Each incorrect response in the 

intertrial period restarted the intertrial interval and caused a glimmer of the 5-w. white light for 
feedback. 
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100として，白色群:82.8， 110.3， 104.3， 88.4 ;緑

色群:110.3， 95.0，欠測値， 111.2 ;赤色群:117.6， 

101.6， 80.0， 16.196であり，赤色群の 90日目のウ

シだけが有意な再生率の低下を示した (X2=20.94，

dfニ 1，p<O.Ol).緑色群の 60日目の測定は装置不

調のため欠測となった.

試行聞の待ち時間中の誤反応数については，再生

率と逆の傾向が認められ，訓練最終段階では 3.3:t1.6

回であった赤色群のウシで， 90日目には 22回の誤反

125 

100 

20 

10 

30 

民;;;ーが...-守~.に;;;;占
75 

50 

25 

0 

同
口
。
。
吋
円
。
。
片
足
ωω
唱
。
ロ
ωσω

。

30 

10 。

20 

10 

0 

20 

伊，全仏吋・・e............. 伊 ....... 

125 

100 

75 

50 

25 

0 

30 

〆fO---'........-Q又iv
125 

100 

75 

50 

25 

0 

緑色群，赤色群の 4頭ずつ 3群に分けた.試験時に

はウシを繋留ストールから試験用ペンに誘導し，そ

こで逐次接近法により 75dBの1kHz純音と 10w.

の白色，緑色あるいは赤色光のいずれかから成る複

合刺激の提示に対して，鼻先でパーを押すか触れる

かして応答するよう訓練した.訓練最終段階におけ

る試行手続きでは，複合刺激提示までの待ち時間が

最短 10秒で，その聞の誤反応により待ち時間が延長

きれ，待ち時間終了後の 3.2秒の複合刺激提示への

正反応に対して，配合飼料約 50gが報 Group 

酬として与えられた.正反応の場合に一一ー

は報酬獲得後に，あるいは刺激提示 3.2 White 

秒間に応答がなければそのまま待ち時

聞が復帰した(図 2).訓練期間におけ

る試行数は毎日 1セッション約 25試行

であり，正反応率が 8096以上かつ誤反

応数が5回以下の規準に達するまで訓

練を続けた.規準達成に続き，複合刺

激とその構成要素である音・光刺激を

計 20回提示するセッションを 4日間実

施した(植竹;1993)後， 10， 30， 60， 

90日後に再び訓練と同じ条件下で，複

合刺激 20回提示に対する正反応率を測

定した.訓練最終4セッションの平均

正反応率を 100として，記憶試験時の

相対正反応率(再生率， 96)を求めた.

また訓練期間を通して自然に習得した

繋留ストールから実験用ぺンへの試a験

牛の移動を自発的移動か否かに分け，

各処理および実験日毎に記録して，ウ

シの空間的記憶の保持についても検討

した.
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The retention rate of each of the 3 test groups， 
white (incandescent)， green and red (0-・)， and 
the number of incorrect responses (口， ~) at the 
last stage of training (0) and after 10， 30， 60， or 
90 days with no further training. The retention 
rate was defined as the relative correct response 
rate to the mean correct response rate of last 4 
sessions of training shown as 100 percent. 
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訓練に要した日数は，白色群 20.8:t

3.6，緑色群 16.0:t2.9，赤色群 18.0士

1.7日であり，緑色群のウシの習得がわ

ずかに早い傾向が認められたが，その

差は有意で、はなかった.

記憶試験時の群毎の行動反応の再生

率ならびに誤反応、数は図 3に示す通り

であった.10， 30， 60， 90日後の複合

刺激に対する行動反応の再生率は，訓

練最終4セッションの平均正反応率を

結果および考察
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応、が観察された.

繋留ストールから試験用ぺンへのウシの自発的移

動については，白色群および緑色群の 60日目以外の

全てのウシで，記憶試験時にも自発的移動が観察さ

れた.

今回の結果から，全体的には，ウシが 90日という

長期間にわたり習得した行動反応ならびに空間的記

憶を保持・再生できることが示きれた.また環境刺

激の種類(今回の場合には色)によっては忘却まで

の期間に差が見られる可能性も示唆された.

植竹ら(1993) はウシにおいて，餌が報酬である

時には，刺激としての色の種類と行動反応との結ぴ

付き易さに差があることを示唆しており，これらが

記憶保持の期間と関係があることも考えられる.し

かしながら，ウシの学習能力については遺伝的な要

素(種雄牛効果)の関与が証明され (ARAVEet al. ; 

1992) ，習得の早さと記憶保持に月齢による差が見ら

れることも示されている (KovALeIK and Kov ALeIK ; 

1986) ことから，個体差を含め，今回の結果の一般

化にはさらなる例数の蓄積が必要と思われる.
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鶏窓開け卵を用いたキメラ作成時において，腔盤葉細胞を

移植された卵の瞬化率に及ぼす要因

大原陸生・森寄七徳・宝寄山裕直・杉本亘之

北海道立滝川畜産試験場，滝川市 073

(1994. l. 28 受理)

キーワード:鶏，窓開け卵，キメラ，腔盤葉細胞，僻化率

要約

鶏窓開け卵を用いたキメラ作成時において，肢盤

葉細胞を移植された卵の僻化率に及ぽす要因につい

て検討した.

解離した上腔盤葉細胞を移植したとき僻化率は

16.7%であり，腔盤葉全体の細胞を解離して移植し

たときの 0%よりは高い僻化率であった.

細胞を移植し，その後 12
0

Cで貯卵したところ，貯

卵 0，3および4日間の瞬化率はそれぞれ 12.5，26.3 

および 19.2%となり，貯卵しなかった場合に比較し，

4日間までの貯卵による鮮化率の低下は認められなか

った

腔盤に対して，細胞を注入する針の角度が直角の

とき僻化率は 28.6%，傾斜して角度があると 15.4%

で、あった.

上陸盤葉細胞を移植したところ， 142個の受精卵か

ら鮮化 21日目の 2羽の羽色キメラ腔が得られた.こ

れら腔の羽毛は白色レグホーンと横斑プリマスロッ

クに由来することを示す，白色と黒色の羽毛から構

成されていた.

緒 = 
鶏において，最近，凍結精液の保存技術はほぼ目

には大量の卵黄が存在し，産卵時には腔が数干の細

胞に分裂しているなどの特徴があるため，鶏目玉の操

作は日甫乳類腔とは異なる技術体系で行う必要があり，

腔の凍結保存などの鶏の腔操作に関する技術開発を

進める必要があると考えられている.

この体系のひとつのポイントとなるものは細胞レ

ベルにおける，腔操作技術を用いたキメラ鶏の作出

であり，キメラ鶏を高率に作出する方法が開発され

ると，鶏の腔操作技術の用途は育種への応用等に大

きく広がると考えられる(内藤:1992). 

キメラ鶏の作出に関しては MARZULLO(1970)およ

び PETITTEet al. (1990)が報告しているが，今回，

効率的なキメラ作出方法を検討するため，鶏窓開け

卵を用いたキメラ作成時において，旺盤葉細胞を移

植された卵の解化率に及ぼす要因について検討した.

実験方法

1 .鶏腔盤葉細胞の解離

細胞の解離は概ね黒田 (1974)の方法に準拠して

横斑プリマスロック卵黄から分離した腔を上陸盤葉

および下腔盤葉に分離した.上陸盤葉，または下腔

盤葉をメディウムに入った試験管に移し，解離させ，

注入移植に用いた.

的とした水準に到達し(大原ら:1990 A)，実用化へ 2.蓋用卵殻の準備

の展望がひらけてきたが(大原ら:1990 B)，他の家 窓開け卵の蓋に用いる蓋用の卵殻を一辺 7.5mm

畜にみられるような腔の凍結保存などの操作技術は の正方形に技工および治療用マイクロモーター(東

未だ確立されていないのが現状である.鶏の受精卵 京歯科産業株式会社)で切断し，使用した.

Factors Affecting the Hatchability of Chimeric Chicks Produced by Blastodermal Cells Transfere on 

Windowed Eggs: Mutsuo OHARA， Shichinori MORISAKI， Hironao HOUKIYAMA and N obuyuki 

SUGIMOTO (TAKIKA WA Animal Husbandry Experiment Station of HOKKAIDO， Takikawa-shi 073) 
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3.窓開け卵への解離陸盤用細胞の移植

窓開け卵への移植は白色レグホーンの受精卵卵殻

を1辺 8mmの正方形に技工および、治療用マイクロ

モーターで切断し，卵殻を除去し，卵殻膜と卵殻を

液状瞬間接着剤で接着した後，卵殻膜を切断(1辺6

mm)除去し，先の解離細胞懸濁液 2-4μlを受精卵

の腔盤葉に注入した.注入の後，先の蓋用卵殻をゼ

リー状瞬間接着剤で接着し，卵子卵器に入れ僻卵した.

1昨卵中の生存率は 7日目， 14日目に検査した.

4 .実験計画

実験設計については表 1に示した.統計的検定は

田口 (1977)の方法に基づいて行った.

表 1.実験計画

実験 1.移植した細胞が腔の生存性に及ぼす影響

移植した細胞:上陸盤葉および下旺盤葉細胞

処理卵数 : 87 

実験 2.細胞移植後の貯卵期間が腔の生存性に及ぽす影響

移植した細胞:上旺盤葉細胞

処理卵数 : 61 

実験 3.細1蹴闘注入針の角度カ粧の生存性に及ほす景簿

移植した細胞:上陸盤葉細胞

処理卵数 : 48 

実験 4.羽色キメラ旺の発生

移植した細胞:上陸盤葉細胞

処理卵数 : 142 

結果および考察

実験 1:上陸盤葉細胞または上および下限盤葉細

胞を移植したとき，それぞれの細胞が生存率および、

解化率に及ほす影響を検討した結果を表 2に示した.

上陸盤葉細胞を移植したところ，僻卵 14日目の生存

率は 20.8%，O降化率では 16.7%であった.上陸盤葉

細胞および下腔盤葉細胞を移植したときの瞬卵 14日

表2.移植した細胞が匹の生存性に及ぽす影響

移植した細胞
処理 1降卵14日目 僻化率
卵数 生存率(%) (%) 

上陸盤葉 48 20.8 16.7a 

上旺盤葉+下旺盤葉 39 10.3 Ob 

異なる文字を付けた数値の問で有意差 (P<0.05)

目の生存率は 10.3%，解化率は 0%であった.上腔

盤葉細胞を移植した場合，上陸盤葉および下腔盤葉

を移植したときに比較して，有意に高い解化率(p<
0.05) を示した.

実験 2:腔盤葉細胞を注入移植した卵を貯蔵(以

下，貯卵と略)出来ると，雛の発生時期を揃えるこ

となどが可能となる.これにより，育種に応用する

ときの雛の管理およびワクチンの接種などが容易に

なり，利用範囲が広がると考えられる.そこで，細

胞移植後の貯卵が生存性に及ぽす影響を検討した.

細胞を移植した後 12
0

C，湿度 75%で貯卵した.解

卵 14日目の生存率は，表 3に示したように，移植当

日の僻卵開始(貯卵 0日間)で 25.0%，貯卵 3日間

では 26.3%および貯卵 4日間で 38.5%であった.

僻化率は表 3に示したように，貯卵 0日間では 12.5%

貯卵 3日間では 26.3%および貯卵 4日間で 19.2%

であった.細胞移植後4日聞の貯卵しでも，貯卵せ

ずに移植当日から瞬卵を開始した場合に比較して，

瞬化率の低下は認められなかった.このことから，

窓開け卵を用いたキメラ鶏の作出において，貯卵が

可能で、あると考えられた.

表3.細胞移植後の貯卵が怪の生存性に及ぽす影響

貯卵 処理 僻卵14日目 瞬化率
日数 卵数 生存率(%) (%) 

。 16 25.0 12.5 

3 19 26.3 26.3 

4 26 38.5 19.2 

実験 3:卵を 1時間以上横向きに置くことで，腔

盤は上の方に向くが，窓を開けた直下に位置すると

は限らない.窓開け卵の腔盤に解離細胞を注入する

際，注入針の角度が僻化率に及ぼす影響を検討した

結果を表4に示した.注入針の角度が腔盤に対して，

直角のとき僻化率は 28.6%であり，一方，注入針が

腔盤に対して角度があるとき 15.4%であった.鮮卵

14日固までの生存率は同様に，直角のとき 28.6%，

表4.細胞移植用注入針の角度が匹の生存性に及ぽす影響

旺盤に対 処理 解卵14日目 解化率
する角度 卵数 生存率(%) (%) 

直角 35 28.6 28.6 

傾斜 13 15.4 15.4 
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鶏目玉盤葉細胞移植窓開卵の僻化率

傾斜しているとき 15.4%であった.したがって，窓

の直下に腔盤がくるょっに条件を整えることが重要

と思われた.

実験 4:上陸盤葉細胞を移植した結果， 142の受精

卵から卵子化 21日目に HAMBERGERand HAMILTON 

(1951)の発生段階 44から 45と考えられる 2羽の羽

色キメラ肢が得られた.これらのキメラ腔は頚部，

背部に横斑プリマスロック由来の黒色の羽毛が認め

られた.黒色の羽毛の出現部位は山川ら (1990)， 

PETITTE and ETCHES (1988)および PETITTEet al. 

(1990)の報告とほぽ一致し，今回の実験においても，

以前の研究報告にみられるのと同様に，色素細胞は

腔全体に分布したと考えられる.

図 1.卿卵 21日のキメラ匪

中央2羽は白色レグホーン旺盤に横斑プリマスロッ

ク上旺盤葉細胞を注入した結果のキメラ旺で，横斑プ

リマスロック由来の黒色の羽毛と白色レグホーン由来

の白色の羽毛が認められる.左側の腔は横斑プリマス

ロック旺，右側の腔は白色レグホーン旺である.

今回の実験では，腔盤葉細胞を注入した受精卵の

生存率および鮮化率を向上させる条件のいくつかが

明らかとなった.しかし，羽色キメラ腔は得られた

が，羽色キメラ鶏の瞬化はみられなかった点が問題

点として残された.

今後，注入方法などの物理的手段の改善と併せて，

注入移植される細胞の発育ステージの検討などが必

要と考えられる.
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ミルキングパーラーにおけるパイフライン洗浄の実態と問題点
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要 約

十勝地区 3町村 19か所のミルキングノfーラーにお

いて洗浄の実態を調査したところ，洗浄方法は 3タ

イプに大別された.第一のグループ (A)は，アル

カリ洗浄を基本に酸洗浄を週に数回実施し，洗浄の

最後は水すすぎする従来型であった.次のグループ

(B)は，沸騰水による酸洗浄を基本に定期的にアル

カリ洗浄を行うものであった.最後のグループ(C) 

は，調査対象の約半数を占め，アルカリ洗浄後酸リ

ンスで洗浄を終了し，水すすぎは行われていなかっ

た.搾乳前に至適有効塩素濃度で、殺菌されていたの

は極めて少数であった. cグループでは適切な酸リ

ンス剤と濃度の管理が必要で、あると判断された.

緒面

近年，酪農の大規模化とともに，乳牛の管理方式

や搾乳装置に従来とは異なった方式を採用する例が

みられるようになってきた.搾乳室を独立させたミ

ルキングパーラ一方式で搾乳を行う酪農家は十勝だ

けでも 136戸を数え，今後さらに増加の方向にある

と推定される. ミルキングパーラーには，一度に多

頭数の搾乳が可能なパイプライン搾乳システムを装

備することが多く，搾乳作業ばかりでなく殺菌，洗

浄についても高度に自動化が進み，従来の牛舎内パ

イプラインによる搾乳方式とは大きく異なった作業

体系となっている.そこで， ミルキングパーラー設

置酪農家におけるパイプラインミルカーの洗浄，殺

菌に注目し，実態把握を行うとともにいくつかの間

題点について検討した.

材料と方法

1992年 8月から 11月にかけて，十勝管内芽室町(5

戸)，清水町 (8戸)，中札内村 (6戸)の 3地区 19戸

のミルキンクゃパーラー設置酪農家を調査対象として

選定した.調査は， 2名以上の調査員のグループで搾

乳開始時刻の約 1時間前に現地に到着し，洗浄・殺

菌の手順，使用薬剤の種類・使用濃度，循環時間・

温度，洗浄液・殺菌液，すすぎ液量などを中心に観

察，実測した.

結果と考察

調査対象酪農家におけるパイプラインミルカーの

機種を表 1に示した.調査した 19基のうち 10基は

米国製， 8基がヨーロッパ製(イギリス 6，ドイツ 1，

スウェーデン 1)，1基が日本製であった.洗浄方法

は機種ごとに異なっていたが，同一機種間では Ful-

lwood社製を使用している場合を除いてはぽ類似し

たものであった.洗浄方法は，酪農家自身が設定し

た変法で実施されていた 2基を除き， 3タイプに大別

できた.洗浄タイプの比較を表 2に示した.洗浄タ

イプAは，いわゆる従来型で，アルカリ洗浄を基本

として数日に l度酸洗浄を実施する方式で，洗浄の

最後に冷水または温水によるすすぎ行程が設定され

Cleaning and Sanitizing Routine of Milking Machines in Milking Parlor: Jun NISHIBU， Narumi 

MANABE， Hideko ARIGAぺAtsushiNISHIMURA *， Shin T ANAKA * and Takanobu TANAKA * (Milk Testing 

Laboratory， Tokachi Federation of Agricultural Cooperatives. *Laboratory of Food Science and 

Technology， Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine， Obihiro-shi 080) 
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表 1.調査対象パイプラインミルカー

機 種 製造国 調査例数

ALFA-LAVAL スウェーデン 1 

Gascoigne イギリス

WESTFARIA イ 、ソ l 

ORION 日 本 1 

Fullwood イギリス 1 

Fullwood イギリス

BOUMATIC 

SURGE 

Universal 

米

米

米

洗浄タイプ

A(アルカリ洗浄型)

4 B (酸洗浄型)

国

国

国

円
L

d

斗
A
d
A
T

型スン酸カ'レ，
/
 

アF
し

、I
l
l
1
1

、fi
l
l
-
J

表2.パイプライン洗浄タイプの比較

搾 乳 前 搾 手L 後

洗浄タイプ 殺菌・すすぎ 予洗 本 洗 浄

塩殺素菌 す水すぎ 水洗い
アルカリ 酸 7]( 
洗浄 洗浄 すすぎ

A 
。 。 。

アルカリ洗浄型
× 。 。 ム 。

× × × 

B × 。 。

酸洗浄型 × × × ム 。 。

C 
。 × 。 。 。

アルカリ・酸リンス型
× 

。:行う，ム:日を決めて行う， x 行わない

たものであった.

洗浄タイプBは沸騰水による酸洗浄を基本とした

型で，洗浄水が常に補充，排水されるため，洗浄後

半では実質的にすすぎが行われていた.これらの機

種では，アルカリ洗浄は 4日-7日に 1度程度行われ

るのが通例であるが， 2か月近く実施していない例も

あった.

洗浄タイプCは，米国製パイプラインミルカーに

採用されており，アルカリ洗浄の後酸リンス液を循

環させて洗浄を終了するもので，水すすぎの行程は

省略されていた.酸リンス液使用の利点について

PHILPOT and NICKERSON (1986)， MITCHELL (1988) 

は，塩素化アルカリ洗剤の残留塩素の中和， ミネラ

ル成分の沈着防止，低 pHによる細菌繁殖防止を挙げ

ている.

洗浄行程についてみると，まず，洗剤洗浄の前に

40
0

C前後の温水で、機器の内面をすすぎ(予洗)，付着

した生乳をある程度除去しておけば洗浄効果を得や

すい.洗浄タイプCでは全機種が予洗行程を取り入

れていたが，タイプAでは 3機種のみが実施，タイ

プBでは予洗を実施していなかった.予洗を実施し

ていた 13基の予洗開始時および終了時の水温変化を

図 1に示した.開始時の水温は 64
0

Cから 34
0

C，終了

時水温は 43
0

Cから 2TCの範囲で，開始時水温が高い

ほど終了時水温も高い傾向にあった.予洗時の水温

が 50
0

Cを越えると熱変性した乳成分が機器内面に付

着する可能性が考えられ，35
0

C -50
o

Cが適当とされ

ている.また，水温が低過ぎると脂肪が溶融せず予

洗効果が得にくいため，水温の調節に十分注意を払

うべきである.

つぎに，アルカリ洗浄時の水温の変化について，

実測可能で、あった 14例について図 2に示した.洗浄
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図 1.予洗時の洗浄液温度の変化

開始時水温は 7TCから 58
0

C，終了時では 50
0

Cから

31
0

Cの範囲にあり，洗浄終了時の水温が低過ぎると

思われる例が一部に認められた.なお，洗浄タイプ

Bでは，いづれも熱湯 (78
0

C以上)による酸洗浄が

行われていた.

調査中多数例を占めた洗浄タイプCにおける洗剤

濃度と循環時間を表 3に示した.アルカリ洗剤濃度

は0.61%から 0.19%の範囲で，平均 0.44%，循環

時間は 12分から 6.5分の範囲で，平均 10.5分であ

った.アルカリ洗剤の製造業者推奨使用濃度は 0.2%

-0.5%であり，調査結果から対象酪農家はほぼ適正

℃ 

80 

0 開始時

70 

洗

浄 60

液

温 50

度

40 

30 

5 19 14 2 12 6 4 16 18 15 3 17 1 8 (調査番号)

CCCCACCCCCACAA(洗浄タイプ)

図2.アルカリ洗浄時の洗浄液温度の変化

範囲で，平均 0.22%であった.循環時間は 9分から

2.5分，平均 4'.9分とアルカリ洗浄時の約半分の時間

で終了していた. MITCHELL (1988)は，酸リンス液

は酸性洗剤とは異なった成分組成を持ち低濃度で使

用すべきであると述べているが， 日本国内での入手

は必ずしも容易で、はなく代替品として酸性洗剤を使

用する例が多かった.そのため酸リンスを酸性洗剤

の使用推奨濃度にしたがって使用する例が見うけら

れた.洗浄タイプCでは洗浄終了時に水すすぎが実

施きれないため，先の酸性洗剤の代替使用例からパ

イプライン内に高濃度の酸性洗剤jが残留する可能性

濃度で使用していたと思われる.また，循環時間に が考えられる.実際に，洗浄終了時の排水がpH4を

ついてもほぼ妥当であると考えられる. 示す例もあり，洗浄液水槽にきびが認められるもの

一方，酸リンス液の濃度は， 0.6%から 0.07%の もあった.高濃度の酸はステンレス鋼の表面を腐食

衰3.洗浄タイプCにおける洗剤使用濃度と循環時間

アルカリ洗浄 酸 ン ス

調査番号 濃度 循環時間 濃度 循環時間
(%) (分) (%) (分)

19 0.61 12 0.15 3.5 

2 0，60 11 0.60 9 

17 0.57 10 0.27 5 

18 0.56 11 0.15 2.5 

5 0.41 10 0.36 4 

6 0.40 11 0.17 6 

14 0.38 12 0.13 7 

15 0.38 9 0.19 5 

16 0.30 6.5 0.09 2.5 

4 0.19 12 0.07 4 

(平均::tSD) 0.44::tO.14 10.5::t1.7 0.22::tO.16 4.9::t2.0 
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2 (調査番号)

c (洗浄タイプ)
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図3.搾乳前殺菌時の殺菌剤濃度

殺菌後のすすぎは設定されておらず，配管の勾配で

排水したり，空気を強制的に通過させて乾燥させる

ことにより機器内面の残留を最小限とする方法がと

られていた.塩素殺菌の場合は，低濃度のために十

分な殺菌効果が得られないことも問題であるが，必

要以上の高濃度でも効果は逆に低下し，ノfイプライ

ン内に残留する恐れがあるので，正確な濃度を守る

よう，計量または液量調節を行わなければならない.

洗浄タイプBでは，殺菌剤は使用しておらず， 1例

のみがパイプライン内に熱湯 (72-82
0

C) を通過さ

せていた.

表 4に，本調査により得られた各洗浄タイプの特

性と，使用にあたって留意すべきと思われる点につ

させる可能性があり，生乳の品質面ばかりでなく経

済面からも適切な濃度を守るべきである.

搾乳前の殺菌についてみると，洗浄タイプAの2機

種および洗浄タイプCの全機種で殺菌行程を取り入

れていた.殺菌剤はすべて 6%次亜塩素酸ナトリウ

ム液を希釈して使用していた.殺菌液調製後の有効

塩素濃度を図 3に示したが，最低が 77ppm，最高が

360 ppmと酪農家聞に大きな差が認められた.有効

塩素濃度は 200ppmが最も効果的とされており，適

正濃度での使用はわずか 2例のみにとどまった.

P ALMER (1991)は，塩素殺菌の後には清浄水ですす

ぎを行い，機器内面の残留殺菌剤を除去することを

推奨している.しかし，プログラムされた行程には

表4.洗浄タイプの特性と使用上留意すべき点

占

①牛舎内パイプラインの主流 ①定期的な酸洗浄が必要

②大部分の洗剤が使用可能 ②全自動化が困難

③装置が単純 ③手動操作による殺菌が必要な場合あり

B 酸洗浄型 ①短時間で洗浄可能 ①温水のコスト(高温)

②高温による殺菌効果 ②定期的なアルカリ洗浄必要

③装置が単純 ③手動操作による殺菌が必要

C アルカリ・酸リンス型 ①洗剤塩素残留が最小限 ①水すすぎの大幅省略による洗剤、殺

②ミネラル残留の防止 菌剤残留の可能性

③低pHによる細菌繁殖抑制 ②酸リンスの入手に難あり

④洗浄・殺菌の自動化 ③装置が複雑
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いてまとめた.洗浄タイプAは，現在も牛舎内パイ

プラインの主流を占める洗浄方法で，酪農用洗剤は

この方式を念頭に調製・販売されているものが大部

分である.しかし，人為的な操作によって定期的に

酸洗浄を実施しなければならず，洗浄の完全自動化

に至っていない.搾乳前に殺菌を実施するようプロ

グラムきれた機種とそうではない機種がある.洗浄

終了後次の搾乳までには 10時間以上経過することが

多く，機器の生乳接触面にわずかでも細菌の残存が

あればこの間に増殖し，生乳の細菌汚染を引き起こ

す可能性がある.プログラムに殺菌行程が組み込ま

れていない機種では，手動操作による殺菌，すすぎ

が必要で、ある.

洗浄タイプBは，酸性高温洗浄液で短時間に洗浄

を終了できる反面，高温水を得るためのエネルギー

コストや，定期的なアルカリ洗浄を怠ると汚れが蓄

積しやすい点などに留意すべきである. BRAMLEY 

(1992)は，このタイフ。の洗浄では殺菌は温度に依存

するため，洗浄液温度の低下は致命的で、あるとして

いる.搾乳前の殺菌行程は手動操作が必要で、あるが，

実際に殺菌を行っているのは 1例のみにとどまって

いた.

洗浄タイプCでは，洗浄は高度に自動化されてお

り，操作者は洗剤を補給して運転スイッチを起動さ

せるだけでよい.しかし，水すすぎの行程なしに洗

浄が終了するので，酸リンス液の濃度を適切に守る

ことが重要で、ある.搾乳前の殺菌行程もあらかじめ

プログラムされており，自動的に運転される構造で

あるが，殺菌後のすすぎ行程がないため，排水時間

が十分確保できるよっな運転開始時刻の設定に加え

て，パイプライン設置の段階で配管勾配を正確に守

るなどの点に留意すべきである.また， 自動化が進

むあまり，操作者が洗浄，殺菌の各行程を監視する

頻度が低下したためと思われる問題点も一部で見ら

れ，洗浄液があふれだしたり，洗剤が注入されない

まま洗浄行程が開始されるなどの事例があった.水

温や洗剤，殺菌剤の量，洗浄液量，時間などが設定

したとおりに運転されているか否かについて，定期

的に確認を行うべきであると考えられる.
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飼育舎内におけるニホンジカの一般行動

相馬幸作・増子孝義・石島芳郎

東京農業大学生物産業学部，網走市 099-24

(1994. 2. 1 受理)

キーワード:行動，養鹿，エゾシカ，ヤクシカ

い， 1992年 2月より 11月までに冬期，春期，夏期， 査を行った.

秋期の 4期に分け，採食，反拐，飲水，休息、，睡眠，

排世，身づくろい，探索，運動，その他の 10項目に

ついて調査を行った.調査項目の内，採食，反努，

休息の 3行動については，採食行動が飼料給餌後の

朝方と夕方に集中し，反努行動は休息行動中に多く

観察された.休息行動は採食行動後の日中に多く観

察された.また，幼獣はほとんどの行動を休息行動

に費やしていた.行動の回数と時間については，両

シカ共に採食行動と休息行動の 1時間当たりの行動

回数に季節変化は認められず，行動時間は採食行動

時間に費やす割合が夏期は他の季節よりも長く，休

要 約

シカの飼養管理に関する研究の一環として，飼育

舎内でのシカの一般行動について調査を行った.調

査はエゾシカ (Cervusn争ρonyesoensis)およびヤ

クシカ (CervusniPpon yakushimae)のそれぞれ雄

成獣 l頭，雌成獣 1頭，雄幼獣 l頭の合計6頭を用

息行動は冬期に著しい減少がみられた.

緒亘

近年，わが国において鹿肉(ベニスン)や鹿茸(ベ

ルベット)の生産を目的に養鹿事業が注目されるよ

うになり，ニホンジカ (CervusniPpon)やアカシカ

(Cervus elaPhus)の養殖が各地で行われ始めている

(玉手;1984). しかし，わが国に生息する野生ジカ

は保護下にあり，養殖に野生ジカを活用することが

できず，養鹿に関する研究も立ち遅れており，野生

ジカの活用も含めて養鹿に関する飼養管理技術の確

立が急務と考えられる.

著者らは，エゾシカ (CervusniPpon yesoensis) 

およびヤクシカ (CervusniPρon yakushimae)を導

入し，シカの飼養管理に関する一連の研究(石島ら，

1990，増子ら;1992，横演ら;1991)を行っており，

本研究ではシカの飼育舎内で、の一般行動について調

材料と方法

調査には，本学動物資源学研究室にて飼養してい

るエゾシカの雄成獣 1頭と雌成獣 1頭，雄幼獣 1頭

(5日齢)およびヤクシカの雄成獣1頭と雌成獣1頭，

雄幼獣 1頭 (41日齢)の合計6頭を用いた.これら

ニホンジカは，朝(冬期は 9時，その他は 8時)，タ

(16時)の 2回，乾草を飽食量給与され，朝のみ規格

外小麦を適量給与された.また，夏期には 1日2回，

芝草(イネ科主体)も飽食量給与された.なお，こ

れらニホンジカの飼養施設の概要を図 1に示した.

調査期間は，表 1に示したように 1992年 2月から

11月にかけて，冬期，春期，夏期，秋期の 4期に分

け，調査日数を冬期 3日間，春期，夏期，秋期は 7日

間とした.調査時間は基本的に朝の飼料給餌後から

日没までとし，冬期は 7時間，春期と夏期は 12時間，

秋期は 9.5時間行った.

調査項目は採食，反錦，飲水，休息，睡眠，排池，

身づくろい，探索，運動，その他の 10項目で，それ

ぞれの行動時間や行動の様子を肉眼観察し，秒単位

で記録した.また，環境との関わりを考慮するため，

General Behavior of The Sika Deer (Cervus niPpon) under Housing: Kousaku SOUMA， Takayoshi 

MASUKO and Y oshiro ISHI]IMA (Laboratory of Animal Resources， Faculty of Bioindustry， Tokyo 
University of Agriculture， Abashiri-shi 099-24) 

北畜会報， 36: 57-62 - 57- 1994 



冬 期

春期

夏期

秋期

N 

10.8m 

相馬幸作・増子孝義・石島芳郎

表 1.行動調査日および調査時間帯

調査 日

(調査時間帯)

調査 日

(調査時間帯)

調査 日

(調査時間帯)

調査 日

(調査時間帯)

|日一給水器

エゾシカ ヤクシカ

2月20日-21日， 3月11日

5月25日-31日

(7:00-19:00) 

7月24日-30日 8月4日-10日

10月20日-26日 10月27日-11月2日

【ヤクシ力舎】

15.0m 

仁二コ
草架

(屋根無し)

〔パドック〕

C=t=J 
草架

(屋根無し)

〔パドック〕

【エゾシ力舎】

20.0m 

フェンス

/ ...J，... ./ ./"'1. 

5.0m 

〔休息場〕

(屋根付き)

日一飼槽

(屋根付き)

〔休息場〕

図 1.シカ飼養施設の概要

壁

観察期間中の天候，気温，湿度についても記録を行

った.

行動の占める時間が多かった.それぞれの行動時間

帯を見ると，採食行動は給餌が行われた朝方や夕方

に集中し，昼間にも観察された.休息行動は成獣で

は昼間に多く認められた他，採食行動後の朝方や夕

方にも観察された.幼獣では昼間を中心にその前後

の時間帯にも多く見られた.また，成獣の休息、行動

は採食行動や反拐行動と同時に行われることが多く，

反努行動は休息行動が観察された時間帯に見られた.

冬期では夏期の場合と同様に採食行動に費やす時間

が多かった.冬期の休息行動は夏期よりも頻度が少

ない代わりに，昼間の前後の時間帯に睡眠行動が認

められた.また，反調行動も夏期ほど多く見られな

結果および考察

飼育舎内におけるニホンジカの行動には，調査項

目にあげた 10項目すべてを観察したが，その内，採

食行動，休息行動，反努行動および睡眠行動に限っ

て各期における 1日の行動時間帯を図 2および3に

示した.なお，本調査では横臥状態をすべて休息行

動とみなし，睡眠行動は横臥かつ閉眼状態にある時

とした.夏期では，エゾシカ，ヤクシカ共に成獣は

採食行動に占める時聞が多かったが，幼獣では休息
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時刻(時)

16 17 18‘ 19 

エゾシ力雄成獣

エゾシカ雌成獣

ヤクシ力雄成獣

ヤクシ力雌成獣

ヤクシ力雄幼獣

エゾシ力雄成獣

ヱゾシ力雌成獣

エゾシ力雄幼獣

ヤクシ力雄成獣

ヤクシ力雌成獣

ヤクシ力雄幼獣

図2. 1日の行動の様子

*上段:春期(観察4日目)

**下段:夏期(観察4日目)

図 探 食 行 動

休息行動

かった.なお，秋期において，エゾシカ雌成獣では

休息行動および睡眠行動が多く見られた.これは，

秋期観察の 2日目に外傷により死亡したため，死亡

に至る前兆であったと思われた.

シカの行動を調査した野生ジカ(大泰司・出羽;

1971)や奈良公園のシカ(安藤・滝;1975)，放牧ジ

反調行動

童書睡眠行動

X吸乳行動

カの報告(斎藤;1990，辻井;1987)でも，採食行

動，休息行動，反調行動を行う時間帯ならびにこれ

らの季節による違いは，上述した本調査とほぽ同様

であった.そこで，採食行動，反努行動，休息行動

と続く一連の流れは，反錦動物特有のものと考えら

れた.しかし，ヤクシカの冬期におけス行動には，
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前述した一連の流れは見られなかった.これは，冬

期間の寒冷時期におけるヤクシカとエゾシカとの行

動パターンの違いが現れた可能性があり，今後の検

討が必要で、あると考えられた.

幼獣(授乳期)の採食行動は，夏期は吸乳行動が主

体であったが，秋期にはほとんど観察されず，幼獣

の日齢との関係があると思われた.休息行動は座位

で行われることが多かったが，エゾシカとヤクシカ

の雌成獣では立位で行うこともあった.幼獣の休息

は，休息場内の飼槽の陰などに隠れるようにして行

本調査における採食行動は立位や座位で行われ，

時には飼料を前脚や角で掻き分けることがあった.

時刻(時)

78  9 10 11 12 13 唱4 15 唱6 17 18 19 

エゾシ力雄成獣 lt\~fIIUI ~~ IIIJ nm m ~1 I~IIIII昌:111111111111ヨ11 IHW!III.~IIIIIIII闘1IIIIIIIffl

エゾシ力雌成獣

エゾシカ雄幼獣

ヤクシ力雄成獣

ヤクシカ雌成獣

ヤクシ力雄幼獣

エゾシ力雄成獣

エゾシカ雌成獣

ヤクシ力雄成獣

ヤクシ力雌成獣

ヤクシ力雄幼獣

|1~IUilm国 mtl 層~ m m f%]Jjj 

lfl隊，，'冨自i:;;;:::5133;jilli

|~tl}};言 I~IIII[Jf::ll) 
図3，1日の行動の様子

*上段:秋期(観察 1日目)

**下段:冬期(観察 2日目)

附嗣

l~~~I~1 UIIIIIIIIIIIIIIIIIII 

図採食行動 画反鍔行動 X吸乳行動

休息行動 冨睡眠行動
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飼育舎内のニホジジカの一般行動

表2.採食・休息行動の平均行動回数および平均行動時間

t采 食 行 動 休 息 行 動

春期 夏 期 秋期 冬期 春期 夏期 秋期 冬期

行動回数(回/日) 44.57 56.14 36.29 26.33 15.71 16.57 10.14 7.67 

エゾシカ (回/時) 3.71 4.68 3.82 3.76 1.36 1.38 1.07 1.10 
総行動時間(分) 1，213.12 2，360.51 709.93 463.34 2，249.94 2，219.50 1，609.57 136.32 

雄成獣 平均行動時間(分/日) 173.30 337.22 101.42 154.54 321.42 317.07 229.94 45.44 
全観察時間に占める割合 (%)1) 24.07 46.84 17.79 36.80 44.64 44.04 40.34 10.82 

行動回数(回/日) 52.00 48.00 一一一 2) 27.33 16.43 8.00 一一一 2) 7.00 

エゾシカ (回/時) 4.33 4.60 一一一 2) 3.90 1.36 0.67 一一一 2) 1.00 

総行動時間(分) 1，230.22 2，059.07 2) 323.83 2，003.27 1，580.89 一一一 2) 354.66 
雌成獣 平均行動時間(分/日) 175.75 294.15 一一一 2) 107.94 286.18 276.64 一一_2) 118.22 

全観察時間に占める割合 (%)1) 24.41 40.85 一一一 2) 25.70 39.75 38.42 一一一 2) 28.15 

行動回数(回/日) 47.57 46.00 32.86 26.00 19.71 20.71 9.14 8.00 
(回/時) 3.96 3.83 3.46 3.71 1.64 1. 73 0.96 1.14 

ヤクシカ 総行動時間(分) 1，386.30 2，213.54 1，102.80 447.81 1，811.16 1，612.40 1，514.22 192.67 
雄成獣 平均行動時間(分/日) 198.04 348.27 157.54 149.27 258.74 230.34 216.32 64.22 

全観察時間に占める割合 (%)1) 27.51 48.37 27.64 35.54 35.94 31.99 37.95 15.29 

行動回数(回/日) 44.43 49.43 46.29 22.67 19.14 11.00 7.86 6.00 

(回/時) 3.70 4.12 4.87 3.24 1.60 0.92 0.82 0.86 
ヤクシカ 総行動時間(分) 1，660.97 2，696.59 1，600.76 579.93 1，147.36 955.35 1，141.66 104.85 
雌成獣 平均行動時間(分/日) 237.28 385.23 228.68 193.31 163.91 136.48 163.09 34.95 

全観察時間に占める割合 (%)1) 32.96 53.50 40.12 46.03 22.77 18.96 28.61 8.32 

1 )全観察時間に占める総行動時間の割合

2 )エゾシカ雌成獣については、秋期観察開始2日目に死亡したため、データーから除外

うことが多かった.飲水行動と排池行動は各行動の 休息行動に費やす 1回当たりの時間と占める割合は，

合間に行われ，水牛(大谷ら;1987)や放牧馬(木 著しく減少した.

村;1992) に認められる一定のパターンは見られな ニホンジカの季節的行動パターンは，成獣では秋

かった.身づくろい行動や探索行動は，各行動の合 期から繁殖期に入札繁殖行動が多くなる(三浦，

間に行われた.運動行動は，ノ守ドックの端をフェン 1986).特にこの傾向は少頭数で飼うよりも群飼にお

スに沿って初復することがほとんどで，パドックの いて顕著に観察されることから，群飼における行動

中央を歩くことは少なかった.また，幼獣では母ジ は，本調査結果よりも季節的変化が大きいと予想さ

カに追従して歩くことが多かった.その他の行動で れ，今後の検討が必要で、ある.また，これまでの研

は，育児行動や繁殖行動，クゃルーミング，子ジカの 究では，ニホンジカの採食量は季節性を示して冬期

遊ぴの行動などが観察された. に低くなり，体重増加はこの時期に停滞することが

次に，採食行動と休息行動の平均行動回数および 知られている.その原因は採食量を刺激するホルモ

平均行動時間を表 2に示した.採食行動では，エゾ ンの消長が関係すると報告されているが，詳細は明

シカ，ヤクシカ共に 1時間当たりの行動回数は 3-4 らかにされていない.本調査でも，秋期，冬期は採

回で，季節聞の差は少なかった.全観察時間に占め 食に費やす時間が夏期に比べて少ないことが観察さ

る採食行動時間の割合は，夏期は 41-54%に達し， れたが，繁殖期以降における雄・雌ジカの行動，特

1回当たりに費やす時間も多かった.秋期，冬期およ に繁殖行動と採食行動について，今後の詳細な調査

ぴ春期では，採食時間の割合および、 l回に費やす時 が必要で、あると考えられた.

間も夏期に比べて少なかった.休息行動では，エゾ 以上の行動観察結果より，採食時間が冬期に減少

シカ，ヤクシカ共に 1時間当たりの行動回数は 1回 することから，肉の生産を目的とした場合に冬期の

程度で，季節聞の差は少なかった.しかし，冬期は 体重の減少が懸念されるため，ニホンジカの生理面
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も含めた飼養管理の基礎研究が必要であると考えら

れた.飼育施設の面でも，出産時期には雌ジカが安

心して分娩でき，新生児が休息しやすい環境(隠れ

場の設置など)が必要と思われ，なおかつ管理者か

らそれが確認できるよっな工夫が必要で、はないかと

思われた.また，秋期にエゾシカの雌成獣が死亡し

た原因がエゾシカ雄成獣の角が腹部に刺さったこと

によることから，利用価値のある袋角の時期または

枯れ角になった時(袋角の皮が剥けた時)に切除す

ることで，他の飼育個体および管理者の安全性が確

保できると思われた.
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デイツピング方法と乳中ヨウ素イオン濃度について

有賀秀子・西村篤史・田中 伸・田中隆伸・西部 潤*・真鍋就人*

帯広畜産大学生物資源利用学，帯広市 080

十勝農協連生乳検査センターペ帯広市 080

(1994. 2. 1 受理)

キーワード:ヨードホールデイッピング，ポストテ、、イツピング，フ。レディッピング，バルク乳，ヨウ素濃度

要約

十勝地区のミルキングパーラーで，搾乳時のヨウ

素剤によるテYッピングを立ち会い調査した.次に

同管内から選定した 119バルクの生乳中ヨウ素濃度

を測定し，ディッピング処理法の乳中ヨウ素濃度に

対する影響を検討した.

その結果，ポストデイッピングでは適正濃度での

使用が%を占めていたが，使用テ。イッピング剤はい

ずれも搾乳直前の使用が禁止されているもので，プ

レディッピングではかなり高濃度で使用されている

傾向にあった.

無処理群では，乳中ヨウ素濃度の最高値が242ppb 

で，最低値は 100ppb以下，平均値は 123.5ppbであ

った.ポスト群では平均値は 200ppb程度て沿ったが，

最高値が 1，000ppbを超える試料もあり，プレ・ポス

ト群では最高値，平均値，最低値ともに高くなり，

無処理より明らかに濃度が上昇した.

緒 言言

= 

乳房炎は経済動物である乳牛において，その経済

損失をもたらす大きな原因となっている.通常， 日

常的な搾乳作業にその発症の原因が大きく関わって

いるところから，その予防のため，搾乳時に乳頭の

殺菌・消毒がなされるケースがわが国でも多く見ら

れるようになってきた.この乳頭のディッピングは

搾乳後に行われるポストディッピングが一般的であ

るが，搾乳前のプレテ。イツピングも一部で実施され

ている.

BARRIOS (1976)は有効ヨウ素濃度 5，000ppmのデ

イッピング剤を用い乳頭をポストテ、、イツピングする

と，乳中ヨウ素濃度を上昇させることを報告した.

さらに，ポストデイツピングが乳中ヨウ素濃度を高

めていることをDUNSMORE(1976)やHEMKEN(1980)， 

BRUHN and FRANKE (1985)などが報告し，また，

乳中への残留ヨウ素量は搾乳前処理によって大きく

影響を受けると述べている.

一方 HILLERTONet al. (1993)は，乳房炎の発生，

乳中細菌数と細胞数，バルク乳中ヨウ素濃度に対す

るプレディッピングの効果は認められないと報告し

ている.このようにデ〉イツピングの功罪についての

評価は未だ一致を見ない点がある.

現在わが国で用いられているデイッピング剤はヨ

ウ素系製剤が大半を占め， 日本動物薬事協会(1987)

によると，乳房炎予防用ディッピング剤では一般に

有効ヨウ素濃度 5，000ppmでの使用が勧められてい

る.一方，汎用の畜産殺菌消毒剤であるが乳頭消毒

にも使用できるヨウ素系殺菌剤も用いられており，

これらについては， 日本動物薬事協会 (1987)では

有効ヨウ素濃度 44-87.5ppmで使用するように指示

している.

このように市販のデイッピングに用いられる薬剤

はその性質によって使用濃度が大きく異なり，さら

に搾乳直前の使用が禁止されているなど，酪農家で

Correlation between dipping treatment and concentration of iodine in bulk milk: Hideko ARIGA， 
Atsushi NISHIMURA， Shin TANAKA， Takanobu TANAKA，ワunNISHIBU and *Narumi MANABE (Obihiro 
University of Agriculture and Veterinary Medicine， Laboratory of Food Science and Technology. 
本TokachiFederation of Agricultural Cooperatives， Milk Testing Laboratory， Obihiro-shi 080) 

北畜会報， 36: 63-66 - 63- 1994 
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使用する場合混乱を来たす可能性が考えられるので，

その実態を把握する目的で本調査を実施した.さら

にディッピングが乳中ヨウ素濃度を高めるという報

告もあるので，バルク乳のヨウ素濃度を測定しテ、、イ

ッピングとの関連を調べた.

実験 方法

1 .デイッピングの立会調査の対象

十勝管内で， ミルキングパーラーで、搾乳を行って

いる 19酪農家を選定し，搾乳時に立会し，テ、、イツピ

ングの実施方法について調査した.

対象は芽室町 4酪農家，清水町 9酪農家，中札内

村 6酪農家の計 19酪農家である.調査は 1992年 8月

から 11月の 13日間で，プレ・ポストの別，使用デ

イッピング剤の種類と濃度，ディッピング前後の処

理，テ、、イツピング液の調製と保管の他，参考調査と

して乳房の衛生状態，洗浄方法などについても実施

した.

2.バルク乳のヨウ素濃度の測定

十勝管内から 6か町村(中札内村，大樹町，清水

町，陸別町，音更町，芽室町)を選定し，ディッピ

ング処理別(無処理群，ポストテ、、イツピング群，プ

レ・ポストディッピング群)バルク乳をそれぞれ約

40試料採取した.

ヨウ素濃度の測定は， ORION 94-53 BN型ヨウ素

電極と ORION90-10型シングルジヤンクション比較

電極を装着した ORIONEA 929型イオンメーターを

用い， CRAVEN and GRIFFITH (1977) および

LACROIX and WONG (1980) の報告を参考に直接法

で、行った.試料中に電極をセットし，撹持しながら

電極の安定を待ち測定した.試料は繰り返し測定し

測定値の変動係数が 3%未満の値を用いた.

結果および考察

1 .ミルキングパーラーでのテpイツピングの実態

本調査は 19パーラーについて行われたが，その中

でポストディッピングを実施していたのは 15パーラ

ーであり，残りの 4パーラーではプレ・ポストテ、、イ

ッピングをイ井用していた.ポストテ、、イツピングのみ

のパーラーでは搾乳前に乳房洗浄が行われていたが，

プレディッピングでは乳房洗浄をしないで、テ、、イッピ

ングをした後，ペーパータオルで拭き取ってティー

トカップを装着していた.そのため，付着した汚物

がほとんど除去されないままにヨウ素剤で処理がな

されるケースが多く， ヨウ素の効果が低減される可

能性があった.ディッピング処理は洗浄処理とは異

なるわけであるから，殺菌・消毒剤を洗浄剤と区別

して認識し，使用する必要性を徹底させることが大

切であろう.

用いられていたデイッピング剤は，表 1に示した

ようにポストについては， ヨードホールと皮膚保護

剤を配合した乳頭浸漬消毒剤の使用が多く，銘柄 Cを

はじめ他の 3種と合わせてこのタイプが最も多かっ

た.ヨウ素系殺菌・消毒剤の使用も 1例見られた.

プレディッピングでは，実施 4例中 3例がヨウ素系

殺菌・消毒剤で，いずれも搾乳直前の使用が禁止さ

れているものであった.

表 1.各種ヨウ素製剤のデイッピングでの使用状況

薬剤の種類

ヨードホールと皮膚保

護剤を配合した乳頭浸

漬消毒剤

ポストディ 7'レテV
銘柄

ッピング ッピンク、、

C 12 1 

1 3 

L 1 

W 2 

C 1 2 
汎用ヨウ素系殺菌消毒剤 一

F 1 

使用濃度についてみると，ポストディッピングで

は， 19例中適正濃度での使用は 14例 (74%)で，や

や希薄および適正濃度の%程度での使用が3例認め

られた.高濃度での使用は 2例で， うち 1例は汎用

のヨウ素系殺菌・消毒剤を 40倍もの高濃度で使用し

ていた.一方，プレディッピングでは搾乳直前の使

用自体が問題であるが，さらにその濃度は 4例中 3例

までが，汎用のヨウ素系殺菌・消毒剤を乳頭消毒用

の適正濃度の 10倍の高濃度で使用していた.

ポストディッピングは，搾乳直後になされている

場合が 19例中 7例で， 11例が3分以内，残り 1例も

5分以内に処理されていた.ポストディッピングは，

乳頭孔がまだ聞いているうちになされなければ効果

が期待きれない.この点においては，ほぽ満足すべ

き状態にあった.

一方，プレテVッピングについては，殺菌・消毒

効果があり，なおかつ処理剤が乳中に混入しない方

法でなければならない.本立会調査の結果では， 4例
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中3例が処理後 l分以内にペーパータオルで拭き取

っていた.殺菌・消毒剤の乳頭との接触時間が長す

ぎると乾燥して完全に拭き取ることは困難で、あるし，

接触時間が短かすぎると消毒効果は低減きれる.接

触時間は少なくとも 30秒は必要で、あるとされている.

この点からは殺菌・消毒効果は期待されたが，ペー

ノfータオルの簡単な拭き取りで，処理液を完全に除

去できたかについては疑わしい状況にあった.また

ポストデイツピング剤を使用した場合には，搾乳前

によく洗浄することが必要で、あると指示されている

が，プレ・ポストを行っている場合には搾乳前に洗

浄をしないので，乳中への混入が心配される.

ディッピングは，ポストではスプレー方式が約%

であったカヘフ。レデPイッピングでは 41列中 31列まで

がディッパーを用いており，スプレーに比べ，均一

にかつ多量の薬液が付着する傾向にあった.

このように，ポストディッピングでは，その処理

方法は比較的適正に行われていたが，プレディッピ

ングは本質的な問題をはじめ，その処理方法も問題

が多く，かつ混乱していると判断された.

これらを総合的に考慮すると，生乳中への混入の

危険はポストに比べプレがはるかに大きいと考えら

れるが，酪農家の現場ではプレテーイッピングの導入

が進んできている.これらのことから，テ、、イッピン

グ，特にプレディッピングに対する適切な指導方針

が速やかに確立される必要があろう.

2.バルク乳のヨウ素濃度の実態

採取した 119試料のヨウ素濃度は，最小値が78ppb 

で最大値は 1，100ppbと試料間濃度差が大きかった.

最小値は無処理群で，最大値はプレ・ポストデイツ

ピング群に検出された.そこで，各試料のヨウ素濃

度分布をデイツピング処理別にみた(図 1).無処理

群では 100ppb未満が 18%程度検出されたが，ポス

トデイッピング群では約 5%，プレ・ポスト群では全

く検出きれなかった.また 200ppb未満の試料は無処

理群では 92%を占めていたが，ポスト処理群では 80%

弱，プレ・ポスト処理群では 43%と， JI慎にその割合

は低下し，ディッピング処理の実施に伴いヨウ素濃

度の高い乳が出現する傾向にあることが確認された.

またデイッピング処理別バルク乳中ヨウ素濃度につ

いては，無処理群は 123.5ppb (試料数 38)，ポスト

デFイツピング群は 208.4ppb (試料数 44)，プレ・ポ

スト群では 250.8ppb (試料数 37)で，テ、、イツピング

処理を行うことにより乳中ヨウ素濃度が有意に高ま

ることが確認された.しかし，プレ・ポストとポス

トのみの両処理問での平均値に有意な差は見られな

かった.これは，低濃度領域における出現頻度は異

なった傾向にあるようであったが，高濃度領域での

出現頻度の傾向に差が無かったことにlよるものと思

われる.

図 1.ヨウ素デイッピング、処理別バルク乳中ヨウ素濃度分布

我が国では水産物の利用量が多いため，

ヨウ素欠乏はほとんど見られず，むしろ摂

取過剰による甲状腺機能障害が心配される.

栄養所要量策定検討委員会 (1989) では，

成人の 1日当たりヨウ素の必要な量は安全

率も考慮して 100μg以上であると推定して

いる.現在の摂取量は平均 1-4mgで，ヨ

ウ素欠乏は心配なく，むしろ過剰摂取の発

生が報告されている.本調査結果のポスト

デイツピング試料から換算すると 200ppb程

度の乳ではカップ2杯で 80μg程度の，さ

らに最高濃度の 1，100ppbではカップ1杯の

乳で 220μgものヨウ素を摂取することにな

る.したがって，乳中のヨウ素濃度をこれ

以上上昇させることなしむしろ低下させ

ることに務めることが必要で、あると判断さ

れる.
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ヤクシカおよびヒツジに給与したイネ科主体ロールベール乾草

および、アルフアルファヘイキューブの消化d性と窒素利用性

増子孝義・鶴田直美・石島芳郎

東京農業大学生物産業学部，網走市 099-24

(1994. 2. 7 受理)

キーワード:ヤクシカ，飲水量，排尿量，消化性.窒素利用性

要約

ヤクシカおよびヒツジにイネ科主体ロールベール

乾草とアルフアルファへイキューブを給与し，消化

試験および窒素出納試験を行った.ヤクシカの飼料

乾物摂取量(g/kgWO.75)はいずれの飼料においても，

ヒツジとの差が少なかった.ヤクシカの飲水量，排

尿量(g/kgWO.75)は両飼料ともにヒツジよりも多く，

それぞれ約1.5倍， 2.2倍であった.ロールベール乾

草を給与した場合には，ヤクシカとヒツジの消化率

に違いが見られ，特にヤクシカの NDFの消化率はヒ

ツジよりも低かった.へイキューブを給与じた場合

には，ヤクシカとヒツジの消化率に著しい違いが見

られなかった.ヤクシカにロールベール乾草とへイ

キューブのいずれを給与しても養分含量と養分摂取

量は，ヒツジとの聞に大きな差がなかった.ヤクシ

カの窒素利用性は，いずれの飼料を給与した場合に

も尿中窒素排世量(g/kgWO.75/日)が多いため， ヒツ

ジよりもイ民かった.

緒 Eヨ

わが国には，気候風土に適応したニホンジカ (Cervus

niPpon) 6亜種が生息している(石島ら;1990). こ

れらは貴重な野生動物であるが，近年の個体数の増

加は著ししそれに伴って農作物や樹木の食害が増

加している(大泰司ら;1990). ニホンジカによる食

害の被害を少しでも減少させようと個体数のコンート

ロールを検討しているが，有効な手段が見つからず，

射殺による駆除数を増加させている.一方，一部の

地域ではシカを袋角や肉の生産を目的に飼育するよ

うになり，農業と共存できるようなシカの活用が検

討されている. しかし，シカの飼育に関する研究は

少なく，飼料の利用性，適正な栄養管理については

ほとんど知られていない.

シカは一般に，牧草，木の葉，樹皮，ササおよび、

根菜類等を採食しており，食性の幅が広い(梶;1981) 

ため，牧草や飼料作物で飼育しているヒツジ，ヤギ

等の反第家畜と同様な粗飼料飼育が可能と考えられ

る.

そこで，今回の試験ではシカの粗飼料飼育に関す

る研究の一環として，イネ科玉体ロールベール乾草

およびアルフアルファへイキューブをヤクシカ (Cervus

niP戸onyakushimae)に給与し，それらの消化性と窒

素利用性を調べた.

材料と方法

消化試験および窒素出納試験

本学生物産業学部動物資源学研究室で飼育してい

るヤクシカ成雄2頭 (4歳:体重 30kg， 2歳:体重

25 kg)とヒツジ(交雑種)成雄2頭(ともに 2歳.

体重 44kg， 41 kg)に，オーチヤードグラス主体ロ

ールベール乾草(以下，ロールベール乾草という)

およびアルフアルファへイキューブ(以下，へイキ

ューブという)を給与し，消化試験と窒素出納試験

Digestion and Nitrogen Utilization of Roll Baled Grass Hay or Alfalfa Hay Cube in Yakushima Deer 
(CervusηiPpon yakushimae) and Sheep: Takayoshi MASUKO， Naomi TSURUTA and Yoshiro ISHI]IMA 
(Laboratory of Aminal Resources， Faculty of Bioindustry， Tokyo University of Agriculture， 

Abashiri-shi， 099-24) 

北畜会報， 36: 67-70 - 67- 1994 



増子孝義・鶴田直美・石島芳郎

を行った.試験は 1992年 7月 15日-8月 18日の 35

日間，供試動物を糞尿分離可能な代謝ケージに入れ

て全糞尿採取法により行い， 1試験期間は予備期 10

日間，本試験5日間とした.なお，飼料給与量はヤ

クシカ， ヒツジともに体重当たりの乾物摂取量とし

てへイキューブでは 3.0%程度，ロールベール乾草

では 2.5%程度になるようにした.飼料は日量を 1日

2固に分けて，朝 8時 30分とタ 16時 30分に給与し

た.飲水は自由摂取とし， 1日2回飲水量を測定した.

分析方法

飼料および糞の一般成分は常法により行った.NDF，

ADFおよびへミセルロースは畜産試験場の方法(農

林水産省畜産試験場;1988)によった.熱量は自動

熱量計(島津燃研式 CA-2型)を用いて測定した.

尿の窒素はケルダール法により測定した.

結果および考察

はロールベール乾草，へイキューブ給与時のいずれ

においても，ヤクシカの方がヒツジよりも約1.5倍

多かった.排尿量も飲水量の場合と同様の傾向が認

められ，いずれの飼料の給与時においてもヤクシカ

の排尿量(g/kgWO.75/日)がヒツジよりも約 2.2倍多

かった.動物の飲水量は気温，摂取飼料の水分含量

等によって影響され，気温が高いほど，飼料の水分

含量が少ないほど多くなる.この傾向はニホンジカ

においても認められている(斉藤;1990).今回の試

験ではヤクシカとヒツジをほぽ同ーの条件で実施し，

近似した乾物含量の飼料を給与しているので，両者

の飲水量が異なったのは気温等の環境や摂取飼料の

水分含量の違いが原因とは考えられず，動物が有す

る固有の特性が影響している可能性があり，今後の

検討が必要と思われる.排尿量は飲水量と密接に関

係し，飲水量に比例して増加することが知られてお

り(津田;1988)，この傾向は本試験においても認め

供試した飼料の成分組成を表 1に示した.ロール られた.

ベール乾草とへイキューブの粗蛋白質含量は，それ ヤクシカおよび、ヒツジにおける飼料の消化率を表

ぞれ 14%，19%， NDF含量は，それぞれ 71%，41% 3に示した.ヤクシカのロールベール乾草の乾物，有

であった.両飼料の総エネルギー含量には，著しい 機物，組蛋白質， NFE， ADFおよびエネルギーの消

違いがなかった. 化率は，ヒツジとの差が少なく，粗脂肪， NDFおよ

ヤクシカおよびヒツジの飼料摂取量，飲水量，排 ぴへミセルロースの消化率はヒツジよりも低かった.

糞量および排尿量を表 2に示した.ヤクシカのロー ヤタシカのへイキューブの乾物，有機物，粗蛋白質，

ルベール乾草およびへイキューブの乾物摂取量は， 粗繊維の消化率は，ヒツジとの差が少なく， ADF， 

それぞれ 61.1，75.8 g/kgWO.75/日であり，ヒツジの NDF，へミセルロースおよび、エネルギーの消化率は

乾物摂取量と差がなかった.飲水量(g/kgWO.75/日) ヒツジよりもわずかに高く，粗脂肪およびNFEの消

表 1.飼料の成分組成* 表2.ヤクシカおよびヒツジにおける飼料の

摂取量，飲水量，排糞量および排尿量

項 目
イネ科主体ロール アルファ/レファ

ベール乾草 へイキューブ 項 目 ヒツジ ヤクシカ

乾 物 85.9 87.3 イネ科主体ロールベール乾草

有機物 90.9 86.9 乾物摂取量 (g/日) 1. 038.0 733.5 

組蛋白質 13.6 19.3 乾物摂取量 (g/kgWO.75/日) 60.5 61.1 

粗脂肪 1.6 1.7 飲水量 (g/kgWO.75/日) 130.4 204.3 

N F E 40.3 39.4 乾物排糞量 (g/kgWO.75/日) 24.3 25.5 

粗繊維 35.5 26.6 排尿量 (g/kgWO.75/日) 56.2 121.4 
ー---“ー司ー『帽ーー胴ーーーーーー・ーーーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーー・』“ーー『ーー『・ーーーーーーーーー・ーーーー・・』

A D F 42.1 32.5 アルフアルファへイキューフ、、

N D F 70.7 40.8 乾物摂取量 (g/日) 1，309.1 913.7 
へミセルロース 28.6 7.7 乾物摂取量 (g/kgWO.75/日) 76.3 75.8 
粗灰分 9.1 13.1 飲水量 (g/kgW札75/日) 204.2 288.5 
総エネルギー(Mca1/kg) 4.43 4.33 乾物排糞量 (g/kgWO.75/日) 33.4 32.4 

*乾物中%
排尿量 (g/kgWO.75/日) 87.2 197.7 
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表3.ヤクシカおよびヒツジにおける飼料の消化率(%)

イネ科主体ロールベール乾草 アルフアルファへイキューフや
項 目

ヒツジ ヤクシカ ヒツジ ヤクシカ

車ち 物 59.2 57.7 56.3 57.2 

有機物 59.9 58.5 59.2 59.6 

粗蛋白質 63.7 (:)3.1 74.8 74.4 

粗脂肪 36.9 32.3 42.6 39.4 

N F E 55.9 53.7 72.0 68.5 

組繊維 64.3 62.5 30.0 30.9 

A D F 58.7 58.3 35.1 36.4 

N D F 66.3 60.8 32.7 34.2 

へミセルロース 69.0 64.4 22.4 24.7 

エネルギー 56.2 55.7 55.9 57.1 

化率はヒツジよりも低かった.ニホンジカとヒツジ 態的特徴から分類すると，ニホンジカはヒツジより

の消化性を比較した報告は少ない.小田島ら (1990) も繊維消化能力の低いタイプに属する可能性が高い

はアルフアルファへイキューブを体重当たり 2.0%給 と考えられている(小田島ら;1990). このような形

与した消化試験を実施し，ニホンジカにおける有機 態的特徴が繊維含量の高い材料を摂取した場合に消

物と ADFの消化率は夏期 (7月)にはヒツジとの間 化性の違いとなって現れたことも考えられるが，今

に有意差がなかったが，冬期(2月)には有機物， ADF 回供試頭数も少ないことから今後頭数増加，あるい

およびNDFの消化率がヒツジよりも有意に低かった は反復試験等を通じてより詳細な検討が必要と思わ

ことを報告している.アルフアルファへイキュ;ーブ

を給与した本試験では，有機物と ADFの消化率につ 表4.ヤクシカおよびヒツジにおける飼料の

いて両動物聞に著しい差が認められず，小田島ら 養分含量および養分摂取量

(1990)の夏期における消化率の結果と同様で戸あ勺た.

小田島ら (1990)はニホンジカとヒツジの消化率の

違いを飼料の消化管内通過速度と関連づけて考え，

特に冬期の消化試験で怯ニホンジカの消化管内通過

速度がヒツジよりも速しこのことが冬期において

ニホンジカの消化率が低下する原因であると指摘し

ている.

項 目

イネ科主体ロールベール乾草

養分含量(乾物中)

DCP (%) 

TDN (%) 

D E (Mcal/kg) 
養分摂取量(乾物中)

D C P (g/kgWO・75/日)

TDN (g/kgWO・75/日)

D E (Mcal/kgWO.75/日)

ヒツジ

8.7 

55.3 

2.49 

5.3 

33.0 

0.15 

ヤクシカ

8.6 

53.5 

2.47 

5.2 

32.2 

0.15 

粗繊維， ADF， NDF，へミセルロースの消化率は

両動物ともロールベール乾草よりもへイキューブで

低下している.一般に，飼料片の消化管内通過速度

は切断長の長い乾草よりもへイキューブの方が速い

と考えられており(増子ら;1977)，このことがへイ

キューブの繊維成分の消化率を低下させた要因では

ないかと推察される.一方，ロールベール乾草では

粗繊維， NDF，へミセルロースの消化率がヒツジに

比べ，ヤクシカの方が低い傾向がうかがえる.今回

供試したローノレペール乾草の ADFおよびNDF含量

は42%，71%で，へイキューブに比べ繊維含量の高

い材料であった.ニホンジカとヒツジを消化管の形

ーーー・・--・』・・ーー---------ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーー----ー・ーー

アルフアルファへイキューブ

養分含量(乾物中)

DCP (%) 14.4 14.3 

TDN (%) 52.4 51.0 

D E (Mcal/kg) 2.42 2.47 

養分摂取量(乾物中)

D C P (g/kgWO・75/日) 11.0 10.9 

T D N (g/kgWO.75/日) 40.0 38.6 

D E (Mcal/kgWO.75/日) 0.18 0.19 
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表5.ヤクシカおよびヒツジにおける飼料の

窒素利用性

項 目 ヒツジ ヤクシカ

イネ科主体ロールベール乾草

摂取窒素量 (g/kgWO田75/日) 1.32 1.33 

糞中窒素量 (g/kgWO田75/日) 0.49 0.47 

尿中窒素量 (g/kgWO.75/日) 0.47 0.75 

可消化窒素量 (g/kgWO.75/日) 0.83 0.86 

蓄積窒素量 (g/kgW叩/日) 0.36 0.11 

対摂取窒素量(%) 27.0 8.5 

対可消化窒素量(%) 42.8 12.8 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・『・同園田・ F 句ー----_.圃』ーーー』・・ーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーー・ーー・・

アルフアルファへイキュー7"

摂取窒素量 (g/kgWO.75/日) 2.35 2.34 

糞中窒素量 (g/kgWO.75/日) 0.59 0.60 

尿中窒素量 (g/kgWO.75/日) 1.06 1.32 

可消化窒素量 (g/kgWO.75/日) 1. 76 1. 74 

窒素蓄積量 (g/kgWO.75/日) 0.70 0.42 

対摂取窒素量(%) 29.7 18.4 

対可消化窒素量(%) 39.7 24.8 

れる.

ヤクシカおよびヒツジにおける飼料の養分含量お

よび養分摂取量を表4に示した.ロールベール乾草

とへイキューブの DCP，TDNおよび、DE含量をヤ

クシカとヒツジにおける消化率からそれぞれ求めた

値を比較すると，いずれの飼料においてもヤクシカ

における DCP，TDNおよびDE含量はヒツジとの

差が少なかった.両動物ともにロールベール乾草の

TDN含量はへイキューブよりもわずかに高かったが，

ロールベール乾草の DCP含量は低かった.

ヤクシカの摂取窒素量および、糞中窒素量 (g/

kgWO.75/日)は，ロールベール乾草とへイキューブの

いずれにおいてもヒツジとの聞に差が見られなかっ

た.ヤクシカの尿中窒素量(g/kgWO.75/日)は両飼料

ともにヒツジよりも多く，ロールベール乾草では約

1.6倍，へイキューブでは約1.2倍高かった.これは

ヤクシカの尿中窒素濃度は低かったが，排尿量が著

しく多かったため排池された総尿中窒素量が高くな

ったことによる.排尿量は飲水量と密接な関係があ

ることは前述したが，ヤクシカの飲水量と排尿量と

の関連を水分代謝の観点から検討する必要がある.

これらの排池窒素量から窒素蓄積量 (g/kgWO.75/日)

と窒素蓄積率(%)を求めると，ヤクシカの値は両

飼料ともにヒツジよりも低かった.

今回の試験では，ヤクシカとヒツジにロールベー

ル乾草およびへイキューブを給与したところ，両動

物間で給与飼料による消化率において異なる傾向が

認められた.今後はこれらの原因の究明を，消化率

に影響を及ぽす季節の問題も含めて詳細に検討を加

える必要があろう.
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ホルスタイン去勢牛における乾草・濃厚飼料の

給与間隔と乾草の採食量および採食行動

森田茂・西埜進

酪農学園大学，江別市 069

(1994. 2; 14 受理)

キーワード:飼料給与間隔，採食量，採食行動，去勢牛

要 約

供試動物にホルスタイン種去勢牛 4頭を繰り返し

用いた.乾草は， 1日2回 (8: 20， 17: 20)の残飼

量が給与量の 10%以上になるよう与えた.濃厚飼料

は，代謝体重当たり 75gを1日2回に分け給与した.

処理区は，濃厚飼料と乾草の給与間隔により 0時間

区(濃厚飼料給与 8: 20， 17: 20)， 2時間区 (10: 

00， 19: 00)および4時間区 (12: 00， 21: 00) と

した.乾草採食量は， 4時間区が0時間区および2時

間区に比べ有意 (P<0.05)に少なかった.採食，反

拐の時間および回数が，いずれも 4時間区で最も少

なかった.乾草給与後反努開始までの時間は， 2時間

区および4時間区が0時間区に比べ有意 (P<0.05)

に短かった.乾草給与直後の 1時間当たり採食時間

は，乾草と濃厚飼料を同時に給与した 0時間区が最

も長かった.

緒 &:::1 

組飼料の加工や添加物による飼料の品質変化と組

飼料採食量の関係についての研究が比較的多いのに

対し，飼料の給与時刻や給与順序などの飼料給与方

法と粗飼料採食量の関係についての研究は少ない

(SNIFFEN and ROBINSON ; 1984). 

WIERENGA and HOPSTER (1991)は，濃厚飼料自

動給与装置を用いたフリーストール牛舎における乳

牛の採食行動から，濃厚飼料の採食前後に粗飼料の

採食回数が多くなると報告している.濃厚飼料給与

により粗飼料の採食行動が促進されるなら，濃厚飼

料の給与時刻を粗飼料のそれと分離することにより

粗飼料採食量は増加する可能性がある.実際，

PALMQUIST et al. (1964)は粗飼料給与の 4時間後

に濃厚飼料を給与することで， 1日当たりの粗飼料採

食量は増加したとしている.一方， ST ANLEY and 

MORITA (1967)は，濃厚飼料と乾草の給与時刻を分

離しても採食量に差が認められないとしている.

本実験は，濃厚飼料と乾草の給与間隔による去勢

牛の乾草採食量，採食時間ならびに反拐時間の変化

を検討した.

材料および方法

ホルスタイン種去勢牛 4頭(平均体重約 220kg) 

を単飼い下記の処理区に繰り返し用いた.給与飼

料は，ぺレット状濃厚飼料およびイネ科主体 1番刈

乾草とした.飼料の化学成分およびエネルギー含量

を表 lに示した.乾草は， 1日2回(8: 20， 17: 20) 

の残飼量が給与量の 10%以上になるよう草架で給与

した.濃厚飼料は，代謝体重当たり 75gを1日2回

に分けて給与した.

処理区は，乾草と濃厚飼料の給与間隔により 0時

間区(濃厚飼料給与 8: 20， 17: 20)， 2時間区(10: 

00， 19: 00)および4時間区 (12: 00， 21: 00) と

した.試験期間は各処理区 11日間とし， 8-11日目

の採食量，採食時間および反努時間を測定した.採

食行動の観察には，テレビカメラを用いた.また，

反錦時間は唆筋の筋電図から求めた.

Effect of interval time between concentrate and hay offering on intake and eating behavior of hay 
in Holstein steers : Shigeru MORITA and Susumu NISHINO (Rakuno Gakuen University， Ebetsu-shi， 
069) 

北畜会報， 36:71-75 -71- 1994 
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Table 1. Chemical composition and gross energy content of diets 

Dry Matter Cpl) 

% 

Concentrate 86.7 17.3 

Hay 87.4 9.2 

1) Crude protein， 2) Neutral detergent fiber， 

3) Acid detergent fiber， 4) Gross energy. 

NDP) ADP) 

DM% 

20.2 7.6 

68.0 41.8 

Table 2. Dry matter intake of concentrate and hay 

Treatment 
Interval time 

o hr 2 hr 4 hr 

Concentrate intake 
DMg/MBS2) / day 73.6 74.6 75.1 

Hay intake 
DMg/MBS2) / day 

35.5a 33.4a 22.3b 

a， b Significantly different (P < 0 . 05) . 
1) Standard error， 2) Metabolic body size (kgO•75 ) 

GE4) 

MJ/kgDM 

18.9 

18.5 

S.E.l) 

1.4 

2.6 

1日を，期間 1(8: 20-9 : 59)，期間 2(10: 00 -

11 : 59)，期間 3(12: 00 -13 : 59)，期間 4(14: 

聞における 1時間当たりの採食および反努時間を求

めた.

結果
00 -17 : 19)，期間 5(17: 20 -18 : 59)，期間

6 (19 : 00 -20 : 59)，期間 7(21 : 00 -22 : 59)お

よび期間 8(23 : 00 -8 : 19)に分け，それぞれの期 代謝体重当たりの濃厚飼料および乾草の乾物採食

Table 3. Time spent for meals and ruminations， rate of eating and latency period of 

rumination after diet offering 

Treatment 
Interval time S.E.l) 

o hr 2 hr 4 hr 

Time spent for meals (min./day) 302.5a 251.8a 174.2b 19.4 

No. of meal (/day) 18.5a 15.5Rb 13.5b 1.0 

Rate of eating (DMg/min.) 6.0a 7.3b 7.3b 0.3 

Time spent for 
460.3a 461.3a 302.1b 26.5 

ruminations (min./day) 

No. of rumination (/day) 14.0a 13.3ab 11.5b 0.6 

Latency period of rumination2) (min.) 

from hay feeding 189.9a 86.6b 79.2b 14.7 

from conc. feeding 189.9ab 154.0a 210.3b 13.3 

a， b Significantly different (P < 0 . 05) 
1) Standard error. 
2) Period from morning and afternoon feeding to start of first rumination. 
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meals and for ruminations. Arrows 
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(↓) and hay (↓) • 
o : Ruminating.，・:Eating. 

Interval time between end of con-

centrate eating and start of first 

meal of hay， and first meallength 

of hay after concentrate feeding 

Treatment 

Table 4. 

S.E.l) 

Interval (min.) 

First meal (min.) 

7 6 5 4 3 2 

O 
period 1 

Fig.1. 

7.8 

4 hr 

36.4b 

6.6b 

2 hr 

9.9a 

17.7ab 

Ohr 

0.4a 

37.8a 

Interval time 

量を表 2に示した.乾草採食量は， 4時間区が 0時間

区および2時間区に比べ有意 (P<0.05)に少なかっ

た

1日当たりの採食時間，採食回数，採食速度，反努

時間，反努回数，乾草給与後および濃厚飼料給与後

の反拐開始時間を表3に示した.採食，反拐の時間

および回数は，いずれも 4時間区が最も少なかった.

採食速度は， 2時間区および4時間区が0時間区に比

べ有意 (P<0.05)に速しまた，乾草給与後反錦開

始までの時間が有意 (P<0.05)に短かった.濃厚飼

料給与後反努開始までの時間は， 2時間区が最も短く，

0時間区および4時間区はほぽ等しかった.

採食時間および反努時間の日内変化を図 1に示し

た.1時間当たり採食時間の日内変化には給与間隔に

よる差がなく，乾草給与直後の期間 1および5が最

も長かった.期間 1および5の採食時間は，乾草と

濃厚飼料を同時給与した 0時間区が最も長かった.

また，濃厚飼料給与直後の期間(0時間区:期間 1お

よび 5，2時間区:期間 2および 6，4時間区:期間

3および、 7)における 1時間当たり反努時間は他の期

間のそれに比べ短かった.

濃厚飼料採食終了から乾草採食開始までの時間な

らびに第 1回採食期の持続時間を表 4に示した.乾

草と濃厚飼料を同時給与した 0時間区では，濃厚飼

料採食終了の直後から乾草を採食し始めた.4時間区

では採食開始までに約 40分を要し， 0時間区および

2時間区に比べ有意 (P<0.05)に長かった.採食期

の持続時間が，給与間隔の延長とともに短縮し， 4時

間区は 0時間区に比べ有意(P<0.05)に短くなった.

乾草給与前後 60分間における 10分当たりの乾草

採食時間を図 2に示した.いずれの処理区において

も，乾草給与前の乾草採食はほとんど認められなか

った.0時間区では乾草給与 20分後から高い値とな

った.2時間区および4時間区では乾草給与直後から

高い値を示し，乾草給与 40分後から急激に低下した.

濃厚飼料給与前 60分間および濃厚飼料採食終了

後 60分間における 10分当たりの乾草採食時間を図

3に示した.2時間区および4時間区において濃厚飼

料給与前 60分間に若干の採食が認められた.濃厚飼

料採食後の乾草採食時間は， 0時間区に比べ2時間区

および4時間区で短<，特に 4時間区が極めて短か

った
6.8 

一 73-

a， b Significantly different (P < 0.05) 
1) Standard error. 
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Fig. 2. Changes of time spent for meals of hay 

in 10 minutes period with time before 

and after hay offering. 

考察

PAU川QUISTet al. (1964)は，乳牛において 1日

2回の粗飼料給与4時間後に濃厚飼料を給与した方

が，濃厚飼料と組飼料を同時に給与した場合に比べ

粗飼料の採食量が多くなると指摘している.一方，

STANLEY and MORITA (1967)の報告では，粗飼料

給与 6時間後に濃厚飼料を給与すると， 1日1回給与

a) 0 hr. interval 
10 

。l・、-“
(ロ巨 10 r b) 2 hr. interval 

日EωE 百3 

¥人ヘ
HL0 『4 

+qUロ0J J 3 4 

← 4E J 

。
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Fig. 3. Changes of time spent for meals of hay 

in 10 minutes periods with time before 

conceIi.trate offering and with time 

after end of concentrate eating. 

では粗飼料の採食量は減少したが， 1日2回給与では

採食量に差はなかったと述べている.本実験では，

l日2回の乾草給与 4時間後に濃厚飼料を与えた 4

時間区で，乾草採食量が最も少なしこれらの報告

とは必ずしも一致しなかった.

WIERENGA and HOPSTER (1991) は，濃厚飼料自

動給飼装置で給与時刻を変化させると，濃厚飼料採

食後ばかりでなく採食前でも組飼料の採食回数が増
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加するとしている.しかし，本実験における濃厚飼 間程度は反努が起こらず，濃厚飼料採食後の反努時

料給与前の乾草採食時間は，乾草と濃厚飼料の時刻 聞が短くなった.

を分離した処理区でわずかに認められたに過ぎなか 以上のことから，濃厚飼料と乾草を分離給与した

った.さらに濃厚飼料採食後の乾草採食時間も， 2時 場合の濃厚飼料給与に伴う乾草採食活動の活発化は

間区が乾草と濃厚飼料を同時に給与した 0時間区に 必ずしも期待できず，本試験のような条件下で給与

比べて短く， 4時間区では極めて短くなった. 間隔を 4時間にすると 1日当たりの乾草採食量は減

乾草と濃厚飼料の給与間隔の延長に伴い濃厚飼料 少することが示唆された.

採食後から乾草採食開始までの時間が長くなり，濃

厚飼料採食後に乾草の第 1回採食期の持続時間は短

くなった.また，乾草の採食時間は，濃厚飼料の給

与時刻に関係なく乾草給与直後(期間 1および 5)に

最も長くなった.これらのことから，濃厚飼料の給

与時刻による乾草の採食行動の活発化は，乾草給与

から 4時間を経過すれば期待できないものといえる.

本実験の期間 1および5における乾草の採食時間

は，乾草と濃厚飼料を同時に給与した 0時間区で最

も長かった.また，採食期の平均持続時間は 0時間

区で最も長く，間隔持続時間が最も短かった.した

がって，乾草給与後の採食行動は，乾草給与のみで

はなく濃厚飼料給与によっても影響を受けると結論

される.

SUZUKI and HIDARI (1973)は， 1日1回の乾草給

与において乾乳牛の反努時間は，乾草給与時刻の影

響を受け，採食行動が活発となる給与後 2時間以内

の反努時間は短くなると報告している.本実験のよ

うに，乾草の給与時刻を変化させずに濃厚飼料の給

与時刻を変化させた場合でも，濃厚飼料給与後 3時
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A
Q

玄 務 幸良 丘ヒ
Eヨ

1 . 1993年度第 1回評議員会

1993年 5月 29日， KKR札幌において会長，副会長，評議員 17名，監事 1名，幹事3名，昨年度

監事 1名，昨年度幹事2名が出席して開催され， 1992年度庶務報告，会計報告，会計監査報告がさ

れ，承認された。

ついで， 1993年度事業計画，予算案が提案され，承認された。

北海道畜産学会賞は，

「肉用牛の育種改良と使用技術向上に関する一連の研究と普及」

北海道立新得畜産試験場 肉牛研究グループ

に決定した。

2. 1993年度第 2回評議員会

1993年 9月 10日，新得町公民館にて会長，副会長，評議員 13名，監事 1名，幹事3名が出席し

て開催された。新評議員に石島芳郎(東京農大)氏を推薦し，承認された。

3. 1993年度総会

1993年 9月 10日，新得町公民館にて，本年度第 1回総会を開催した。議事は下記の通りで，原案

通り決定された。

1 ) 1992年度庶務報告

(1) 第 1回評議員会

1992年 5月30日， KKR札幌において会長，副会長，評議員 17名，監事2名，幹事3名が出

席して開催された。

① 1991年度庶務報告，会計報告，会計監査報告が承認された。

② 1992年度事業計画および予算案が承認された。

③北海道畜産学会賞について選考委員会西埜進世話人からの報告にもとづき審議し，下記の通

り決定した。

「十勝地域における産乳効率改善のための酪農経営情報システムの構築と技術普及への貢献」

十勝農協連酪農経営指導グループ(代表佐藤文俊会員)

④その他

表彰規定申し合わせ事項の変更，役員選考委員会の設置，会費滞納者の取扱いについて審

議された。

(2) 第2回評議員会

11月6日，札幌市定山渓ホテルにおいて会長，副会長，評議員 18名，監事 1名，幹事3名が

出席して開催され，次期役員案について役員選考委員会からの推薦について承認した。
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(3) 1992年度総会

11月6日，札幌市定山渓ホテルにおいて斉藤善一氏(北大農)を議長として以下の議事を行

った。

①北海道畜産学会の発足 (1992年 4月 1日)に関連する事項について報告があり承認されまし

。
た

② 1991年度庶務報告，会計報告，会計監査報告および 1992年度事業計画，予算について審議，

決定した。

③次期役員(任期 1993年 4月 1日-1995年 3月 31日)の選出が行われた。

④表彰規定申し合がせ事項 2の変更が承認された。

(4) 北海道畜産学会創立大会

11月6日， 7日，札幌市定山渓ホテルで，北海道畜産学会として最初の大会(通算 48回大会)

が開催され，特別講演「北海道畜産の未来を考える J (講演者:水間豊氏，宍戸弘明氏，天間征

氏)，北海道畜産学会賞受賞講演および懇親会が行われた。大会参加者は約 100名であった。

(5) 会報の発行

北海道畜産学会報第 35巻 (159ページ)を 1993年 3月に発行した。内容は総説3編， 1992年

度大会特別講演および北海道畜産学会賞受賞講演内容， 日本畜産学会北海道支部 40年の歩み，

その他であった。なお会報の他に大会講演要旨集 (25ページ)を大会当日発行，配布した。

(6) 会員現況 (1993年 4月 1日)

名誉会員 :7

正会員:367 

賛助会員:36団体

2) 1992年度会計報告(別紙)

3) 1992年度会計監査報告

4) '1993年度事業計画

(1) 第 49回北海道畜産学会大会の開催

開催月日:1993年 9月9日同， 10日幽

開催場所:北海道立新得畜産試験場

大会内容:一般講演，総会，学会賞受賞講演，懇親会，エクスカーショシ

(2) 会報の発行

・大会の講演要旨集:1993年 8月発行予定

・北海道畜産学会報(総説，短報など): 1994年 3月発行予定

5) 1993年度予算(別紙)
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6 )北海道畜産学会賞の選考について

候補者:北海道立新得畜産試験場 肉牛研究グループ

(川崎勉・田村千秋・荘司 勇・佐藤雪信・川藤朗・本郷泰久・西邑隆徳・

斉藤利朗・新名正勝・裏悦次)

業 績:肉用牛の育種改良と飼養技術向上に関する一連の研究と普及

推薦者:岸 美司，曽根章夫，国井輝男，大崎亥左雄

(代表:岸美司)

7 )評議員交替について

越智勝利(家畜改良事業団)→西尾 登(家畜会良事業団)

黒沢誠治(雪印乳業)

三田村強(北農試)

→永井政信(雪印乳業受精卵移植研究所)

→落合一彦(北農試)

8 )北海道富産学会報投稿規定について(別f兵)

9 )その他

(1) 東京農大(網走)での大会開催を検討したいと会長から意見があった。

(2) AAAP日本開催の準備状況が清水 弘評議員から報告された。

(3) 学会賞の選考に際して充分な検討時間が必要で、はないかと選考委員から意見が出きれた。
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収入の部

項 目
~ 、 費

広告掲載料

雑 1& 入

ヲ| 車陸 金

~ 計

支出の部

項 目

~[J 席リ 費

支部大会費

通 費

~ 、 言義 費

旅 費

謝 金

事務用品代

振替手数料

予 f蒲 費
..g 、 計

収 入 の部

項 目

雑 収 入

ヲl 品陸 金

A 口 計

支出の部

項 目

学会賞副賞

雑 費

次年度繰越金

ムo、 計

1992年度北海道畜産学会会計報告
(自1992年 4月1日 至1993年 3月31日)

92年度予算額

1，959，000 

250，000 

50，'000 

1，253，369 

3，512，369 

92年度予算額

650，000 

650，000 

200，000 

200，000 

200，000 

160，000 

120，000 

20，000 

1，312，369 

3，512，369 

一般会計

92年度決算額 増 j成

1，515，000 ム 444，000

70，000 ム 180，000

46，905 ム 3，095 

1，253，369 。
2，885，274 ム 627，095

92年度決算額 増 i威
871，186 221，186 

666，472 16，472 

167，539 ム 32，461 

118，415 ム 81，585 

91，000 ム 109，000

196，000 36，000 

54，366 ム 65，634 

13，306 A 6，694 。ム1，312，369

2，178，284 ム1，334，085

収入合計 2，885，274 
支出合計 2，178，284 

イ庸 考

正会員員 915，000 
賛助会 600，000 

的日本畜産学会北海道支(4部より
2，000) 

銀行利子 (4，905)

備 考

要会大報会旨案35集巻内 等
708，125 
154，500 

8，561 

評議員会 2回

会長，道副会長(白日本畜産f)t学理)会事
北海支部長副支部長
会出席補助宿泊・日当
幹事旅費

事務補助 106，000 
会報執筆 90，000 

差引残高 706，990 (次年度へ繰越)

繰越金内訳(銀行 537，343，振替口座 70，200，現金 99，447)

92年度予算額

100，000 

2，192，990 

2，292，990 

92年度予算額

100，000 

30，000 

2，162，990 

2，292，990 

特別会計

92年度決算額 増 減 1 イ蒲 考

80，863 ム川37 I貸付信託利息 80，053 
銀行利子 810 

2，192，990 。
2，273，853 ム 19，137

92年度決算額 増 j成 イ庸 考

50，000 ム 50，000

15，210 ム 14，790 I学会賞選考委員会 (11，156)

2，208，643 45，653 

2，273，853 ム 19，137

収入合計 2，273，853 
支出合計 2，273，853 

差引残高 、 O 

繰越金内訳(貸付信託 2，000，000，銀行 208，643)
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1993年度北海道畜産学会予算(案)

一般会 計
収入の部

項 目 予 算 額 イ庸 考

~ 、 費 1，801，000 正会員 1，101，000(367人x3， 000) 
賛助会員 700，000 (36団体， 70口x10，000) 

広告掲載料 250，000 

雑 収 入 50，000 的日本畜産学会北海道支部より (42，000)，銀行利子

および会報売上金等

繰 越 金 706，990 1992年度

A口、 言十 2，807，990 

支出の部

項 目 予 算 額 備 考

EIJ 席。 費 898，000 会報36巻 440，000 (写植 40 P， 500冊)
講演要旨集 358，000，案内等 100，000 

大 lヱ』三 費 150，000 

通 費 200，000 
三zz』 議 費 200，000 評議員会 2回他

旅 費 200，000 会長(紛日本畜産学会北海道支部長)

幹事旅費他

謝 金 300，000 総説等原稿依頼費 90，000 (3編)，座長謝金等

事務用品代 200，000 封筒等

振 替手数料 20，000 

予 イ蒲 費 639，990 

A口、 計 2，807，990 

特別会計
収入の部

項 目 予 算 客貢 備 考

雑 収 入 100，000 貸付信託利息，銀行利子

繰 越 金 2，208，643 1992年度(貸付信託 2，000，000) 

Aロ、 計 2，308，643 

支出の部

項 目 予 算 額 イ蒲 考

学会賞副賞 100，000 50，000 x 2 

雑 費 30，000 学会賞選考員会等

次年度繰越金 2，178，643 貸付信託 (2，000，000)

ム口、 言十 2，308，643 

- 80-



北海道畜産学会報投稿規定
(平成 5年 5月29日)

1 .北海道畜産学会報は，総説，短報，試験場めぐ 6.掲載料は原則として無料とする。但し，短報論

り等を掲載する。短報は会員の投稿による。総説 文については，その刷り上がりページ数が3ぺー

および試験場めぐりは会長が依頼したものを王と ジを越える場合，超過ページの印刷費の一部は著

する。 者の負担とする。また写真を掲載する場合はその

費用も著者の負担とする。

2.投稿論文は畜産学上価値ある内容を持ち，投稿

規定に従ったもので，原則として他の学会誌等に 7.別刷は 50部まで無料とするが，それ以上は著者

未発表のものとする。各論文の原稿は審査員の校 の負担とする。

聞を受け，字句の訂正や，文章の長さの調節を受

けることがある。 8.著者による校正は 1固までとする。校正の際，

字句の追加，削除，または文章の移動は許きれな

3.原稿は和文とする。 い。また，指定された期日までに返送きれな場合

は，次巻号に繰り延べることがある。

4 .原稿は図，表，写真など一切を含め総説では刷

り上がり 6ページ，試験場めぐりは 4ページ，短 9 .原稿の送付は簡易書留にて下記宛とする。封筒

報は 3ページ以内が望ましい。但し和文の刷り上 には原稿在中と朱書する。

がり 1ページは約 2，000字程度である。

5.提出原稿は正 1部，副 2部とし，副は複写でよ

い。ワープロ原稿の場合，この他に，“表題，執筆

者，使用したワープロの機種，ソフトウェア名，

ノてージョン名"を明記したフロッピーディスクを

添付する。なお，投稿された原稿およびフロッピ

ーディスクは返却しない。

- 81-

干 080

帯広市稲田町西 2線 11番地

帯広畜産大学畜産学部内

北海道畜産学会事務局

電話 0155-48-5111 FAX 0155-47-4233 

(事務局が移転した場合には送付先は自動的に変更

される。)



北海道畜産学会報原稿作成要領

1 .短報論文の記述は表題，著者名，所属機関名，

要約，緒言，実験方法(材料と方法)，結果，考察，

文献の順序とする。但し，表題，著者名，所属機

関名には英文を並記する。また，緒言，実験方法，

結果および考察はひとまとめにして記述してもよ

い。謝辞の必要がある場合は考察の後につける。

本文中には図，表，写真の挿入場所を赤インク

で矢印を付けて指定する。図，表および写真の説

明文は和文または英文の何れでもよい。

2.原稿は， A4版 400字詰原稿用紙に，常用漢字，

現代仮名遣い(平仮名)を用いた横書きとする。

専門用語については畜産学用語集を参照する。な

お，ワープロ原稿の場合はA4版用紙に，縦置き，

横書きとし，周囲に約 3cmの空白を残し，全角 35

字/行X35行/頁=1255字/頁とする。

3 .動植物の和名はカタカナで，学名等はイタリッ

ク体とする。

4.本文中の外人名は原名つづりのままでMILLSの

ょうに姓のみを書き， 2名連名の場合は MILLSand 

]ENNYのように andでつなぎ並記する。 3名以上

の連名の場合は MILLSet al.のように最初の著者

名に etal.をつけ，他は省略する。

5.本文中の日本人名も姓のみを記し上記に準ずる。

6.本文中の人名以外の外国語は原字またはカタカ

ナで書く。

7.数字はすべて算用数字を用いる。また，諸単位

の略号は原則として SI単位を用いる。

例)

km， m， cm， mm，μm， nm， k1， 1， m1，μ1， kg， g， 

mg，μg， ng， pg， h， min， s， mo1， M， N， ppm， ppb， 

]， oC， Pa， rpm， Hz， % 

8.引用した文献のリストは，次の手順により作成

する。

① 雑誌に掲載された文献の記載は，全員の著者

名， (発行年)，表題，雑誌名，巻，最初一最終

ページの順とする。

例)

DRORI， D. and J. K. LOOSLI. (1959 A) 

Influence of fistulation on the 

digestibility of feeds by steers. 

J. Anim. Sci.， 18: 206-210. 

佐々木清綱・松本久喜・西国周作・細田達雄・

茂木一重， (1950)午の血液型に関する研究.

日畜会報， 27: 73-76. 

② 単行本の記載は，著者名， (発行年)，書名，

版，引用ページ，出版社，発行地の順とする。

分担執筆の場合は書名の後に“…の項執筆"と

書き，編集または監修者名を加える。

例)

NALBANDOV， A. V.， (1963) Advances in 

neuroendocrino1ogy. 2nd ed. 156-187. 

Univ. of Illinois Press. Urbana. 

FOLLEY， S. J. and F. H. MALPRESS， (1948) 

Hormonal control of mammary growth. 

in The Hormones vol. I. (PINCUSS， G. and K. 

V. THIMANN， eds.) 695-743. Academic 

Press. N ew Y or k. 

諏訪紀夫， (1977)定量形態学.第 1版.

12-23.岩波書庖.東京.

③ 文献の記載には正確を期し， とくに巻，ペー

ジを正しく書く。

④ 文献リストは，まず筆頭者名のアルファベッ

ト順に，同一著者による複数の文献があれば発

円
/
h
-

n
k
u
 



表順に整理する。

⑤ その上で，同一著者による複数の文献が同一

年にあれば，発表年の後に大文字のアルファベ

ットで区別する。

9.本文中の文献引用箇所には，以下のように記入

する。

例)

MACFARLANE (1992)は食肉の解硬作用のメ

カニズム，保水性の回復(三浦;1990 A，関

川;1992)および風味の向上について(三浦;

1990 B)…・

10.特殊な刊行物を引用する場合は，下記の例にな

らい全タイトルを記す。

例)

農林水産統計情報部編， (1990)平成元年食肉

流通統計. 347-351.農林統計協会.東京.

11.図版の原図および表については，次の規定に従

フ。

① 原図の刷り上がりの 2-4倍とし，白紙また

は方眼紙に，製図用インクで，そのまま製版で

きるように描くのが望ましい。ただし，方眼の

色は青に限る。

② 原図の周囲には約 2cm幅の余白を残し，折り

目をつけないようにして送付する。

③ 表は， A 4版の白紙または方眼紙一枚に一つ

ずつ記入する。

④ 図の説明はすべて別紙にまとめてタイプし，

図などと共に原稿の最後に別にまとめて添付す

る。

なお，原図が製版に不適当である場合， トレ

ース費用は著者負担とする。

⑤ 表および図の欄外余白に著者名と表題を記入

する。

12.要約は総説で600字程度，短報および試験場め

ぐりでは 300字程度とする。

13.字体を指定する場合は下記のようにする。

① スモールキャピタル(小文字の大きさの大文

字)は 2本下線。 MACFARLANE

② イタリック体は 1本下線。 Medicago

③ ゴシック体は波下線。].Anim. Sci.， 18 : 

14.キーワードは 5個以内で，所属の機関名の後に

記入する。

例)

キーワード:アミノペプチターゼ，酸性

極限 pH，遊離アミノ酸

っdn
k
u
 



(1994年3月現在)貝
A
Q

一
A

巻目名

所

サニー北 7条マンション807号

チェリス北 3条702号

住

札幌市中央区北 7条西12丁目

札幌市中央区北 3条西13丁目

札幌市中央区北 1条西26丁目

札幌市中央区南11条西13丁目

札幌市北区麻生町 1丁目 7-8

横浜市戸塚区品濃町553-1 パークヒルズ 1棟507号

札幌市中央区南23条西 8丁目 2-30 

(1994年3月現在)貝
A
Q

一
A

郵便番号

244 

064 

064 

064 

060 

001 

060 

正

夫

恒

友

吉

郎

三

五

包

次芳

可

久

勇

亨

省

孝

戸

瀬

原

本

倉

木

佐

氏

八

広

大

先

島

鈴

遊

住

滝川市東滝川735

江別市文京台緑町582-1 

東京都町田市玉川学園6-1-1

樺戸郡新十津川町字幌加169-1 

札幌市北区北 9条西 9丁目

札幌市東区首穂町 6丁目 1-1 

江別市文京台緑町582-1 

河西郡更別村字更別南 2線92

所郵便番号

073 

069 

先勤務

道立滝川畜産試験場

酪農学園大学

玉川大学農学部牧場

則

雄

重

登

名

英

光

直
194 

073-13 

065 

069 

060 

札幌市豊平区羊ケ丘 1

帯広市西 3条南 7丁目

帯広市稲田町

熊本県阿蘇郡長陽村河陽

夕張市本町 4丁目

札幌市北区北 9条西 9丁目

江別市文京台緑町582-1 

十和田市前谷地149-2 

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

静内郡静内町字御園111

滝川市東滝川735

札幌市福住 1条 4丁目13-13

089-15 

869-14 

098-57 

062 

056-01 

068-04 

073 

060 

069 

034 

004 

080 

080 

- 84-

北海道大学農学部

雪印乳業側

酪農学園大学

十勝南部地区農業改良普及所

更別村駐在所

北海道農業試験場

十勝農業協同組合連合会

帯広畜産大学

九州東海大学農学部

夕張市役所農林部農林課

北海道大学農学部

酪農学園大学

北里大学獣医畜産学部

道立天北農業試験場

家畜改良センタ一新冠牧場

道立滝川畜産試験場

北海道農協総合情報センター

氏

阿部

阿部

安部

阿部

アブドLール・方、ファー

阿彦健吉

安藤功

安藤道 雄

哲

宏昭

秀子

俊六郎

敏 光

康司

夫

行

健

憲明

謙太郎

幸男

善

藤

谷

賀

馬

日

東

門

岡

門

田

宅

円口

安

青

有

有

朝

朝

安

東

坂

大

出

土



住所

札幌市北区北10条西 4丁目

畜産会館内

上川郡新得町西 4線

夕張郡長沼町字幌内1066

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

帯広市稲田町

標津郡中標津町桜ケ正 1

釧路市鳥取南 5丁目 1-17 

帯広市稲田町

帯広市稲田町

札幌市北区北 9条西 9丁目

帯広市稲田町

山形県新庄市十日町6000-1

旭川市永山 5条18丁目302

帯広市稲田町

上川郡新得町西 4線

仙台市若林区鶴代町 1-68

帯広市西 3条南 7丁目

札幌市中央区北 3条西 6丁目

札幌市北区北18条西 9丁目

札幌市北区北 9西 9

標津郡中標津町桜ケ丘 1

札幌市北区北 9条西 9丁目

札幌市豊平区羊ケ丘 l

帯広市稲田町

帯広市稲田町

江別市文京台緑町582-1

上川郡新得町西 4線

江別市文京台緑町582-1

札幌郡広島町高台町4丁目7-5

札幌市中央区大通西8丁目2旭ビル

滝川市東滝川735

札幌市中央区北 1条西19丁目

日宝北 1条ビル

上川郡新得町西 4線

札幌市豊平区羊ケ丘 1

江別市文京台緑町582-1 

帯広市西 3条南 7丁目

郵便番号

001 

先勤務

北海道畜産会

名

春雄

氏

幡

081 

069-14 

道立新得畜産試験場

雪印種苗胸中央研究農場

酪農総合研究所

朗

明

保
秀

秀

)11 

本

田

y工

藤

藤

藤
060 

080 

086-11 

080 

084 

080 

080 

060 

帯広畜産大学

道立根釧農業試験場

雪印種苗鮒釧路工場

帯広畜産大学

帯広畜産大学

北海道大学農学部

帯広畜産大学

農業生物資源研究所遺伝資源第二部 996 

086-11 

081 

069 

061-11 

073 

079 

080 

983 

060 

060 

060 

060 

004 

080 

080 

069 

081 

080 

帯広畜産大学

道立新得畜産試験場

東北オリオン鮒

十勝農業協同組合連合会

北海道庁農政部農業改良課

北海道大学獣医学部

北海道大学農学部

道立根釧農業試験場

北海道大学農学部

北海道農業試験場

帯広畜産大学

帯広畜産大学

酪農学園大学

道立新得畜産試験場

酪農学園大学

060 北海道食品産業協議会

道立滝川畜産試験場

日制微生物化学研究所 札幌事務所

裕

虞美子

公悦

藍担
--'2.. 

男

治

子

道

男

和

重

圭

政

幸

正明

悟 志

信 美

富夫

賢二郎

善 春

寛

忠雄

昭 イ二

貴 代 史

智

久

夫

雄

義

=と

介

直

勲、

秀

裕

武

綱

和

田藤

藤田

深瀬

福 井

福 永

福 永

古村

古 谷

五ノ井

花田

原

長谷川

長谷川

橋 立

橋本

秦

八

服

早

日

左

平賀

平井

平尾

平津

平山

宝寄岩

本堂

田

部

坂

高

064 

004 

069 

080 

081 道立新得畜産試験場

北海道農業試験場

酪農学園大学

十勝農業協同組合連合会

F
円
U

口
R
U

久

司

舜

夫

泰

信

岡1

郷

場

川

野

本

干

市

市



住 所

島根県松江市西川津町1060番地

郵便番号

枝幸郡枝幸町第 2栄町

帯広市稲田町

札幌市豊平区羊ケ丘 1

帯広市稲田町

江別市大麻元町154-4 

つくば市大わし 1ー 2

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

夕張郡長沼町東 6線北15号一

網走市字八坂196

江別市文京台緑町582-1 

帯広市稲田町

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

札幌市豊平区羊ケ丘 1

上川郡新得町西 4線

滝川市東滝川735

江別市文京台緑町582-1 

江別市文京台緑町582-1 

滝川市東滝川735

常呂郡訓子府町駒里184

天塩郡豊富町大通 1丁目

札幌市北区北10条西 4丁目

畜産会館内

中川郡本別町西仙美里25-1 

厚岸郡浜中町茶内市街 3条東通

札幌市豊平区羊ケ丘 1

札幌市南区真駒内南町1丁目1-16

野付郡別海町中西別緑町15番地

標津郡中標津町養老牛377

上川郡新得町西 4線

鳥取市湖山町南 4-101 

滝川市東滝川735

上川郡清水町南 1条 1丁目

網走市字八坂196

夕張郡長沼町東6線北15号

札幌市北区北18条西 9丁目

札幌市大通り西7丁目2 酒造会館内

川上郡弟子屈町美留和444

690 

098-58 

098-57 

069-13 

098-57 

099-14 

098-41 

099-24 

069 

073 

004 

073 

069 

069 

080 

081 

069 

305 

080 

004 

080 

勤務先

島根大学農学部生物資源科学科

応用生物機能

宗谷南部地区農業改良普及所

帯広畜産大学

北海道農業試験場

帯広畜産大学

石狩中部地区農業改良普及所

熱帯農業研究センター調査情報部

道立天北農業試験場

道立中央農業試験場

東京農業大学生物産業学部

酪農学園大学

帯広畜産大学

道立天北農業試験場

北海道農業試験場

道立新得畜産試験場

道立滝川畜産試験場

酪農学園大学

酪農学園大学

ホクレンj竜川スワインステーション

北海道家畜改良事業団北見事業所

宗谷北部地区農業改良普及所

北海道畜産会

名

俊義

氏

戸

之

也

孝

禎男

英 太 郎

ヲア

敏機

芳郎

真人

香代子

憲 治

春

幸

之

雄

晃

彦

史

惣

和

哲

季

浩

憲

季

俊

安

靖

康

田

滝

井

泉

田

栗

島

下

藤

藤

藤

東

内

佐

津

瀬

住

芹

泉

五十嵐

池田

池

池

β、
7 

メ入
7 

石

石

石

石

伊

伊

伊

伊

井

岩

岩

岩

岩

井

和

001 

089-36 

088-13 

北海道立農業大学校

釧路東部地区農業改良普及所

北海道農業試験場

之

次

哉

信

将

三

博

尚

隆

004 

086-03 

099-24 

060 

069-13 

088-26 

089-01 

060 

081 

680 

073 

005 

雪印種首(槻

自営(酪農業)

道立新得畜産試験場

鳥取大学農学部

道立滝川畜産試験場

十勝西部地区農業改良普及所

東京農業大学生物産業学部

道立中央農業試験場

北海道大学獣医学部

北海道草地協会

玉川大学農学部弟子屈牧場

智

基

二

孝

純

司

人

明

聡

勝

清

重

裕

弘

直

秀

雲

沢

川

田

浦

山

山

江

出

椛

角

海

影

影

陰

篭

梶

釜

亀

上

金

金

金

田

野

谷

山

出

川

川

井

088-33 

- 86-



住

札幌市豊平区羊ケ丘 1

帯広市稲田町

滝川市東滝川735

広尾郡大樹町萌和181

つくば市観音台 2-1-2

標津郡中標津町桜ケ丘 1

江別町文京台緑町582-1 

江別市文京台緑町582-1 

伊達市末永町147

山越郡八雲町立岩182

札幌市北区北15条西 5丁目

上川郡新得町西 4線

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

江別市文京台緑町582-1 

江別市文京台緑町582-1 

上川郡新得町西 4線

札幌市中央区北 7条西 5丁目

札幌北スカイビル

滝川市東滝川735

栃木県那須郡西那須野町千本松768

網走郡美幌町字稲美82-59

北見市とん国東町 4-1-3

津市上浜町1515

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

川上郡標茶町川上町

滝川市東滝川735

網走市字八坂196

帯広市西21条南 1-1 

札幌市北区北 9条西 9丁目

静内郡静内町御園111

札幌市北区新琴似10条12丁目 5-13

畜産会館内

札幌市北区北 9条西 9丁目

江別市文京台緑町582-1 

函館市昭和 4丁目42-40

静内郡静内町字御園111

滝川市東滝川735

所郵便番号

004 

080 

先勤務

北海道農業試験場

帯広畜産大学

道立滝川畜産試験場 073 

089-21 

081 

086-11 

069 

069 

049-31 

100 

052 

001 

農林水産省農業工学研究所

道立根釧農業試験場

酪農学園大学

酪農学園大学

有珠地区農業改良普及所

プリムローズ牧場

北海道ホルスタイン農業協同組合

道立新得畜産試験場

酪農総合研究所

由

郎

泰

洋

策

孝

勲

雄

三

光

吉

勉

男

名

多尭

文

和

文

秀

正

清

俊

孝

孝

屋

村

谷

岡

山

山

藤

藤

藤

藤

原

崎

船

氏

仮

柏

糟

片

片

片

加

加

加

加

河

川

貴 060 

069 

081 

069 

酪農学園大学

北海道文理科短期大学

道立新得畜産試験場

北海道開発コンサルタント

則

典

司

政

治

美

悦

-也
Y
T
J
 

田

菊

菊

岸

岸

060 

073 

329-27 

514 

092 

090 

道立滝川畜産試験場

農林水産省草地試験場

美幌町役場

丹波庖側北見支底

三重大学生物資源学部

北海道生乳検査協会

司

勉

英

臣

彦

男

修

亮

道

恒

泰

上

守

林

林

林

林

出

北

060 

088-23 

060 

056-01 

099-24 

080-24 

073 

釧路北部地区農業改良普及所

道立滝川畜産試験場

東京農業大学生物産業学部

全酪連帯広事務所

北海道大学農学部

北海道大学農学部附属牧場

北海道畜産会

明

徹

行

彦

治

司

勝

信

輝

秀

敬

誠

正

池

泉

松

藤

藤

藤

崎

小

小

小

近

近

近

小

001 

060 

056-01 

069 

040 

北海道大学農学部

酪農学園大学

函館地区農業改良普及所

家畜改良センタ一新冠牧場

道立滝川畜産試験場

央

司

茂

訓

久

隆

小竹森

小山

久保田

工藤

藤 073 

- 87-

卓工



住 所

常呂郡佐呂間町西富123

帯広市稲田町

札幌市北区北 9条西 9丁目

滝川市東滝川735

山越郡八雲町上八雲751

滝川市東滝川735

河東郡音更町大通 5丁目

夕張郡長沼町東6線北15号

札幌市豊平区北野3条5丁目6-18

滝川市東滝川735

帯広市西 3条南 7丁目

河西郡芽室町東2条2丁目役場内

郵便番号

093-05 

049-32 

073 

081-01 

073 

080 

060 

勤務先

北海道生乳検査協会

帯広畜産大学

北海道大学農学部

道立滝川畜産試験場

北里大学獣医畜産学部八雲農場

道立滝川畜産試験場

十勝北部地区農業改良普及所

道立中央農業試験場 069-13 

004 

073 

080 

札幌市豊平区羊ケ丘 1

網走市字八坂196

江別市文京台緑町582-1 

夕張郡長沼町幌内1066

帯広市稲田町

帯広市稲田町

帯広市稲田町

札幌市北区北 9条西 9丁目

上川郡新得町西 4線

札幌市中央区南9条西20丁目1-21

標津郡中標津町桜ケ丘 1

札幌市豊平区羊ケ丘 1

網走市北 7条西 4丁目

網走総合庁舎内

盛岡市下厨川字赤平 4

札幌市北区北10条西 4丁目

畜産会館内

帯広市稲田町

帯広市稲田町

帯広市東 8条南 3丁目

札幌市中央区北 4条西 1丁目

江別市文京台緑町582-1 

札幌市中央区北 4条西 1丁目

夕張郡長沼町東 6線北15号

帯広市稲田町

江別市大麻元町154-4 

082 

099-24 

060 

069-14 

004 

069 

080 

080 

080 

道立滝川畜産試験場

十勝農業協同組合連合会

十勝中部地区農業改良普及所

芽室町駐在所

北海道農業試験場

東京農業大学生物産業学部

酪農学園大学

雪印種首鮒 中央研究農場

帯広畜産大学

帯広畜産大学

帯広畜産大学

北海道大学農学部

道立新得畜産試験場

朗

輝

隆

登

人

男

正

仁

弘

夫

美

夫

人

彦

名

康

直

泰

善

裕

秀

就

照

氏

野

瀬

村

井

柳

刈

刈

熊

熊

玖

国

畔

草

草

前

前

蒔

真

真

田

)11 

田

鍋

鍋

治

義

夫

081 

064 

086-11 

004 

道立根釧農業試験場

北海道農業試験場

斜網中部地区農業改良普及所

富

孝

幸

啓

延

正

勝

吉

栄

幸

彦

昭

彪

裕

満

二
康

田

子

井

本

永

岡

上

河

橋

董

円

増

松

松

松

松

三

三

南

湊

峰

峰

三 崎

沢

品
093 

020-01 東北農業試験場

北演道畜産会

強

允

賢

村

谷
田一

二
三 001 

080 

069-13 

080 

060 

080 

080 

060 

069 

帯広畜産大学

帯広畜産大学

十勝中部地区農業改良普及所

ホクレンくみあい飼料納

酪農学園大学

ホクレン酪農畜産事業本部

道立中央農業試験場

帯広畜産大学

石狩中部地区農業改良普及所

次

之

典

元

三

夫

中
間

m
+
闘
す

~ 

主主

孝

弘

俊

祐

栄

俊

貞

本

浦

浦

浦

川

内

崎

好

谷

光

三

三

三

宮

宮

宮

三

水

069-01 

- 88-



住所

札幌市北区北15条西 5丁目

上川郡新得町西 4線

札幌市北区北 9条西 9丁目

滝川市東滝川735

札幌市北区北 9条西 9丁目

江別市文京台緑町582-1 

江別市文京台緑町582-1 

帯広市東 3条南 3丁目 1番地

十勝合同庁舎内

江別市文京台緑町582-1 

札幌市北区北 9条西 9丁目

上越市南新町 5-20 

江別市文京台緑町582-1 

札幌市東区苗穂町 6丁目 1-1 

広尾郡大樹町下大樹186-4 

網走郡東藻琴村75

郵便番号

001 

069 

065 

089-21 

060 

069 

080 

081 

073 

060 

069 

069 

060 

943 

川上郡標茶町字上多和120-1 

江別市文京台緑町582-1 

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

札幌市北区北 9条西 9丁目

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

伊達市梅本町33

上川郡美瑛町中町 2丁目農協内

江別市大麻256-16

札幌市北区北15条西 5丁目

札幌市北区北 9条西 9丁目

河西郡芽室町新生

千歳市上長都1041-8 

江別市文京台緑町582-1 

099-32 

088-31 

069 

勤 務先

北海道ホルスタイン協会

道立新得畜産試験場

北海道大学農学部

道立滝川畜産試験場

北海道大学農学部

酪農学園大学

酪農学園大学

十勝中部地区農業改良普及所

浦幌町駐在所

酪農学園大学

北海道大学農学部

北陸農業試験場

酪農学園大学

雪印乳業側

十勝南部地区農業改良普及所

斜網中部地区農業改良普及所

東藻琴駐在所

標茶町営多和育成牧場

酪農学園大学

北海道乳牛検定協会

彦

名

道

清

匡

徳

郎

茂

喜

男

七

潤

晴

生

勝

郎

信

滋

洋

康

芳

正

敏

二

政

斗則

氏

田

津

脇

好

岡

井

山

井

沢

山

寄

田

門

森

森

森

森

森

森

森

森

諸

村

村

永

長

永

昭

実

淳

申
'じか川

島

村

中

中

中 060 

098-57 

052 

071-02 

060 北海道大学農学部

道立天北農業試験場

大雪地区農業改良普及所

069 

060 

082 

066 

常呂郡訓子府町弥生52

江別市文京台緑町582-1 

札幌市北区北 9条西 9丁目

帯広市西 3条南 7丁目

札幌市中央区北 4条西 1丁目

標津郡中標津町桜ケ丘 1

札幌市北区北 9条西 9丁目

069 

099-14 

060 

001 

086-11 

069 

060 

080 

060 

道立北見農業試験場

酪農学園大学

北海道大学農学部

十勝農業協同組合連合会

ホクレン酪農畜産事業本部

道立根釧農業試験場

北海道大学農学部

- 89-

北海道ホルスタイン農業協同組合

北海道大学農学部

北海道農業試験場飼料調製研究室

新生飼料鮒千歳工場

酪農学園大学

富美男

克己

j共

悦

和

男

孝

稔

喜

忠

任

昇

孝

勝

美

哉

潤

三

行

徳

正

雅

良

慎

和

隆

J告

武

村

村

村

田

中

中

中

中

中

中

中辻

名久井

奈良岡

楢 崎

根岸

新名

新 山

仁 木

西部

西部

西村

西 邑

田

田



住所

江別市文京台緑町582-1 

札幌市豊平区月寒東2条13丁目1-12

札幌市中央区北 4条西 1丁目

江別市文京台緑町582-1 

帯広市西6条南6丁目3ソネビ/レ4F

紋別郡滝ノ上町旭町

河西郡芽室町新生

札幌市豊平区羊ケ丘 1

網走市北7条西3丁目網走総合庁舎内

標津郡中標津町桜ケ丘 1

標津郡中標津町桜ケ丘 1

帯広市稲田町

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

滝川市東滝)11753

札幌市豊平区里塚375-309

札幌市北区北19条西12丁目

夕張郡長沼町幌内1066

帯広市稲田町

川上郡標茶町字標茶819

札幌市豊平区羊ケ丘 1

江別市文京台緑町582-1 

江別市文京台緑町582-1 

札幌市北区北 9条西 9丁目

天塩郡豊富町大通り 1丁目

帯広市西19条南 3丁目48-4 

千葉市若葉区千城台西1丁目52-7

十勝郡浦幌町字新町

080-24 

264 

089-56 

098-57 

069-14 

088-23 

098-41 

099-56 

086-11 

086-11 

郵便番号

004 

004 

080 

069 

069 

060 

080 

073 

060 

069 

080 

082 

004 

093 

069 

004 

060 

道立衛生研究所

雪印種百側中央研究農場

帯広畜産大学

標茶高等学校

北海道農業試験場

酪農学園大学

酪農学園大学

北海道大学農学部

宗谷北部地区農業改良普及所

十勝東部地区農業改良普及所

浦幌町駐在所

勤務

酪農学園大学

北海道家畜改良事業団

ホクレン畜産販売部

酪農学園大学

日本農産工業側

滝ノ上町役場

北海道農業試験場

北海道農業試験場

斜網中部地区農業改良普及所

道立根釧農業試験場

道立根釧農業試験場

帯広畜産大学

道立天北農業試験場

道立滝川畜産試験場

帯広営業所

畜産部

先

行

久

彦

勉

美

彦

博

生

寛

徳

士

治

竜

史

弘

生

彦

幸

郎

朗

広

昭

芳

進

登

光

名

イ申

紀

紀

益

睦

迫

卓

明

英

隆

全

良

正

義

弘

英

敏

信

和

埜

尾

雪

国

本

本

本

本

崎

保

保

町

森

西

氏

久

久
西

西

西

野

信

野

野

落

小

扇

小

小

大

大

及

岡

岡

岡

岡

岡

岡

岡

大

大

大

大

大

津

口

中

合

川

倉

栗

原

原

川

田

帯広市大空町 4丁目11-16

川上郡標茶町川上町

上川郡新得町西 4線

上川郡新得町西 4線

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

河西郡芽室町東 3条南 3丁目

帯広市大空町 8丁目12-4 

札幌市北区北13条西 7丁目

札幌市中央区南 1条西10丁目

岐阜市柳戸 1-1 

080 

088-23 

098-57 

060 

501-11 

060 

082 

080 

081 

081 

釧路北部地区農業改良普及所

道立新得畜産試験場

道立新得畜産試験場

道立天北農業試験場
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北海道大学歯学部

全農札幌支所

岐阜大学農学部

斉

勇

貞雄

郁夫

亥佐雄

竜太郎

三郎

紀之

規雄

滋

野

瀬

上

坂

崎

田

田

司

竹

谷

野

泰

小

小

尾

大

大

太

太

大

大

大



住所

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

標津郡中標津町桜ケ丘 1

札幌市北区北 9条西 9丁目

恵庭市北柏木町 3丁目172

帯広市稲田町

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

旭川市神楽岡16条 3丁目

滝川市東滝川735

札幌市北区北 9条西 9丁目

標津郡中標津町東 6条南 1

江別市文京台緑町582-1 

釧路市大楽毛南 3丁目 5-43 

札幌市東区北36条東 4丁目

札幌市豊平区清田4条1丁目4-1

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

河西郡中札内村東1条南2丁目14

郵便番号

060 

勤務先

北海道生乳検査協会

名

義教

氏

大浦

086-11 

061-14 

069 

084 

098-57 

086-11 

060 

080 

078 

073 

060 

道立根釧農業試験場

北海道大学農学部

クリーン化学工業側

日本甜菜製糖鮒総合研究所

道立天北農業試験場

道立滝川畜産試験場

北海道大学農学部

ホクレン中標津支所

酪農学園大学

釧路中部地区農業改良普及所

065 

004 静修短期大学

北海道牛乳普及協会

雄

ゾ

ル

朗

郎

治

朗

コ

」

一

忠

小

川

裕

洋

利

利

善

徹

邦

晴

信

関

E
'
h

谷

江

藤

藤

藤

田

島

野

野

木

木

セ

ぐ

渡

河

々

々

小

ペ

リ

佐

寒

斉

斉

斉

坂

鮫

佐

佐

佐

佐

雄

彦

彦

博

久仁雄 060 

札幌市豊平区羊ケ丘 1

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

帯広市西 3条南 7丁目

帯広市稲田町

帯広市西22条南 3丁目12-9 

帯広市稲田町

上川郡新得町西 4線

札幌市中央区北 4条西 1丁目

帯広市稲田町

鳥取市湖山町南 4-101 

滝川市東滝川753

亀田郡大野町本町

帯広市稲田町

札幌市北区北 9条西 9丁目

標津郡中標津町桜ケ丘 1

札幌市中央区北 3条西 6丁目

帯広市稲田町

札幌郡広島町字輪厚465~ 1 

089-13 

004 

十勝中部地区農業改良普及所

中札内駐在所

北海道農業試験場

北海道生乳検査協会

雪

修

貢

道佐々木

佐々木

笹 野 060 

080-24 

081 

041-12 

080 

061-12 

086-11 

080 

080 

080 

060 

080 

680 

073 

080 

060 

060 

十勝農業協同組合連合会

帯広畜産大学

酪農コンサルタント

日本甜菜製糖側総合研究所

道立新得畜産試験場

ホクレン酪農畜産事業本部

帯広畜産大学

鳥取大学農学部

道立滝川畜産試験場

道立道南農業試験場

帯広畜産大学

北海道大学農学部

道立根釧農業試験場

北海道庁農政部 酪農畜産課

帯広畜産大学

ょっ葉乳業側リサーチセンター

円
H
a
u

俊

忠

三

忠

信

昭

男

郎

浩

時
一一

幸

則

三

純

和

弘

彦

亨

三

典

文

邦

正

敬

良

陽

藤

藤

藤

藤

藤

口

川

根

名

戸

崎

水

水

堀

出

藤

佐

佐

佐

佐

佐

津

関

関

仙

脊

島

清

清

下

新

進



住所

河東郡上士幌町東 2線238

郵便番号

札幌市北区北10条西4丁目畜産会館内

川上郡新得町西 4線

名寄市西 4条南 2丁目

帯広市西 3条南 7丁目

上川郡新得町西 4線

滝川市東滝川735

札幌市北区北 18条西 9丁目

札幌市南区澄川 6条 4丁目

澄川コーポ101号

帯広市稲田町

標津郡中標津町丸山 2丁目 3

札幌市中央区北 2条西 7丁目

中小企業ビル

札幌市豊平区羊ケ丘 1

釧路市鶴野58-4493

帯広市稲田町

標津郡中標津町桜ケ丘 1

札幌市北区北 9条西 9丁目

勇払郡鵡川町文京町 1-11

標津郡中標津町桜ケ丘 1

江別市文京台緑町582-1 

静内郡静内町御園111

001 

080 

073 

062 

086-11 

081 

081 

060 

080 

勤務先

十勝北部地区農業改良普及所

上士幌町駐在所

北海道畜産会

道立新得畜産試験場

名寄地区農業改良普及所

十勝農業協同組合連合会

道立新得畜産試験場

道立滝川畜産試験場

北海道大学獣医学部

生
思

名

英

氏

取

帯広畜産大学

夫

勇

夫

雄

仁

之

誠

文

義

義

信

章

茂

孝

昌

亘

隆

三

康

重

根

司

山

田

本

本

村

田

木

木

白

曽

荘

曲

目

須

杉

杉

杉

住

鈴

鈴

田
060 

084 

086-11 

004 

080 

北海道食糧産業側

帯広畜産大学

道立根釧農業試験場

北海道大学農学部

北海道農業試験場

060 

054 

086-11 

069 

道立根釧農業試験場

北海道文理科短期大学

農林水産省 家畜改良センタ一

新冠牧場

帯広畜産大学

澄

司

威

男

セツ子

剛

直

亮

潤

圭

興

邦

雅

鎖

木

橋

橋

橋

橋

橋

橋

橋

口

回
世
同
高
官
同
古
同
高
一
吉
同
古
同
古
同

帯広市稲田町

樺戸郡新十津川町中央89-9 

札幌市中央区北 4条西 7丁目

札幌市白石区本通り 17北3-17-201

標津郡中標津町桜ケ丘 1

釧路市黒金町12丁目10農業会館内

江別市文京台緑町582-1 

東京都千代田区大手町 2-2-1

新大手町ビル 3F 

札幌市北区北 9条西 9丁目

江別市大麻東町 2-19 

紋別市幸町 6丁目

上川郡新得町西 4線

056-01 

073-11 

080 

北海道総合文化開発機構 060 

086-11 

069 

085 

003 

道立根釧農業試験場

ホクレン釧路支所

酪農学園大学

日本曹達側 メチオニン二課

彦

典

男

輔

彦

嗣

成

治

畑

桑

村

野

英

昭

幹

定

芳

義田

田

花

中

高

高

高

高

竹

武

竹

武

100 

060 北海道大学農学部

069 

094 

081 

西紋東部地区農業改良普及所

道立新得畜産試験場

円ノハ】Q
d
 

f実

昭

寛

弘

秋昌

千

竹之内

竹内

竹薮

村田



住 所

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

標津郡中標津町桜ケ丘 1-1 

帯広市稲田町

福島県西白河郡西郷村

大字真船字蒲日向62

標津郡中標津町桜正 1-1 

札幌市東区首穂町 3丁目 3-7

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酔農センター内

江別市文京台緑町582-1 

上川郡標茶町川上町

帯広市稲田町

滝川市東滝川735

札幌市北区北 9条西 9丁目

上川郡新得町西 4線

旭川市末広 2条 8丁目 7-7

上川郡新得町西 4線

札幌市北区北10条西 4丁目

畜産会館内

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

上川郡新得町西 4線

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

江別市文京台緑町582-1 

札幌市南区真駒内柏丘5丁目10-19(自宅)

夕張郡長沼町東 6線北15号

札幌市北区北 9条西 9丁目

札幌市北区北 9条西 9丁目

札幌市中央区南1条西25丁目17(自宅)

札幌市豊平区羊ケ正 1

札幌市北区北 9条西 9丁目

中川郡池田町字西 3条 5丁目

枝幸郡浜頓別町緑ケ丘

津市上浜町1515

帯広市稲田町

野付郡別海町美原22-21

江別市文京台緑町582-1 

郵便番号

060 

勤務先

ダンと町村記念事業協会

名

安

氏

辺

086-11 

080 

道立根釧農業試験場

日本甜菜製糖側

正俊

勝三郎

進

中

中

中

田

田

田

961 

086-11 

065 

道立根釧農業試験場

サツラク農業協同組合

酪農総合研究所

春

幸

征

義

信
中

日

間

田

田

谷

天
060 

069 

088-23 

081 

073 

080 

060 

071 

081 

酪農学園大学

釧路北部地区農業改良普及所

帯広畜産大学

道立滝川畜産試験場

北海道大学農学部

道立新得畜産試験場

北海道家畜改良事業団道北事業所

道立新得畜産試験場

北海道畜産会

明喜子

裕

d陪

郎

明

暢

樹

馨

良

哲

光

和

義

良

井

見

脇

刈

富

谷

屋

田

寺

寺

寺

戸

時

所

徳

遠

土

001 

060 

081 

酪農総合研究所

道立新得畜産試験場

北海道乳牛検定協会

彦

達

ヨ王

和

本

辻

塚

鶴 060 

069-13 

098-57 

080 

086-06 

069 

005 

060 

060 

004 

514 

060 

060 

083 

北海道文理科短期大学

酪農学園大学

道立中央農業試験場

北海道大学農学部

北海道大学農学部

ミヤリサン鮒

北海道農業試験場

北海道大学農学部

十勝東部地区農業改良普及所

道立天北農業試験場

三重大学生物資源学部

帯広畜産大学

子

雄

宏

次

匡

国

主主F

早(;

治

郎

彦

治

静

義

誠

純

宏

義

勝

英

佳

悦

慎

利

純

田

井

田

野

島

場

島

田

竹

山

山

田

田

筒

堤

内

上

上

上

植

上

海

裏

浦

浦

売

牛

069 

当
Jv

n
H
d
 

酪農学園大学



住所

枝幸郡浜頓別町北 3-2 

広尾郡忠類村朝日211

滝川市東滝川735

帯広市稲田町

札幌市豊平区羊ケ丘 1

厚岸郡浜中町茶内市街3条束通

滝川市東滝川735

上川郡新得町西 4線

十勝郡浦幌町字新町15-1 

農業会館内

滝川市東滝川735

札幌市豊平区羊ケ丘 1

滝川市東滝川735

札幌市中央区北 3条西 7丁目

酪農センター内

札幌市北区北 9条西 9丁目

江別市文京台緑町582-1

江別市文京台緑町582-1 

北見市北光町235

夕張郡長沼町東 6線北15号

上川郡新得町西 4線

帯広市公園東町 4丁目 7-7

夕張郡長沼町東 6線北15号

河西郡芽室町東 2条 2丁目

役場内

虻田郡豊浦町字東雲町74-6 

野付郡別海町別海新栄町

苫小牧市若草町 5丁目 5

江別市文京台緑町582-1 

河西郡芽室町新生南 9線 2

089-56 

088-13 

098-57 

089-17 

郵便番号

004 

073 

073 

073 

081 

080 

004 

073 

勤務 先

浜頓別町北オホーツク畜産センター

朝日牧場

道立滝川畜産試験場

帯広畜産大学

北海道農業試験場

釧路東部地区農業改良普及所

道立滝川畜産試験場

道立新得畜産試験場

十勝東部地区農業改良普及所

浦幌駐在

道立滝川畜産試験場

北海道農業試験場

道立滝川畜産試験場

酪農総合研究所

昭
F

康

明

介

夫

律
夫
一
利

名

正雄

博

j屋

政

裕

和

昭

純

規

氏

辺
A 
屈

田

田

岸

路

川

本

下

内

崎

崎

野

渡

家

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

矢
060 

060 

069 

069-13 

069-13 

082 

090 

081 

080 

069 

北海道大学農学部

酪農学園大学

北海道文理科短期大学

北海学園北見大学

道立中央農業試験場

道立新得畜産試験場

道立中央農業試験場

十勝中部地区農業改良普及所

芽室町駐在所

健

勉

磨

和

紀

弥

人

悟

忠

隆

節

昭

裕

裕

則

安江

安井

横山

米内山

米国

米道

=と
口

=1:: 
口

=と
口

田

田

田

049-54 

086-02 

069 

082 

053 

南根室地区農業改良普及所

ホクレン苫小牧支所

酪農学園大学

道立十勝農業試験場
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陽

工

泰

亮

治

朝

健

吉村

芳村

吉谷川

湯浅

湯藤



賛助
~ r::ヨ

ま員 (1994年3月現在)

よ』
:z:;; 員 名 郵便番号 住 所

ホクレン農業協同組合連合会

雪 印乳業株式会社

ホクレンくみあい飼料株式会社会

サツラク農業協同組合

060 札幌市中央区北 4条西 1丁目

065 札幌市東区苗穂町 6丁目 1-1 

060 札幌市中央区北 4条西 1丁目

065 札幌市東区首穂 3丁目 3-7 

北海道ホルスタイン農業協同組合 001 

明治乳業株式会社北海道酪農事務所 003 

全農札幌支所 060

札幌市北区北15条西 5丁目20

札幌市白石区東札幌 1条 3丁目 5-41 

札幌市中央区南 1条西10丁目

旭油脂株式会社

デーリィマン社

北海道 家 畜 改 良事業団

北海道農業開発公社

井関農機株式会社営業北海道支庖

078-11 旭川市東旭川北 3条 5丁目 3-6

060 札幌市中央区北 4条西13丁目

004 札幌市豊平区月寒東 2条13丁目 1-12 

060 札幌市中央区北5条西6丁目 農地開発センター内

060 札幌市中央区北 1条西17丁目 北都ビル

北原電牧株式会社 065

森永乳業株式会社札幌支社 003 

MSK東急機械株式会社北海道支社 063 

株式会社内藤ビニール工業所 065 

ニ チロ畜産株式会社 063 

日優ゼンヤク株式会社 065 

日本農産工業株式会社北海道支庖 047 

十勝農業協同組合連合会 080 

雪印種首株式会社 062

全酪連札幌支所 060

安積漉紙株式会社札幌営業所 062 

エーザイ株式会社札幌支庖 003 

北海道富士平工業株式会社 001 

北海道日東株式会社 060 

北海 道オリオン株式会社 001 

北 海道草地協会 060

札幌市東区北19条東4丁目

札幌市白石区大谷地227-267

札幌市西区発寒 6条13丁目 1-48

札幌市北区北 8条西 1丁目

札幌市西区西町北18丁目 1-1 

札幌市東区北22条東 9丁目

小樽市港町 5-2 

帯広市西 3条南 7丁目14

札幌市豊平区美園 2条 1丁目 2-1 

札幌市中央区北 3条西 7丁目 酪農センター内

札幌市豊平区平岸 3条 9丁目 第 1恵信ビル

札幌市白石区栄通 4丁目 3-1 

札幌市北区北27条西 9丁目 5-22 

札幌市中央区北 9条西24丁目 中大ビル

札幌市北区北 7条西 2丁目 北ビル

札幌市中央区大通り西 7丁目 2 酒造会館内

メルシャン株式会社苫小牧工場

長 瀬産業株式会社札 幌 出 張 所

059-13 苫小牧市真砂町38-5 

002 札幌市北区篠路太平165-1 

株式会社ニチボク 060 

日本配合飼料株式会社北海道支社 060 

小野田 リンカル販売株式会社 060 

株式会社酪農総 合研究所 060 

株式会社三幸商会 063

株式会 社 土 谷製作所 065 

札幌市中央区北11条西14丁目 1-52

札幌市中央区北 1条東 1丁目 明治生命ビル

札幌市中央区北 3条西 1丁目 ナショナルビル

札幌市中央区北 3条西 7丁目 酪農センター内

札幌市西区西町南17丁目 2-44 

札幌市本町 2条10丁目 2-35 

- 95-



北海道畜産学会役員
(任期 1993年 4月 1日-1995年 3月31日)

大)

大)

畜

農

(帯

(酪

之

進

弘浦

埜

会長

副会長

(天北農試)

(北大農)

(酪農大)

(ホクレン)

(北大農)

(根釧農試)

(帯畜大)

(道畜産会)

(北大獣)

(北大農)

(北大農)

(農総研)

(中央農試)

(東京農大)

雄左亥

善

邦

則

弘

彦

三

夫

誠

威

紀

郎

彦

昭

良

陽

章

興

英

隆

裕

芳

崎

藤

島

口

水

水

出

根

村

橋

山

野

田

島

大

斎

鮫

沢

清

清

新

曲

目

杉

高

上

矢

米

(酪農大)

(帯畜大)

(帯畜大)

(道農政部)

(酪農大)

(北農試)

(北大獣)

(新得畜試)

(滝川畜試)

(雪印乳業)

(北農試)

(帯畜大)

(酪農大)

(家畜改良事業団)

子

裕

賢二郎

舜

稔

司

男

信

彦

次

昇

登

司弘

美

輝

政

孝

功

秀

西

井

井

合

本

崎

尾

安

有

藤

橋

市

伊

金

岸

国

永

落

光

楢

西

藤

賀

川

藤

川

目

立

評議員

石

(新得畜試)

計)(会

暢

男

手口
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明
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野

本

脇

笹

岡

寺

事

事

世
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幹

船日本畜産学会評議員
(北海道定員12名，任期 1993， 1994年度)

(北大農)

(北大農)

(帯畜大)

(北大農)

(北大農)

(中央農試)

弘

三

威

高己

主主E
Eコ

陽

興

英

裕

藤

水

出

橋

山

田

斎

清

新

高

上

米
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伊

光

楢

西



北海道畜産学会会則

第 1条 本会は北海道畜産学会と称し，その事務所を原則として会長の所属する機関に置く。

第2条 本会は畜産に関する学術の進歩を図り，併せて北海道に於ける畜産の発展に資することを

目的とする。

第3条本会は正会員，名誉会員，賛助会員をもって構成する。

1 .正会員は第 2条の目的に賛同する者とする。

2.名誉会員は本会に功績のあった正会員とし，評議員会の推薦により，総会において決

定する。名誉会員は終身とし，会費は徴収しない。

3.賛助会員は本会の目的事業を賛助する会社団体とし，評議員会の議を経て決定する。

第4条本会は下記の事業を行う。

1 .研究発表会・学術講演会などの開催

2 .会報の発行

3.学術の進歩発展に貢献したものの表彰

4.社団法人日本畜産学会北海道支部の事業の代行

5.その他必要な事業

第5条本会には次の役員を置く。

会長 1名 副会長 1名 評議員若干名 監事 2名 幹事若干名

第6条会長は会務を総括し，本会を代表する。副会長は会長を補佐し，会長が職務遂行に支障の

ある時または欠けた時は，その職務を代理する。評議員は本会の重要事項を審議する。幹

事は会長の命を受け，会務を処理する。監事は本会の事業及ぴ会計の監査を行う。

第7条 会長，副会長，評議員及ぴ監事は会員より選出する。その選出に際して，会長は若干名の

選考委員を委嘱する。選考委員会は会長，副会長，評議員および監事の候補者を推薦し，

評議員会の議を経て総会において決定する。幹事は会長が会員より委嘱する。役員の任期

は2年とし，重任は妨げない。ただし，会長及ぴ副会長の重任は 1回限りとする。

第8条 総会は毎年 1回開く。ただし，必要な場合には臨時にこれを開くことができる。総会では

会務を報告し，重要事項について協議する。

第9条 本会の事業遂行に要する費用は，正会員および賛助会員の会費および寄付金をもって充て

る。ただし，寄付金であって寄付者の指定のあるものは，その指定を尊重する。

第10条正会員の会費は年額3，000円とし，賛助会員の会費は 1口以上とし， 1口の年額は10，000円

とする。名誉会員からは会費は徴収しない。

第11条 会費を納めない者および会員としての名誉を致損するようなことのあった者は，評議員会

の議を経て除名する。

第12条本会の事業年度は，毎年 4月に始まり，翌年 3月31日に終わる。

第13条本会則の変更は，総会の議決による。

付 則本会則は1992年 4月1日より施行する。
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北海道畜産学会表彰規程

第 1条 本会は北海道の畜産に関する試験・研究および普及に顕著な業績を挙げた会員に対し「北

海道畜産学会賞」を贈り，これを表彰する。

第2条 会員は受賞に値すると思われる者を推薦することができる。

第3条会長は，その都度，選考委員若干名を委嘱する。

第4条 受賞者は選考委員会の報告に基づき，評議員会において決定する。

第5条本規程の変更は，総会の決議による。

付則

この規程は1992年4月1日から施行する。

申し合わせ事項

1 .受賞候補者を推薦しようとする者は，毎年 3月末日までに候補者の職，氏名，対象となる業

績の題目， 2，000字以内の推薦理由，推薦者氏名を記入して会長に提出する。

2.受賞者の決定は各年度の第 1回評議員会において行う。

3.受賞者はその内容を大会において講演し，かつ会報に発表する。
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スーパーアイミート
家畜生体肉質測定装置
棚門町吋問寺川町叩明ア灼特長

①生体の体表から皮下脂肪の厚さ・筋問指肪

の厚さ・ロース芯面積をこれまでにない精

度で測定し 各種産肉形質を正確に推定で

きます

②高性能で低コストです

電子リニア走査による超音波測定装置です

専用 ICなどの採用で高画質を得ることがで

き 小型・軽量(約IOk!})なので容易に移動

できます 各種機能が備えられ周辺機器

への出力端子を備えています この高性能

装置を低価格でお届けします

③容易な操作性・専用探触子

流動パラフィンを塗り 家畜の体形に合わ

せて作られた探触子(牛・豚共用)をあてる

た、けで瞬時に産肉形質を測定できます

仕様・電子リニア走査各種機能付 ・専用探触子コード長3m
• AC I OOV 50/60Hz ・各種オプション有

- 電話(011)726-6576(代表)フ77y~IJ(GFHK M :札幌市北…条西9tT1111322
医北海道富士卒工業株式会社支庖:帯広市 2条南 3丁目日開ピル干080

一一 電話(0155)22-5322(代表)ファクシミリ (0155)22-5339

『ホクセキ:n2倍体・早生種
北海道優良品種(平成2年)

OECD登録品種

永続性・耐寒性・混播適正、
〔育成者〕

北海道農業試験場

〔育成方法〕

母系選抜法

〔特性〕

・永続性
① 4年間乾物収量は「サッポロ」並だ力大

3・4年目では 6%多収。

② 5年目の生存株率が10%高い。

③混掲条件下では被度が高L、。

(図 1参照)

岨耐寒性
①「サッポ口」の耐寒性 ε強、に比べ、

「ホクセキ」はミ強~極強c。

②少雪で冬の寒さの厳しい摂釧で、

「サッポ口」より枯死株は少なく、

早春の被度は高い。

'耐病性
①「サッポ口」に比べ、うどんこ病・

ウイルス病に強い。

②菌核病・茎割病に対しでも「サッポ口」

と同程度の耐病性をしめす。

(図2#照)

圃図1.ホクセキの永続性

.ホヲセキ

図サッポロ

-図2.ホクセキの耐病性

病害程度 少

54  3 2 1 

うどんこ病

ウィルス病

菌核病

茎割病 サッポ

み⑧蜘クレU



同点~.~閉 ~I
Tokachi Hannan 

生産から消流までめ一貫体制を誇る

牛肉専門商社です;

おいしさと健康を愛する・・・あなたとわたし。

十腸ハンナン椋式会祉
本社 工場干083北海道中川郡池田町字清見277-2TEL01557-2-2181 
旭川営雄所干079旭川市流通団地2条3丁目 TEL 0166-48-0023 

北
が
産
地
で
す
。

.1W1. ..~ .. 
・4 事 iLFZEi童三

TOKACHI BEEF 

Special Quaity Beef of Hokkaido Prodωt 

十勝牛100%スパイスビーフローストビーフ、ワインビーフ

士幌曹界李塑
札幌〒063札幌市西区宮の沢1条4丁目7-25
営業所 TEし (011)節子7077 FAX (011)665-8916 



SCIENCE TANAKA Co. 

CUSTOM SERVICES 
1 DNA依頼合成

合成スケール:0.2/1.0/15.0μmoleスケール

精製グレード:NAP-l0/0PC/HPLC 

Primer / Probe最適位置の選定

各種標識:ビオチン、 S化、 DIG、HRP、ALP その他

2 ペプチド依頼合成

抗原最適位置の選定

合成および高純度精製

免疫用ゴンジュゲート作成、 MAP合成

各種標識:ビオチン、リン酸化、 DIG、HRP、ALP その他

3 ポリクロ一ナノレ抗体作成

4 HPしC

ウサギ、 UJ羊、羊

抗体精製:イオン交換、ペプチド固定化カラム、 Protein-A

精製抗体の固定化

各種標識:ピオチン、 DIG、HRP、ALP その他

分析条件決定、ルーチン分析マニュアル作成

スケールアップコスト計算

各種アフイニティーカラム作成

5 クローニング

プロープ作成および各種 nonRIラベル

リコンビナントプロテイン作成および精製

詳しくは下記までお問い合わせください。

(株)サイエンスタナカ 技術研究所
067 江別市弥生町21-13

TEL 011-392-0191 (代)， FAX 011-382-0295 

Nifty Serve ID # KGE00604 



本雪印種苗育成牧草新晶種

アカクローバ

rマキミドリJ (早生)

北海道優良品種(品種登録申請中)

・抜群の永続性，耐病性を誇る 2倍体極多収品種/

オーチヤードグラス

rヘイキンク;IIJ(極晩生)

北海道優良品種(農林水産省品種登録名:美園改良 1号)

・流通品種の中で最も晩生f 耐病性に優れる多収品種/

雪 印 種 苗 株式会社
干062 札幌市豊平区美園2条 1丁目 2番 1号
ft (011) 831 -1161 FAX (011) 820 -2582 

パソコン・ MAC・ワープロの

FD入稿 OKグ

恩東非印刷株式会社
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